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変更内容

変更内容（3020-3-S17-30）JP1/Automatic Job Management System 3 - Definition Assistant　
09-50

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

追加・変更機能 変更個所

JP1/AJS3 - Managerで上位ユニット属性継承機能を使用している場合の注
意事項を追加した。

1.7(1)，E.1

引き継ぎ情報設定ジョブに関する定義項目を追加した。 2.3(1)，3.2.1(7)，
3.2.1(8)，3.2.2，
4.3.1(5)，5.1(2)，
5.1(17)，5.2

待ち合わせ条件の設定に関する定義項目を追加した。 3.2.1(7)，4.3.1(6)，
5.1(16)

KAVZ0259-E，KAVZ0314-W，KAVZ0405-Wのメッセージを追加した。 8.2

JP1/AJS3 - Definition Assistant 09-50と次の製品とのバージョン互換につ
いて追加した。
• JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Manager
• JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View

付録 E





はじめに

このマニュアルは，JP1/Automatic Job Management System 3 - Definition Assistant（以降，
JP1/AJS3 - Definition Assistantと省略します）について説明したものです。

■対象読者
このマニュアルは次の方にお読みいただくことを前提に説明しています。
• JP1/AJSを使ったジョブの自動運転システムを構築したことがある方，運用している方，ま
たは JP1/AJSのシステム構築・運用の知識があり，JP1/AJSを運用しようと考えている方

• JP1/AJS3 - Definition Assistantを使って，大量のユニット定義情報を一括して取得，管理し
たい方，または大量のユニットを一括して定義したい方

• Excelの基本的な知識がある方，または操作経験がある方

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章から構成されています。

第 1章　概要
JP1/AJS3 - Definition Assistantの機能概要と特長について説明しています。使用例や前提条件に
ついても説明しています。

第 2章　機能
JP1/AJS3 - Definition Assistantの機能について説明しています。

第 3章　インストールとセットアップ
インストールとセットアップの流れ，および環境設定パラメーターの内容について説明していま
す。

第 4章　操作
JP1/AJS3 - Definition Assistantの操作手順について説明しています。

第 5章　定義情報一覧
定義情報テンプレートに表示される入力項目について説明しています。

第 6章　トラブルシューティング
障害が発生したときの対処について説明しています。

第 7章　コマンド
JP1/AJS3 - Definition Assistantのコマンドについて説明しています。

第 8章　メッセージ
JP1/AJS3 - Definition Assistantから出力されるメッセージについて説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
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はじめに
JP1/AJS3関連
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 入門（3020-3-S01）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 導入ガイド（3020-3-S02）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構築編）
（3020-3-S03）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（業務設計編）
（3020-3-S04）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 1（3020-3-S05）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 構築ガイド 2（3020-3-S06）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 運用ガイド（3020-3-S07）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 トラブルシューティング
（3020-3-S08）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド（3020-3-S09）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 1
（3020-3-S10）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレンス 2
（3020-3-S11）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 連携ガイド（3020-3-S12）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 1（3020-3-S13）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 2（3020-3-S14）
• JP1 Version 9 JP1/Automatic Job Management System 3 for Enterprise Applications
（3020-3-S29）

JP1/AJS2関連
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-K21）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-K22）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド（3020-3-K23）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-K24）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス
（3020-3-K25）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-K27）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-K28）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 for Enterprise Applications
（3020-3-K51）

JP1関連
• JP1 Version 9 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-R71）
• JP1 Version 9 JP1/Base メッセージ（3020-3-R72）
• JP1 Version 8 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-K06）
• JP1 Version 8 JP1/Base メッセージ（3020-3-K07）
• JP1 Version 8 JP1/Integrated Management - Planning Operation（3020-3-K13）
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はじめに
• VOS3オープンジョブウェイ支援 JP1/Open Job Entry（6190-3-365）

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別にお読
みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，日立製品およびそのほかの製品の名称を省略して表記しています。また，
英略語を使用しています。このマニュアルでの表記と正式名称を次の表に示します。

マニュアルを読む目的 記述個所

JP1/AJS3 - Definition Assistantがどんな製品か知りたい。 1.1節，1.2節，2章

インストールやセットアップなど，運用に必要な設定について知り
たい。

1.3節，1.4節，1.5節，1.6節，
1.7節，3章，7章，付録 C

操作手順について知りたい。 4章

JP1/AJS3 - Definition Assistantの制限値を知りたい。 付録 B

定義情報項目の内容を知りたい。 5章

トラブルの対処方法を知りたい。 6章

コマンドの文法を知りたい。 7章

表示されたメッセージの意味を知りたい。 8章

生成されるファイル・ディレクトリについて知りたい。 付録 A

このマニュアルに記載されている用語の意味を調べたい。 付録 G

このマニュアルでの表記 正式名称

JP1/AJS JP1/AJS3 JP1/AJS3 - Manager JP1/Automatic Job Management 
System 3 - Manager

JP1/AJS3 - Agent JP1/Automatic Job Management 
System 3 - Agent

JP1/AJS3 - View JP1/Automatic Job Management 
System 3 - View

JP1/AJS2 JP1/AJS2 - Manager JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Manager

JP1/AJS2 - Agent JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Agent

JP1/AJS2 - View JP1/Automatic Job Management 
System 2 - View

JP1/AJS2 - Advanced Manager JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Advanced Manager※

JP1/AJS2 - Light Edition JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Light Edition※
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はじめに
JP1/AJS2 - Client Toolkit JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Client Toolkit※

JP1/AJS3 - Definition Assistant JP1/Automatic Job Management 
System 3 - Definition Assistant

JP1/AJS2 - Definition Assistant JP1/Automatic Job Management 
System 2 - Definition Assistant

JP1/AJS3 for Enterprise Applications JP1/Automatic Job Management 
System 3 for Enterprise Applications

JP1/AJS2 for Enterprise Applications JP1/Automatic Job Management 
System 2 for Enterprise Applications

JP1/AJS2 for Oracle E-Business Suite JP1/Automatic Job Management 
System 2 for Oracle E-Business Suite

JP1/FTP JP1/File Transmission Server/FTP

JP1/IM - Planning Operation JP1/Integrated Management - 
Planning Operation

JP1/OJE JP1/Open Job Entry

JP1/OJE for VOS3 VOS3 JP1/Open Job Entry

Excel Microsoft(R) Excel

Microsoft(R) Office Excel

Office Microsoft(R) Office

SAP BW SAP Business Information 
Warehouse

SAP R/3 SAP R/3(R)

Windows 7 Microsoft(R) Windows(R) 7 
Enterprise

Microsoft(R) Windows(R) 7 
Professional

Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate

Windows Server 2003 Windows Server 2003 Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Standard Edition

Windows Server 2003
（x64）

Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Standard x64 Edition

Windows Server 2008 Windows Server 2008 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Standard

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
注※　バージョン 7の製品です。
Windows 7，Windows Server 2003，Windows Server 2008，Windows Vista，およびWindows 
XP Professionalを総称してWindowsと表記することがあります。

■ JP1 Version 8での製品体系変更について
JP1 Version 8では，JP1/AJS2の製品体系に次の変更がありました。
• JP1/AJS2 - Advanced Managerは廃止されました。JP1/AJS2 - Advanced Managerが提供し
ていた組み込みデータベースは，JP1 Version 8では，JP1/AJS2 - Managerに同梱されてい
ます。

• JP1/AJS2 - Light Editionは廃止されました。
• JP1/AJS2 - Client Toolkitは廃止されました。
• JP1/AJS2 - Viewは，Windows版だけの提供となりました。

■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を次の表に示します。

■環境設定パラメーターで使用する記号
環境設定パラメーターの説明で使用する記号を次の表に示します。

Windows Vista Microsoft(R) Windows Vista(R) 
Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) 
Ultimate

Windows XP Professional Microsoft(R) Windows(R) XP 
Professional Operating System

記号 意味

［　］ メニュー項目，ダイアログボックス，ダイアログボックスのボタン，キーボードのキーなど
を示します。
（例）
［ファイル］－［新規作成］を選択する。
上記の例では，メニューバーの［ファイル］を選んで，プルダウンメニューの［新規作成］
を選択することを示します。

記号 意味と例

|

（ストローク）
複数の項目に対して項目間の区切りを示し，「または」の意味を示します。
（例）
「A|B|C」は，「A，B，または C」を示します。

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
■数式で使用する記号
このマニュアルの数式中で使用する記号を，次の表に示します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を次の図に示します。

■デフォルトのインストール先フォルダ
デフォルトのインストール先フォルダは

「システムドライブ ¥Program Files※ ¥HITACHI¥JP1AJS2DA」です。

注※
Windows Server 2003（x64），64ビット版のWindows Vista，Windows Server 2008，お
よびWindows 7にインストールしている場合は，「Program Files」の部分を「Program 

Files (x86)」に読み替えてください。

■このマニュアルで使用する「Administrators権限」について
このマニュアルで表記している「Administrators権限」とは，ローカル PCに対して
Administrators権限を持つユーザーを指します。ローカル PCに対して Administrators権限を
持つユーザーであれば，ローカルユーザー，ドメインユーザー，および ActiveDirectory環境で
動作に違いはありません。

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。

{　}

（波括弧）
この記号で囲まれている複数の項目の中から，一組の項目を必ず選択します。項目
と項目の区切りは「|」で示します。
（例）
「{A|B|C}」は，「A，B，または Cのどれかを必ず指定する」ことを示します。

記号 意味

＊ 乗算記号を示します。

/ 除算記号を示します。

記号 意味と例
VI
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1　 概要
JP1/AJS3 - Definition Assistantとは，Excelのテンプレート
で編集した大量の JP1/AJSの定義情報を，マネージャーホス
トに登録したり，マネージャーホストに登録されている JP1/
AJSの定義情報を Excelのテンプレートに取得したりできるプ
ログラムです。
この章では，JP1/AJS3 - Definition Assistantがどのような製
品なのかについて説明します。

1.1　JP1/AJS3 - Definition Assistantの概要

1.2　特長

1.3　システム構成例

1.4　導入の効果

1.5　運用方法の例

1.6　前提条件

1.7　使用上の注意事項
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1.　概要
1.1　JP1/AJS3 - Definition Assistantの概要

JP1/AJS3 - Definition Assistantは，Excelのテンプレートで編集した大量の JP1/AJS
の定義情報を，マネージャーホストに登録できます。スケジューリング情報，ジョブ
ネットやジョブの名称，実行ファイル名などを定義情報といいます。また，マネー
ジャーホストに登録されている JP1/AJSの定義情報を，Excelのテンプレートに取り込
むことができます。

JP1/AJS3 - Definition Assistantが提供している，Excelのテンプレートを定義情報管理
テンプレートといいます。一覧表形式の定義情報管理テンプレートでは，オートフィル
やオートフィルターなどの Excelの機能を使って，効率良く定義情報の入力や編集がで
きます。

定義情報管理テンプレートの画面を次の図に示します。

図 1-1　定義情報管理テンプレート

定義情報管理テンプレートを使って，JP1/AJSの定義情報をマネージャーホストのデー
タベースに登録することを，エクスポートといいます。また，すでに登録されている
JP1/AJSの定義情報を定義情報管理テンプレートに取り込むことを，インポートといい
ます。インポート後，定義情報管理テンプレートに取り込んだ JP1/AJSの定義情報を編
集（追加，変更，削除）をして，再びエクスポートできます。
2



1.　概要
エクスポートとインポートのイメージを次の図に示します。

図 1-2　エクスポートとインポートのイメージ
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1.　概要
1.2　特長
この節では，JP1/AJS3 - Definition Assistantの特長について説明します。

1.2.1　大量の業務や処理を一括して定義できます
JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，定義情報管理テンプレートの表示内容に従って
入力した定義内容を，接続先のマネージャーホストに一括してエクスポートできます。
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewで定義情報を定義するときは，1階層ごとに一
つ一つのジョブネットやジョブを定義する必要があります。JP1/AJS3 - Definition 
Assistantを使用すると，定義情報管理テンプレートという一覧表形式の Excelのテンプ
レートで，複数の階層にまたがって，複数のジョブネットやジョブを同時にエクスポー
トできます。

なお，ある程度のユニット構成をいったん JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewで
定義しておき，その定義情報を取得すると，定義情報管理テンプレート上での編集がし
やすくなります。

1.2.2　業務の定義情報を一覧表形式で管理できます
接続先のマネージャーホストに定義してある定義情報を，ジョブ定義書のような一覧表
形式の帳票で取得および管理できます。

定義情報を JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewで確認する場合は，ジョブグルー
プやジョブネットの階層ごとに複数の画面で定義情報を参照する必要があり，手間が掛
かってしまいます。定義情報をコマンドで確認する場合は，最上位の業務グループ（ス
ケジューラーサービス）の下にあるすべての定義情報を，ユニット定義パラメーター
ファイルで参照できます。しかし，ユニット定義パラメーターファイルの定義情報は，
独自の文法に沿って記述されているため，どのような定義情報が定義されているかを確
認する場合，少し時間が掛かってしまいます。

JP1/AJS3 - Definition Assistantの定義情報管理テンプレートを使えば，全体のユニッ
ト構成の定義情報を一つの画面で参照できます。また，階層や処理の前後関係の流れが，
ユニット定義パラメーターファイルより分かりやすい形式で表示できます。そのため，
マネージャーホストにどのようなユニットをどのような情報で定義しているのかを管理
するのが容易になります。

1.2.3　定義情報の変更履歴を管理できます
定義情報をインポートまたはエクスポート（一括および単独定義，変更，削除）すると，
操作の実行結果が自動的にファイルに保存されます。この自動保存されたファイルを実
行結果ファイルといいます。ファイル名には，実行した操作および実行日時が記録され
ます。また，実行結果ファイル（定義情報管理テンプレート）の中には，操作を実行し
たときの対象情報（操作対象ホスト名，操作対象サービス名，操作対象ユニット名）が
4



1.　概要
記録されます。

実行結果ファイルを利用することで，いつ，どの対象に，どのような操作を実行したの
かがわかります。そのため，定義情報の変更履歴を管理できます。

保存されるファイルのデフォルトの格納場所，およびファイル名の形式については，「付
録 A ファイルおよびディレクトリ」を参照してください。

1.2.4　定義情報の定義ミスを削減できます
JP1/AJSの定義情報には，あらかじめ選択できる項目や入力できる範囲が決まっている
項目があります。これらの項目は，テンプレート上ではドロップダウンリストに登録さ
れている候補から値を選択します。つまり，指定できない値はテンプレートに入力でき
ないようになっています。指定できる値だけを入力できるため，定義情報の定義ミスを
減らすことができます。

また，ドロップダウンリストが表示されない項目でも，環境設定ファイルでカスタマイ
ズすることで，入力できる値や範囲をドロップダウンリストに設定できます。入力候補
を限定できるため，定義ミスが発生する確率を減らすことができます。

さらに，指定するときの文字数に制限がある項目には，制限値を JP1/AJSの制限値内で
任意の値に変更できます。ユーザー独自の制限値を設定できるため，ユーザーの運用形
態に合わせて，定義ミスがないかどうかをチェックできます。

JP1/AJSの定義情報の制限値については，次に示す説明を参照してください。

JP1/AJS3の場合
• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド」にある，
ウィンドウとダイアログボックス（画面）の説明

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構
築編）」にある，制限値一覧の説明

JP1/AJS2の場合
• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド」にある，
ウィンドウとダイアログボックス（画面）の説明

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド」にあ
る，制限値一覧の説明
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1.　概要
1.3　システム構成例
この節では，JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用したシステム構成について説明し
ます。

JP1/AJS3 - Definition Assistantは，定義情報の定義先であるマネージャーホストにイ
ンストールして使用できます。ただし，負荷を分散させるために，マネージャーホスト
とは別のホストにインストールすることをお勧めします。

また，定義情報管理テンプレートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動
したり，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開
いたりする場合には，JP1/AJS3 - Definition Assistantを JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewと同じホストにインストールしてください。

JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 
- Managerをホスト名で指定する場合，ホスト名から IPアドレスへの変換ができない環
境では，正常に動作しません。これらの変換ができるように，hostsファイルまたは

DNSサーバで設定しておく必要があります。

なお，ユーザー認証機能を使用しない場合は，JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，
DNSサーバの逆引きの設定は必要ありません。ユーザー認証機能を使用する場合は，
DNSサーバの逆引きの設定が必要です。

推奨するシステム構成例を次の図に示します。
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1.　概要
図 1-3　JP1/AJS3 - Definition Assistant使用時の推奨するシステム構成例

なお，マネージャーホストの前提 OSについては，次に示すマニュアルを参照してくだ
さい。

JP1/AJS3の場合
マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 設計ガイド（システム構築
編）」

JP1/AJS2の場合
マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド」
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1.　概要
1.4　導入の効果
この節では，JP1/AJS3 - Definition Assistantを利用することによって，JP1/AJSを使
用したシステムの導入および運用管理の各場面で，期待できる効果について説明します。

（1） 業務設計・システム構築時の開発工数の削減
• 大量のジョブネットやジョブを一括してエクスポートできます。そのため，一つ一つ
ユニットを定義する手間を減らせます。

• 定義情報管理テンプレート自体をジョブ定義書兼パラメーターシートとして使用でき
ます。ジョブ定義書兼パラメーターシートとは，業務設計時に設計した，ユニット定
義情報（各ユニットの階層や実行順序の前後関係，実行するファイル，ユニット名称，
コメント，スケジューリング情報など）を明確化して管理するための書類です。この
書類は，開発・保守グループの担当者が作成します。作成・承認されたこの書類を基
にして，システム構築時に共通運用グループの担当者がユニットを構築します。その
ため，業務設計・システム構築時の作業用としてだけのジョブ定義書兼パラメーター
シートを作成する手間を減らせます。

• 定義情報管理テンプレートから直接ユニットをエクスポートできます。そのため，
ジョブ定義書兼パラメーターシートを見ながら，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - 
Viewやコマンドを使ってユニットを定義する手間を減らせます。

• エラーチェック機能で定義内容をチェックできます。そのため，定義ミスを少なくで
きます。また，エラー個所が明確になるため，エラー個所を特定する時間を減らすこ
とができます。

JP1/AJS3 - Definition Assistantの導入前と導入後のシステム構築時の定義作業
JP1/AJSのシステム構築時の代表的な作業である，ユニットの定義作業のイメージ
を次の図に示します。
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1.　概要
図 1-4　JP1/AJS3 - Definition Assistantの導入前と導入後のユニットの定義作業

（2） 運用時の管理工数の削減
• 定義情報を一覧表形式で取得および管理でき，内容の確認を一度にできます。
• ユニットの作成，変更，削除を一括してできます。そのため，ユニットを一つ一つ編
集する手間を減らせます。

• ユニットの作成，変更，削除の操作結果が，実行結果ファイルとして自動保存されま
す。変更履歴を別の書類として作成・管理することなく，実行結果ファイルを利用す
ることで変更履歴を管理できます。

• サーバの移行時（テスト機から本番機への移行）など，定義情報を最初から定義し直
さないで移行できます。

JP1/AJS3 - Definition Assistantの導入前と導入後のシステム運用時の作業
JP1/AJSのシステム運用時の代表的な作業である，定義の変更作業とサーバの移行
作業のイメージを紹介します。
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1.　概要
定義変更時の作業のイメージを次の図に示します。

図 1-5　JP1/AJS3 - Definition Assistantの導入前と導入後の定義変更時の作業

サーバ移行時の作業のイメージを次の図に示します。
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1.　概要
図 1-6　JP1/AJS3 - Definition Assistantの導入前と導入後のサーバ移行時の作業

このように，JP1/AJS3 - Definition Assistantは，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - 
Viewだけで作業する場合に比べて，システム構築や運用管理の作業時間を減らすことが
できます。
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1.　概要
1.5　運用方法の例
この節では，JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用した定義作業の運用方法の例を紹
介します。一つの定義情報管理テンプレートで運用する方法と，複数の定義情報管理テ
ンプレートで運用する方法があります。

一つの定義情報管理テンプレートで運用する方法を次の図に示します。

図 1-7　JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用した運用例 1（一つの定義情報管理テンプ
レートで運用する）

複数の定義情報管理テンプレートで運用する方法を次の図に示します。

図 1-8　JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用した運用例 2（複数の定義情報管理テンプ
レートで運用する）
12



1.　概要
具体的な操作方法については，「4. 操作」を参照してください。
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1.　概要
1.6　前提条件
JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用するには，次に示す前提条件を満たしている必
要があります。この節で説明する内容を確認して，JP1/AJS3 - Definition Assistantを
使用してください。

（1） 前提 OS

JP1/AJS3 - Definition Assistantの前提 OSは，次に示すどれかです。

• Windows XP Professional
• Windows Server 2003
• Windows Vista
• Windows Server 2008
• Windows 7

（2） 前提プログラム

JP1/AJS3 - Definition Assistantの前提プログラムを次に示します。

• Microsoft Excel

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
Excel 2002（Office XP），Excel 2003（Office 2003），Excel 2007（Office 2007），
または 32ビット版の Excel 2010（Office 2010）

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合
Excel 2003（Office 2003），Excel 2007（Office 2007），または 32ビット版の
Excel 2010（Office 2010）

JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールするホストと同じホストに Excelを
インストールしてください。
なお，Excelをカスタムインストールする場合は，Visual Basic for Applicationsもイ
ンストールしてください。インストールされていない場合はインポートまたはエクス
ポートできません。Excelを標準インストールする場合は，Visual Basic for 
Applicationsもデフォルトでインストールされるため，正常にインポートまたはエク
スポートできます。

• JP1/AJS3 - View 09-00以降または JP1/AJS2 - View 08-00以降
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewは，定義情報管理テンプレートから JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動したり，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開いたりする場合に必要です。
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View起動機能を使用する場合は，JP1/AJS3 - 
Definition Assistantと同じホストに JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewをイン
ストールする必要があります。
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1.　概要
注意事項
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7版の JP1/AJS3 - 
Definition Assistantは，Windows Vista，Windows Server 2008，および
Windows 7版の JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewとだけ接続できます。
それ以外の JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewとは接続できません。

（3） システム（マネージャーホスト）上の前提プログラム

システム（マネージャーホスト）上の前提プログラムを次に示します。

• JP1/AJS3 - Manager 09-00以降または JP1/AJS2 - Manager 08-00以降
• JP1/Base

JP1/AJS3 - Definition Assistantでインポートまたはエクスポートする場合，JP1/
Baseのユーザー管理機能を使用します。インポートまたはエクスポートすると，ユー
ザーマッピングによる認証が実施され，マネージャーホスト上で JP1/AJSのコマンド
が実行されます。そのため，ユーザー情報を設定しておく必要があります。ユーザー
情報の設定については，「3.1.2 ユーザー情報の設定」を参照してください。
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1.　概要
1.7　使用上の注意事項
この節では，JP1/AJS3 - Definition Assistantの使用上の注意事項について説明します。

（1） 環境に関する注意事項

● JP1/AJS3 - Definition Assistantは，表示言語を切り替えての使用はできません。

● JP1/AJS3 - Definition Assistantは内部でコマンドをリモート実行するため，接続先
のマネージャーホストで文字コード種別が混在する場合は正常に動作しません。その
ため，接続先の文字コード種別を統一してください。ここでいう接続先の文字コード
種別とは，次のものです。
• 接続先が JP1/AJS3 - Managerホストの場合，スケジューラーサービスの環境設定
パラメーター「AJSCHARCODE」に指定した文字コード種別

• 接続先が JP1/AJS2 - Managerホスト（Windows）の場合，［マネージャー環境設
定］ダイアログボックスの［論理ホスト共通］タブの［文字コード種別］で指定し
た内容

• 接続先が JP1/AJS2 - Managerホスト（UNIX）の場合，スケジューラーサービス
環境設定ファイル（Schedule.conf）のパラメーター「AJSCHARCODE」に指
定した文字コード種別

• JP1/AJS3サービスまたは JP1/AJS2 Monitorサービス起動時の OS上の設定

● JP1/AJS3 - Definition Assistantが動作しているホストの名称や IPアドレスを変更す
る場合は，次の点に注意してください。
• 環境設定パラメーター「MANAGER-HOST」や「SELECT-EXECHOST」に変更
前のホスト名を設定していた場合は，変更後のホスト名に変更してください。

●［ユニット定義のインポート］ダイアログボックス，または［ユニット定義のエクス
ポート］ダイアログボックスの［文字コード種別］に「SJIS」，「EUC」，または「C」
を指定した場合，接続先の JP1/Baseの設定の受信側バインド方式が IPバインド方式
であっても，接続先ホストが物理ホストまたは論理ホストに関係なく，すべてのスケ
ジューラーサービスに対して操作できます。JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
から JP1/AJS3 - Definition Assistantを起動する場合も同様に，すべてのスケジュー
ラーサービスで起動できます。

●Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7版 JP1/AJS3 - Definition 
Assistantは，JIS 2004で追加された第 3水準漢字および第 4水準漢字には対応して
いません。Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7版 JP1/AJS3 - 
Definition Assistantを操作する際は，これらの文字を使用しないでください。これら
の文字を使用した場合，文字化けするおそれがあります。

● JP1/AJS3 - Definition Assistantと JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Manager
は，国内版／海外版の混在環境では使用できません。国内版／海外版を合わせて使用
してください。
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1.　概要
表 1-1　混在環境で使用する場合の組み合わせによるサポート可否

（凡例）
○：○：サポートしている。
△：JP1/AJS - Managerが UNIXの場合だけサポートしている。
×：サポートしていない。

注※
JP1/AJS - Managerの JP1/AJSサービス起動時の環境変数「LANG」に「C」（英語）を指定し

てください。

● JP1/AJS3 - Managerでユニット属性プロファイルによる上位ユニット属性継承機能
を有効にしている場合，エクスポートするユニットのユニット属性（所有者と JP1資
源グループ）は JP1/AJS3 - Managerのユニット属性プロファイルの設定に従って定
義されます。JP1/AJS3 - Definition Assistantで定義した内容をそのまま反映させた
い場合は，上位ユニット属性継承機能を一時的に無効にしてください。

●インポートで使用するマシンとエクスポートで使用するマシンが異なる場合は，各マ
シンにインストールする JP1/AJS3 - Definition Assistantのバージョンと形名を同一
にしてください。

（2） 定義情報管理テンプレートを操作するときの注意事項

●定義情報管理テンプレートを開くときにマクロについての警告が表示された場合は，
「マクロを有効にする」を選択してください。

●メモリーの消費量が多いため，なるべく定義情報管理テンプレートを複数開かないで
ください。

●セルの書式を変更しないでください。
セルには，定義項目に対応した書式があらかじめ設定されています。書式を変更する
と，インポート，エクスポートの処理結果が不正になることがあります。

●列を削除しないでください。
列を削除すると，インポート，エクスポートの処理が正しく行われません。不要な列
がある場合は，カスタマイズで非表示にしてください。カスタマイズの方法について
は，「3.1.4 環境設定」および「3.2 環境設定パラメーター」を参照してください。

   JP1/AJS3 - Definition Assistant

   国内版 海外版

   日本語 英語

JP1/AJS3 - Managerま
たは JP1/AJS2 - 
Manager

国内版 日本語 ○ ×

英語 △※ ×

海外版 英語 × ○
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1.　概要
●セルをコピー，または切り取って別の場所に貼り付ける場合は，同じ列に貼り付けて
ください。別の列には貼り付けないでください。
別の列に貼り付けると，その列に設定されている入力規則と不一致になってエラーが
発生したり，処理結果が不正になったりすることがあります。

●セルの値が 256文字以上の場合，画面上では「#」で表示されますが，インポート，
エクスポートの処理には問題ありません。

●一つのセルに含まれている文字数が 1,024文字を超えると，先頭の 1,024文字だけが
セルに表示されます。1,024文字以降の文字を編集する場合はセルを選択したあと，
数式バーを使用して編集してください。

●大量の文字列が入力されているセルを編集しようとすると，文字列の編集に時間が掛
かる場合があるため注意してください。

● JP1/AJS3 - Definition Assistantを印刷する場合，一つのセルに含まれている文字数
が 1,024文字以上のとき，1,024文字以降の文字は印刷されないため注意してくださ
い。

●値の入力がドロップダウンリストから選択できるセルに対して複数行の定義を行う場
合，セルを選択したあと，数式バーを使用して編集してください。一つのセルに複数
行の値が定義されているときにドロップダウンリストから値を選択すると，複数行の
値が破棄されてしまいます。

●以前のバージョンで作成した実行結果ファイルは，現在のバージョンのマクロ機能が
使用できないため，現在のバージョンの実行結果ファイルに変換してから使用してく
ださい。実行結果ファイルを変換するには，次に示すコマンドを入力します。
 
ajsdaconvert -i 変換前実行結果ファイル格納フォルダ
             -o 変換後実行結果ファイル格納フォルダ
 

ajsdaconvertコマンドの詳細については，「7. コマンド　ajsdaconvert」を参照し
てください。

●セルに入力した値の先頭が「'」の場合，Excelの仕様では先頭の「'」が接頭辞とし
て扱われるため，先頭の「'」だけ文字として認識されません。このため，先頭に

「'」が指定されている定義情報をインポートすると，定義情報管理テンプレート上で

先頭の「'」だけ認識できません。このインポート結果の実行結果ファイルを使って

マネージャーホストの定義情報に一括定義，単独定義，または変更でエクスポートす
ると，インポート時に認識できなかった「'」は失われてしまうため注意してくださ

い。

●処理に時間が掛かっている場合，ウィンドウのタイトルバーに「（応答なし）」と表示
される場合がありますが，処理は継続されているため問題ありません。

（3） 操作時の注意事項

●次に示す条件が重なると，インポートの処理結果が不正になることがあるため，イン
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1.　概要
ポートしないでください。
1. 次の項目のどれかの 2行目以降に「unit=」または「eun=」の文字列が定義されて
いる。
・UNIXジョブの「コマンド文」
・メール受信監視ジョブの「本文一覧」
・Windowsイベントログ監視ジョブの「説明」
・メール送信ジョブの「本文」
・カスタム UNIXジョブの「コマンド文」

2. ルートジョブグループ直下のユニット以外で，1.の条件を満たすジョブを配下に含
むユニットと同階層のユニットをインポートする。

●インポートまたはエクスポート時に指定する文字コード種別には，「AUTO」を指定し
てください。「AUTO」以外を指定する場合，必ず接続先の JP1/AJS3 - Managerまた
は JP1/AJS2 - Managerの環境設定パラメーター「AJSCHARCODE」に設定されて
いる値を指定してください。異なる文字コード種別を指定すると，KAVZ0904-Eエ
ラーの発生や，設定と異なる文字コードで接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerのデータベースを更新してしまうなど，処理結果が不正になること
があります。
なお，文字コード種別が UTF-8の場合は，文字コード種別に「AUTO」を指定してく
ださい。

●大量の定義情報が一つのセルに出力された場合，行の区分の色が変わりその行の最後
に KAVZ0310-Wのメッセージが出力されることがあります。このメッセージが出力
された行の区分に，一括か単独を指定してエクスポートを実行するとエラーが発生し
たり，定義情報が失われたりするため注意してください。エクスポートする場合は，
問題のセルの内容をすべて削除するか，修正してからエクスポートを実行してくださ
い。

●インポートやエクスポートの実行中，または ajsdaconvertコマンドの実行中に

［ESC］キーを押さないでください。誤って［ESC］キーを押してしまうと継続また
は終了した処理の結果が不正になることがあります。

●インポートまたはエクスポートをした結果，JP1/AJS3 - Definition Assistantと JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのデフォルトの表示方法が異なる場合がありま
す。

●接続先のマネージャーホストでサポートされていないユニット定義情報をエクスポー
トするとエラーが発生します。サポートされていないユニット定義情報を削除してか
らエクスポートしてください。
このため，上位バージョンからインポートしたユニット定義情報を下位バージョンに
エクスポートする場合は，接続先のマネージャーホストよりあとのバージョンでサ
ポートされた項目を削除してから，エクスポートしてください。

● JP1/AJS3 - Definition Assistantは，接続先のマネージャーホストで，文字コード種
別と異なる文字コードで定義されたユニット定義情報が混在する場合には正常に動作
19



1.　概要
しません。

● JP1/AJS3 - Definition Assistantは，インポートまたはエクスポート時に内部的に
JP1/AJSのコマンドを実行します。コマンドの操作仕様やエラーの内容などについて
は，必要に応じて JP1/AJSのマニュアルを参照してください。インポートまたはエク
スポート時に使用するコマンドを次に示します。
インポート
• ajsprint

エクスポート
• ajsprint

• 一括：ajsdefine

• 単独：ajsdefine，ajschgnet

• 変更：ajschange，ajschgnet，ajschgjob，ajscalendar

• 削除：ajsdelete

●ユニット定義情報にタブ文字を含むユニットをインポートすると，インポート処理結
果が不正になる場合があります。ユニット定義情報にタブ文字を含むユニットをイン
ポートしないでください。
ただし，「標準ジョブ定義情報部」の「コマンド文」または「その他の定義情報部」に
設定される定義項目の場合は，ユニット定義情報にタブ文字を使用しても不正になり
ません。「標準ジョブ定義情報部」の「コマンド文」または「その他の定義情報部」に
タブ文字を使用している場合のインポート時の表示については，「5.1 定義情報一覧」
を参照してください。

●改行（［Alt］+［Enter］キー）で複数の定義を指定できる定義項目を変更対象にする
場合，空行を含めてセル内のすべての定義が変更対象になります。

●「最終更新日時情報部」は，インポートした時点でのユニットの最終更新日時を確認す
るためのものです。そのため，「最終更新日時情報部」では値を変更できず，エクス
ポートの対象外となります。

●一括定義または単独定義は，同一名称のユニットが存在した場合，そのユニットを
いったん削除して再作成します。そのため，再作成時にエラーが発生した場合，ユ
ニットが削除された状態になることがあります。

（4） Excelに関する注意事項

● Excelのマクロのセキュリティレベルが「高」の場合，定義情報管理テンプレートの
一部の機能を使用できません。使用できるようにセキュリティレベルを変更してくだ
さい。

● Excelのオプションで「他のアプリケーションを無視する」を指定しないでください。
このオプションが指定されていると，JP1/AJS3 - Definition Assistantを起動できま
せん。

● JP1/AJS3 - Definition Assistantを Excel 2002上で起動した場合，一つのセルに 310
20



1.　概要
けた以上の数値を入力すると設定された値が制限値を超えていてもエラーメッセージ
が出力されない場合があります。一つのセルに 310けた以上の数値を入力した場合
は，セルにデータを入力したあとに必ず［Enter］キーを押して値を設定してくださ
い。

● JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用する場合，JP1/AJS3 - Definition Assistantが
使用している Excelのマクロが有効になるように設定してください。設定しない場合，
JP1/AJS3 - Definition Assistantの一部の機能を使用できません。詳細については，
「3.1.3 Excelのセキュリティレベルの確認」を参照してください。

● Excel 2007以降でマスターファイルや実行結果ファイルを開くと，タイトルバーに
［互換モード］と表示されます。これは，マスターファイルが Excel 2007より前の
バージョンの Excel形式で作成したものであることを示すもので，動作上の問題はあ
りません。
なお，JP1/AJS3 - Definition Assistantを Excel 2007以降で使用する場合，実行結果
ファイルを編集して保存する際は，xls形式（従来の形式）で保存してください。xlsx
形式（Excel 2007以降の形式）で保存した場合，JP1/AJS3 - Definition Assistantの
機能が正しく動作しなくなります。
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2　 機能
この章では，JP1/AJS3 - Definition Assistantの各機能につい
て説明します。操作方法や定義情報の表示内容については，
「4. 操作」または「5. 定義情報一覧」を参照してください。

2.1　インポート機能

2.2　エクスポート機能

2.3　エラーチェック機能

2.4　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View起動機能

2.5　カスタマイズ機能

2.6　未対応定義項目の保存機能

2.7　カスタムジョブ定義情報部の表示機能

2.8　ユーザー認証機能
23



2.　機能
2.1　インポート機能
インポート機能とは，JP1/AJSの定義情報を，定義情報管理テンプレート上に取り込ん
で一覧表示する機能です。

インポートはマスターファイル，または別名で保存した複製マスターファイルからだけ
実行できます。マスターファイルとは，実行結果情報が何も記録されていない状態の定
義情報管理テンプレートのことです。スタートメニューから起動できます。

インポート実行後の定義情報管理テンプレートを次の図に示します。

図 2-1　インポート実行後の定義情報管理テンプレート

インポート実行後，定義情報が表示された定義情報管理テンプレートは，実行結果ファ
イルとして別名で自動保存されます。インポート実行後のテンプレートがそのまま保存
されるため，既存のユニットを定義し直す場合，このファイルを使って編集し，エクス
ポートを実行できます。

また，インポートを実行すると，ユニットの最終更新日時が「最終更新日時情報部」に
表示され，ユニットがいつ更新されたのかを確認できます。
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2.　機能
マスターファイルや実行結果ファイルの詳細や出力先については，「付録 A ファイルおよ
びディレクトリ」を参照してください。

自動インポート
環境設定ファイルの環境設定パラメーターを編集すると，定義情報管理テンプレー
トを開くと同時にインポートを自動実行させることができます。毎回同じユニット
の定義情報をインポートする場合に便利です。インポートを自動実行させるために
設定が必要なパラメーターは次のとおりです。
•「MANAGER-HOST」
•「AJS2-SERVICE」
•「MANAGER-CHARCODE」
•「IMPORT-UNIT-NAME」
•「AUTO-IMPORT」

ただし，「AUTO-IMPORT」と「AUTO-EXPORT」は同時に設定できません。
環境設定については，「3.1.4 環境設定」および「3.2 環境設定パラメーター」を参照
してください。
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2.　機能
2.2　エクスポート機能
エクスポート機能とは，定義情報管理テンプレート上で作成，編集した定義情報をマ
ネージャーホストの定義情報に反映（作成，変更，削除）する機能です。対象のユニッ
トが実行中の場合は，定義情報をエクスポートできません。実行中のユニットに対して
定義情報をエクスポートする場合は，対象ユニットをサスペンド状態にする必要があり
ます。

エクスポートは，インポート実行結果ファイル，エクスポート実行結果ファイル，また
は複製マスターファイルから実行します。マスターファイルからは実行できません。

エクスポート実行後，エクスポートに使用した定義情報管理テンプレートは，実行結果
ファイルとして別名で自動保存されます。エクスポートを実行するたびに，エクスポー
トを実行した時点の情報が保存されるため，更新履歴管理帳票として利用できます。実
行結果ファイルの詳細や出力先については，「付録 A.2 インポート，またはエクスポート
実行時に作成されるファイル」を参照してください。

エクスポート機能は，次の四つに分かれています。

• 一括定義機能
• 単独定義機能
• 変更機能
• 削除機能

次に各機能について説明します。

2.2.1　一括定義機能
一括定義機能とは，階層構造も含めて一括してマネージャーホストの定義情報を作成す
る機能です。定義するユニットの階層構造どおりに定義情報を入力し，エクスポートす
る場合に向いています。

一括定義機能は，新規システム構築時や既存システムの定義情報の入れ替え時など，特
定の定義先ユニットの下に，位置情報を含めて複数階層にわたるユニット構成を一括し
て定義したい場合に有効です。

一括定義による定義情報のエクスポートの様子を次の図に示します。
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2.　機能
図 2-2　一括定義によるエクスポート

一括定義では，位置情報および関連線が有効になります。定義情報管理テンプレート上
に指定したとおりの位置で，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewにアイコンが表
示されます。ただし，上位ユニットを含めて一括定義を行わないと有効になりません。

すでにエクスポート先に同一名称のユニットがある場合，定義情報は下位ユニットも含
めてすべて上書き更新されます。下位ユニットにエクスポート前と異なる定義情報を入
力してエクスポートを実行すると，エクスポート前の下位ユニットの情報を，位置情報
も含めてすべて入れ替えることができます。

一括定義実行時の定義情報管理テンプレートを次の図に示します。
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2.　機能
図 2-3　一括定義実行時の定義情報管理テンプレート

自動エクスポート
環境設定ファイルの環境設定パラメーターを編集すると，定義情報管理テンプレー
トを開くと同時にエクスポートを自動実行させることができます。編集済みのテン
プレートを使い，都合がよい時間にスケジューリングしてエクスポートを自動実行
させるなどの運用ができます。エクスポートを自動実行させるために設定が必要な
環境設定パラメーターは次のとおりです。
•「MANAGER-HOST」
•「AJS2-SERVICE」
•「MANAGER-CHARCODE」
•「EXPORT-UNIT-NAME」
•「AUTO-EXPORT」

ただし，「AUTO-EXPORT」を「AUTO-IMPORT」と同時には設定できません。
自動エクスポートに関する環境設定については，「3.1.4 環境設定」および「3.2 環境
設定パラメーター」を参照してください。
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2.　機能
2.2.2　単独定義機能
単独定義機能とは，1ユニットごとにマネージャーホストの定義情報を作成する機能で
す。階層構造を意識しないでユニットを定義し，エクスポートする場合に向いています。

単独定義機能は，一括定義機能のように特定の定義先ユニットの下に限らず，複数の定
義先ユニットの下にユニットの追加・再作成を定義したい場合に有効です。

単独定義による定義情報のエクスポートの様子を次の図に示します。

図 2-4　単独定義によるエクスポート

単独定義では，位置情報を指定しても無効になります。エクスポートを実行すると，ア
イコンは JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View上のランダムな位置に表示されます。

すでにエクスポート先に同一名称のユニットがある場合，定義情報は上書き更新されま
す。上書き更新される場合，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View上の表示位置は
変更されません。ただし，エクスポート前の下位ユニットの定義情報は削除されます。
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2.　機能
新たに単独定義で下位ユニットを定義している場合は，下位ユニットの定義情報がその
内容に置き換わります。そのとき下位ユニットの位置情報は有効になりません。

単独定義実行時の定義情報管理テンプレートを次の図に示します。

図 2-5　単独定義実行時の定義情報管理テンプレート

ユニット共通定義情報の「先行」に指定したユニットがすでに JP1/AJS上にあるとき
に，エクスポートの単独機能を使用して実行した場合，先行ユニットを指定した状態で
エクスポートできます。「先行」に指定したユニットが JP1/AJS上にない状態で単独機
能を使用したエクスポートを実行すると，エラーになります。

2.2.3　変更機能
変更機能とは，既存ユニットの特定の情報を対象に，マネージャーホストの定義情報を
変更する機能です。

変更機能では，操作対象のユニット名，上位ユニット完全名およびユニット種別と変更
個所だけを指定します。変更個所（変更する情報を入力したセル）には，［F2］キーを押
してマーキングする必要があります。マーキングされていない状態で変更機能を使用し
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2.　機能
たエクスポートを実行しても反映されません。

なお，マーキングしたセルからマーキングを外したい場合は，［F3］キーを押してマーキ
ングを外してください。ほかの定義情報を指定する必要はありません。

変更機能実行時の定義情報管理テンプレートを次の図に示します。

図 2-6　変更機能実行時の定義情報管理テンプレート

変更機能は，対象のユニットが実行中の場合でも実行できます。ただし，「先行」を変更
する場合は実行できません。対象ユニットをサスペンド状態にする必要があります。

なお，「ユニット定義情報部」の定義項目，ユニット共通属性情報の「種別」，ジョブグ
ループ定義情報の「ジョブグループ種別」，「その他の定義情報部」の定義項目，および
「最終更新日時情報部」の項目には変更機能を使えません。

また，カスタムジョブやオペレーションジョブにも変更機能を使えません。「カスタム
ジョブ定義情報部」の定義項目は，［F2］キーを押してセルをマーキングすることもでき
ません。カスタムジョブやオペレーションジョブの変更には，単独定義機能を使用して
ください。
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関連線に変更機能を使用する場合，関連線の接続と解除はできますが，既存の関連線の
接続種別は変更できません。接続種別を変更する場合は，関連線を解除したあとで定義
したい接続種別を指定して定義してください。

リモートジョブネットに対して「参照先ホスト名」を指定しないでください。リモート
ジョブネットに「参照先ホスト名」を指定して変更機能を実行すると，指定したホスト
名が「実行先マネージャー」に設定されます。

2.2.4　削除機能
削除機能とは，既存のユニットを対象に，マネージャーホストの定義情報を削除する機
能です。

削除機能では，削除対象のユニット名および上位ユニット完全名だけを指定します。ほ
かの定義情報を指定する必要はありません。

削除機能を実行すると，指定したユニットの下位ユニットも削除されます。

削除機能実行時の定義情報管理テンプレートを次の図に示します。

図 2-7　削除機能実行時の定義情報管理テンプレート
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2.3　エラーチェック機能
エラーチェック機能とは，定義情報管理テンプレートに入力した定義情報について，入
力条件が満たされているかどうかをチェックする機能です。一部のチェック項目は，
ユーザーがチェック内容を設定します。

エクスポートを実行する前にエラーチェック機能で定義情報管理テンプレートに入力し
た定義情報をチェックすることをお勧めします。

（1） チェックする項目

エラーチェック機能のチェック項目を次の表に示します。

表 2-1　チェック項目

（凡例）
○：ユーザーが設定する。
×：ユーザーが設定できない。

注※ 1
インポート実行結果で，まれにユニット種別に対して無効な定義項目「位置情報」
が設定されることがあります。この現象によってチェック機能でエラーが検出され
た場合は，「位置情報」を削除してください。

注※ 2
ルートジョブネットに次の定義項目を指定しても，エラーを検出しません。
• 位置情報
• 先行
• 接続種別

また，ネストジョブネットに次の定義項目を指定しても，エラーを検出しません。

チェック項目 設定

ユニット種別が指定されているか。 ×

ユニット種別に対して「種別」の指定値（通常・リカバリー）は正しいか。 ×

「ユニット名」「上位ユニット完全名」に不正な文字が指定されていないか。 ×

「上位ユニット」，「ジョブグループ名」に指定したユニット完全名の先頭が「/」で始まっ
ているか。

×

指定されたユニット種別に対して無効な定義項目が設定されていないか。※ 1,※ 2 ×

必須指定項目が指定されているか。 ○

入力制限に則して指定されているか。 ○

R/3ジョブ定義情報の指定項目が正しく設定されているか。※ 3 ○

引き継ぎ情報設定ジョブの定義情報が正しく設定されているか。 ×

一括対象のユニット定義情報の階層が正しく定義されているか。 ×
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• 多重起動
• 保存世代数
• 打ち切り時間
• スケジューリング方式

注※ 3
チェック項目の詳細については，「2.7.2 R/3ジョブ定義情報部」を参照してくださ
い。

必須指定項目とは，エクスポート実行時に入力が必要な項目です。また，入力制限とは，
定義項目に設けられた文字制限や入力候補の制限です。環境設定パラメーターで設定し
た値がチェック基準になります。必須指定項目や入力制限をカスタマイズするためには，
次の環境設定パラメーターを編集します。

• 必須指定項目
「CHECK-ITEM」
• 入力制限
入力制限に関する設定のパラメーター（「SELECT-EXECHOST」など）

環境設定の詳細については，「3.1.4 環境設定」および「3.2 環境設定パラメーター」を参
照してください。

（2） チェック結果の表示

チェックの結果，エラーが検出されると，メッセージダイアログボックスでエラー内容
が通知されます。同時に，該当個所にセルカーソルが移動します。複数項目にエラーが
ある場合は，最初に検出したエラー項目を通知します。エラーを修正したあと再び
チェック機能を実行すると，次のエラーを検出・通知します。エラーがない場合は，「入
力エラーはありません」と表示されます。
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2.4　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
起動機能

JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストールホストに，JP1/AJS3 - View 09-00以降
または JP1/AJS2 - View 08-00以降をインストールしている場合，定義情報管理テンプ
レート上から JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動できます。

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動できるのは，インポート機能またはエ
クスポート機能を実行したときに生成される実行結果ファイルだけです。定義情報管理
テンプレートのマスターファイル（複製マスターファイルを含みます）には，JP1/AJS3 
- Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動するための［VIEW］ボタンが表示されず，JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動できません。

自動ログイン
定義情報管理テンプレートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動す
ると，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのログイン画面が表示され，ログ
イン情報（ログインユーザー名，パスワード）を入力する必要があります。
環境設定パラメーター「VIEW-LOGINFILE」に JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewのログイン情報ファイル名を指定すると，ログイン操作が不要になりま
す。ログイン情報ファイルとは，マネージャーホストにログインするために必要な
情報（ログインユーザー名，およびパスワード）を記述したファイルです。
環境設定パラメーター「VIEW-LOGINFILE」にログイン情報ファイル名を指定す
るためには，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewがインストールされている
マシンの所定のフォルダにログイン情報ファイルを作成しておく必要があります。
ログイン情報ファイルの詳細，記述方法については，「3.1.6(1) 定義情報管理テンプ
レートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動する場合」を参照して
ください。

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewからの定義情報管理テンプレート起動
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを起動す
ることもできます。JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テ
ンプレートを起動する場合は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewで JP1/
AJS3 - Definition Assistantを起動するツールとして登録しておく必要があります。
登録の方法については，「3.1.6(2) JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定
義情報管理テンプレートを開く場合」を参照してください。

注意事項
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7版の JP1/AJS3 - 
Definition Assistantの場合，Windows Vista，Windows Server 2008，および
Windows 7版の JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewとだけ接続できます。そ
れ以外の JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewとは接続できません。
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2.5　カスタマイズ機能
環境設定ファイルの環境設定パラメーターを編集すると，定義情報管理テンプレートに
表示される定義項目や，操作ボタンをカスタマイズできます。環境設定の詳細について
は，「3.1.4 環境設定」および「3.2 環境設定パラメーター」を参照してください。

2.5.1　操作ボタンの表示／非表示
環境設定パラメーター「BUTTON-HIDDEN」を編集すると，［IMPORT］，
［EXPORT］，［CHECK］，および［VIEW］ボタンの表示／非表示を設定できます。例
えば，定義情報の更新を制限したい場合には，［EXPORT］ボタンを非表示に指定しま
す。

なお，ボタンを非表示設定にした場合，ボタンに対応するファンクションキーの操作も
無効になります。

2.5.2　定義項目の表示／非表示
定義項目の各分類の表示に関する環境設定パラメーター（「TYPE-COMMON-DEF」な
ど），または各定義項目の表示に関する環境設定パラメーター「COLUMN-HIDDEN」
の設定を編集すると，定義項目の分類ごと，または定義項目ごとに表示／非表示を設定
できます。定義に使う項目だけを表示できます。

この設定でカスタマイズできるのは，テンプレートを開いたときの定義項目の表示／非
表示だけです。非表示に設定した定義項目も，インポートまたはエクスポートの対象に
なります。非表示にした列は，Excelの機能を利用して一時的に表示できます。

2.5.3　定義項目の制限値
定義項目には，JP1/AJSの入力規則があらかじめ決められていますが，一部の定義項目
は JP1/AJSの制限値の範囲内でユーザー固有の値に変更できます。例えば，JP1/AJSの
「ユニット名」の制限値は 30バイトですが，ユーザー独自に 14バイトにしたいとき，
「ユニット名」の制限値を変更できます。

入力制限値を変更するには，入力に関する環境設定パラメーター
（「LIMIT-UNITNAME」など）を編集します。指定した制限値は，入力時にチェックさ
れます。インポート実行結果や作成済みの定義情報管理テンプレートでは，エラー
チェック機能で確認できます。

2.5.4　入力候補の制限
あらかじめドロップダウンリストに入力候補が登録されていない定義情報でも，入力す
る値が決まっている場合，ユーザー独自の入力候補を設定できます。例えば，「JP1資源
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グループ」に入力したい値が，「groupA」，「groupB」，「groupC」だけの場合，ドロップ
ダウンリストにこれらの入力候補を設定できます。定義ミスの防止に便利です。

入力候補をリスト化するには，入力制限に関する環境設定パラメーター
（「SELECT-EXECHOST」など）に入力値の候補を指定します。指定した入力候補の制
限は，入力時にチェックされます。インポート実行結果や作成済みの定義情報管理テン
プレートでは，エラーチェック機能で確認できます。
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2.6　未対応定義項目の保存機能
未対応定義項目の保存機能とは，JP1/AJS3 - Definition Assistantで対応していない定
義項目を，定義情報管理テンプレート上の「その他の定義情報部」にユニット定義パラ
メーター形式で保存する機能です。

未対応定義項目の保存機能の概要を次の図に示します。

図 2-8　未対応定義項目の保存機能の概要

（1） インポート機能

定義情報をインポートすると，定義情報管理テンプレートに該当する定義項目が存在し
ない定義項目が，ユニット定義パラメーターの形式で「その他の定義情報部」に設定さ
れます。JP1/AJS3 - Definition Assistantで対応していない定義項目については，「5.2 
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View定義項目との対応」を参照してください。
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（2） エクスポート機能

（a）一括定義・単独定義機能

「その他の定義情報部」にユニット定義パラメーターの形式で定義情報を定義して，一括
または単独エクスポートを実行すると，定義情報管理テンプレートに該当する定義項目
が存在しない定義項目も定義できるようになります。

一括または単独エクスポートは，定義情報管理テンプレートで対応済みの定義項目と
「その他の定義情報部」の定義情報をマージして実行します。このため，対応済みの定義
項目も「その他の定義情報部」に定義できますが，「その他の定義情報部」には定義しな
いで，それぞれの定義項目列に定義してください。

なお，マージした結果，定義情報が重複するなどの不正があった場合はエラーになり，
定義情報管理テンプレートの最終列に KAVS0650-Eのメッセージが出力されます。エ
ラーにならないように「その他の定義情報部」に定義するユニット定義パラメーターを
正しく設定してください。

（b）変更機能

「その他の定義情報部」に定義された内容は変更できません。［F2］キーを押してセルを
マーキングすることもできません。

このため，定義情報を変更して，一括定義または単独定義機能によってユニットを定義
し直してください。

（3） チェック機能

「その他の定義情報部」に対しては，次に示すチェック機能が使用されます。

表 2-2　チェック機能の対応

（凡例）
○：チェックの対象です。
×：チェックの対象外です。
－：該当しません。

チェック機能 対応

必須指定項目が指定されているか。 ○

入力制限に則して指定されているか。 －

「上位ユニット」，「ジョブグループ名」に指定したユニット完全名の先頭が
「/」で始まっているか。

－

ユニット種別が指定されているか。 －

指定されたユニット種別に対して無効な定義項目が設定されていないか。 ×

「ユニット名」「上位ユニット完全名」に不正な文字が指定されていないか。 －

ユニット種別に対して「種別」の指定値（通常・リカバリー）は正しいか。 －

一括対象のユニット定義情報の階層が正しく定義されているか。 －
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（4） カスタムジョブについて

「その他の定義情報部」には，定義情報管理テンプレートで対応していない「カスタム
ジョブ定義情報部」の情報（VOS3ジョブ定義情報，および R/3ジョブ定義情報）を含
みません。「カスタムジョブ定義情報部」については，「2.7 カスタムジョブ定義情報部の
表示機能」を参照してください。

定義情報管理テンプレートで「カスタムジョブ定義情報部」を表示していない場合，
VOS3ジョブまたは R/3ジョブをインポートすると，それぞれ「環境変数」または「パ
ラメーター」にすべての定義情報が設定されます。そのため，インポートした実行結果
を使って元のマネージャーホストの定義情報に一括定義または単独定義でエクスポート
しても，定義情報が失われることはありません。

カスタム PCジョブをインポートすると，次の定義情報は「その他の定義情報部」に設
定されます。

• ワークパス
• 環境変数ファイル名
• 標準入力ファイル名
• 標準出力ファイル名：追加書き
• 標準エラー出力ファイル名：追加書き
• 転送ファイル 1～ 4：転送元ファイル名
• 転送ファイル 1～ 4：転送先ファイル名
• 転送ファイル 1～ 4：自動削除

ただし，カスタム PCジョブにこの定義情報が設定されていると，JP1/AJSの機能制限
によって，一括定義，単独定義，または変更エクスポートができません。そのため，エ
クスポート前にこの定義情報を削除してから実行してください。
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2.7　カスタムジョブ定義情報部の表示機能
JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，次に示すカスタムジョブの詳細情報を定義する
「カスタムジョブ定義情報部」を用意しています。

• JP1/OJE for VOS3の詳細定義に関する「VOS3ジョブ定義情報部」
• JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for Enterprise Applications
の詳細定義に関する「R/3ジョブ定義情報部」

なお，「カスタムジョブ定義情報部」で定義できる項目は，カスタム PCジョブの定義項
目だけです。カスタム UNIXジョブには対応していません。

この節では，カスタムジョブの詳細情報を定義する「VOS3ジョブ定義情報部」，および
「R/3ジョブ定義情報部」について説明します。

2.7.1　VOS3ジョブ定義情報部
JP1/OJE for VOS3の詳細定義に関する定義項目を表示させたい場合は，「VOS3ジョブ
定義情報部」を定義情報管理テンプレートに表示させてください。「VOS3ジョブ定義情
報部」は，環境設定パラメーター「CUSTOM-JOB」に「VOS3JOB」を指定することで
表示できます。

環境設定パラメーターについては，「3.2.1 環境設定パラメーターの定義内容」を参照し
てください。

2.7.2　R/3ジョブ定義情報部
JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for Enterprise Applicationsの
詳細定義に関する定義項目を表示させたい場合は，「R/3ジョブ定義情報部」を定義情報
管理テンプレートに表示させてください。「R/3ジョブ定義情報部」は環境設定パラメー
ター「CUSTOM-JOB」に「JP1AMR3」を指定することで表示できます。

環境設定パラメーターについては，「3.2.1 環境設定パラメーターの定義内容」を参照し
てください。

（1） 複数ジョブステップの指定機能

R/3ジョブでは，一つの R/3ジョブに複数のジョブステップを定義できます。R/3ジョブ
をインポートまたはエクスポートした場合の表示例を次に示します。
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図 2-9　R/3ジョブをインポートまたはエクスポートした場合の表示例

R/3ジョブをインポートした場合，セル上の表示は JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - 
View上で表示されている順に上から格納されます。

なお，対応項目でない場合は，改行だけが挿入されます（例：外部プログラムの場合の
保管モードなど）。

R/3ジョブをエクスポートした場合も，セル上で設定した順番で JP1/AJS3 - Viewまた
は JP1/AJS2 - View上に表示されます。

なお，ジョブステップを新規に定義する場合，またはジョブステップの途中に新規に
ジョブステップを追加する場合は，ジョブステップのすべての項目で値を設定する必要
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があります。ただし，定義する値がない場合は，改行だけを設定してください。値を設
定しなかった場合，設定しなかった項目で定義情報がずれてしまいます。また，データ
を設定しないと，プログラム種別と行数が異なるため，エクスポートできません。

（2） R/3ジョブの未対応定義項目の保存機能

R/3ジョブの未対応定義項目の保存機能とは，JP1/AJS3 - Definition Assistantで対応し
ていない R/3ジョブの定義項目を，定義情報管理テンプレート上の「R/3ジョブ定義情
報部」の「他の R/3ジョブ定義情報」と「他のジョブステップ情報」にコマンド引数の
形式で保存する機能です。

（a）インポート機能

定義情報をインポートすると，定義情報管理テンプレートに該当する R/3ジョブの定義
項目が存在しない定義項目が，コマンド引数の形式で「他の R/3ジョブ定義情報」また
は「他のジョブステップ情報」に設定されます。「他の R/3ジョブ定義情報」には R/3
ジョブのプログラムの種類に依存しない共通の定義項目が，「他のジョブステップ情報」
には R/3ジョブのプログラムの種類ごとの定義項目が設定されます。

JP1/AJS3 - Definition Assistantで対応していない R/3ジョブの定義項目については，
「5.2 JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View定義項目との対応」を参照してください。

（b）エクスポート機能

●一括定義・単独定義機能
「他の R/3ジョブ定義情報」，「他のジョブステップ情報」にコマンド引数の形式で定義
情報を定義して，一括または単独エクスポートを実行すると，定義情報管理テンプ
レートに該当する定義項目が存在しない定義項目も定義できるようになります。
一括または単独エクスポートは，定義情報管理テンプレートで対応済みの定義項目と
「他の R/3ジョブ定義情報」，「他のジョブステップ情報」の定義情報をマージして実行
します。このため，対応済みの定義項目も「他の R/3ジョブ定義情報」や「他のジョ
ブステップ情報」に定義できますが，「他の R/3ジョブ定義情報」や「他のジョブス
テップ情報」には定義しないで，それぞれの定義項目列に定義してください。

●変更機能
「R/3ジョブ定義情報部」に定義された内容は変更できません。［F2］キーを押してセ
ルをマーキングすることもできません。このため，定義情報を変更する場合は，一括
定義または単独定義機能によってユニットを定義し直してください。

（3） エラーチェック機能

［CHECK］ボタン，または［F10］キーを押した場合，「R/3ジョブ定義情報部」に対し
ては次に示すエラーチェック機能が使用されます。
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2.　機能
表 2-3　「R/3ジョブ定義情報部」に対してのエラーチェック機能の対応

（凡例）
○：チェックの対象です。

注※
ジョブステップ配下の定義項目が対象になります。ほかの定義項目は，入力時に
チェックされます。また，次に示す内容はチェックされません。
• 指定値がリストボックスに登録されているかどうか（ただし，プログラム種別の
値はチェックされます）。

•「他のジョブステップ定義」の定義内容。

（4） 必須項目と排他項目について

「R/3ジョブ定義情報部」を使用する場合に必須になる項目と排他になる項目を次に示し
ます。

表 2-4　「R/3ジョブ定義情報部」の必須項目

チェック機能 対応

必須指定項目が指定されているか。 ○

入力制限に則して指定されているか。※ ○

指定されたプログラム種別に対して無効な定義項目が設定されていないか。 ○

排他になる項目が指定されていないか。 ○

プログラム種別の指定数がジョブステップの定義範囲内（1～ 99個）で指
定されているか。

○

プログラム種別の行数と異なる行数の項目がないか。 ○

定義項目 条件

ホスト名 「あて先」が未指定の場合

クライアント なし

ユーザ名 なし

パスワード，または拡張パスワード なし

ジョブ名 なし

ジョブステップ プログラム なし

対象ホスト プログラム種別：外部プログラム

オブジェクトタイプ プログラム種別：ABAPプログラム
保管モード：「A」または「PA」

文書タイプ 同上

情報 ID 同上
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2.　機能
表 2-5　「R/3ジョブ定義情報部」の排他項目

（5） 注意事項

「R/3ジョブ定義情報部」を使用する上での注意事項を次に示します。

• R/3ジョブを新規に作成した場合，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewと JP1/
AJS3 - Definition Assistantでは，ジョブのリリースと終了監視の初期値が異なりま
す。ジョブのリリースと終了監視の初期値を JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - 
Viewに合わせる場合は，「他の R/3ジョブ定義情報」にコマンドオプションの -rsと

-waitを指定してください。

•「他の R/3ジョブ定義情報」に，JP1/AJS3 - Definition Assistantですでに対応してい
るコマンドオプションや，同じコマンドオプションを 2回以上設定しないでください。

•「他のジョブステップ情報」のセル内の各行で，JP1/AJS3 - Definition Assistantです
でに対応しているコマンドオプションや，同じコマンドオプションを 2回以上設定し
ないでください。

•「他の R/3ジョブ定義情報」や「他のジョブステップ情報」に誤った定義情報を設定し
てエクスポートすると，接続先の JP1/AJSで定義情報が不正になることがあります。

• 接続先の JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for Enterprise 
Applicationsでサポートされていない定義項目を設定してエクスポートしないでくだ
さい。エクスポートした場合，R/3ジョブの定義情報に無効なオプションが設定され
ます。

• ジョブステップの追加や削除をする場合は，すべてのジョブステップの項目列でセル
内の行数を合わせてください。行数を合わせなかった場合，ジョブステップの定義情
報がずれてしまい，エクスポート時にエラーが発生したり，反映先に定義情報が正し
く反映されなかったりします。

• 接続先の JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for Enterprise 
Applicationsのバージョンが，JP1/AJS3 - Definition Assistantのバージョンより上
位の場合は，インポートの結果が不正になることがあります。

定義項目 排他項目 条件

ホスト名 あて先 なし

システム番号 あて先 なし

パスワード 拡張パスワード なし

ジョブステップ 保管モー
ド

オブジェクトタイプ
文書タイプ
情報 ID
情報テキスト

プログラム種別：ABAPプログラム
保管モード：「A」または「PA」以外

行 書式 プログラム種別：ABAPプログラム

列 書式 プログラム種別：ABAPプログラム
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2.　機能
2.8　ユーザー認証機能
JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，マネージャーホストに接続するためのユーザー
認証方法として次の二つがあります。

• ユーザー認証機能を使用しない
JP1/AJS3 - Definition Assistantを操作する OSユーザー名と同一の JP1ユーザー名
をあらかじめ作成しておき，マネージャーホストに接続します。

• ユーザー認証機能を使用する
JP1/AJS3 - Definition Assistantの操作時に JP1ユーザー名を指定して，マネー
ジャーホストに接続します。

ユーザー認証機能の使用有無による操作の概要を次の図に示します。

図 2-10　ユーザー認証機能を使用しない場合の操作の概要
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2.　機能
図 2-11　ユーザー認証機能を使用する場合の操作の概要

ユーザー認証機能の使用有無によるメリットとデメリットを次の表に示します。

表 2-6　ユーザー認証機能の使用有無によるメリットとデメリット

ユーザー認証機能を使用するかどうかは，環境設定パラメーター
「USERCHECKLEVEL」で指定できます。デフォルトでは，ユーザー認証機能を使用し
ません。環境設定パラメーターについては，「3.2.1 環境設定パラメーターの定義内容」
を参照してください。

ユーザー認証機能の使用有無 メリット デメリット

ユーザー認証機能を使用しな
い

• インポート・エクスポート操作
時に JP1ユーザー名の入力が不
要

• JP1/AJS3 - Definition 
Assistantを使用する OSユー
ザーごとに JP1ユーザーの作
成とマネージャーホストでの
ユーザーマッピングの定義が
必要（JP1ユーザーの管理数
が増加）

ユーザー認証機能を使用する • 既存の JP1ユーザー名を使用し
て操作できる（JP1ユーザーの
管理数を減らせる）

• インポート・エクスポート操作
ごとに JP1ユーザー名を入力す
るため，セキュリティが向上す
る

• インポート・エクスポート操
作ごとに JP1ユーザー名の入
力が必要（操作時の入力項目
が増加）
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2.　機能
なお，ユーザー認証機能を使用した場合，環境設定パラメーター
「AJS-SET-SERVERHOST」が有効になり，JP1/AJS3 - Viewと同じ認証方式にできま
す。また，ユーザー認証機能を使用する場合，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
から JP1/AJS3 - Definition Assistantを起動するときには，JP1ユーザーでインポート
できます。JP1/AJS3 - View 09-10以降から JP1/AJS3 - Definition Assistantを起動する
ときは，JP1/AJS3 - Viewにログインしている JP1ユーザー名を引き継いでインポート
することもできます。

ユーザー認証機能を使用する場合の，JP1/AJS3 - Viewから JP1/AJS3 - Definition 
Assistantを起動するときの動作を次の図に示します。

図 2-12　JP1/AJS3 - Viewから JP1/AJS3 - Definition Assistantを起動するときの動作

ユーザー認証機能を使用して，JP1/AJS3 - Viewにログインしている JP1ユーザー名を
引き継いでインポートするには，JP1/AJS3 - Viewで JP1/AJS3 - Definition Assistant
を起動するツールとして登録するときに，起動コマンドにユーザー名を指定する必要が
あります。登録の方法については，「3.1.6(2) JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
から定義情報管理テンプレートを開く場合」を参照してください。
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2.　機能
ユーザー認証機能を使用しない場合，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから
JP1/AJS3 - Definition Assistantを起動するときには，OSユーザー名でインポートしま
す。

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのバージョンとユーザー認証機能の使用有無
ごとの JP1/AJS3 - Definition Assistantの操作で使用する JP1ユーザーを次の表に示し
ます。

表 2-7　JP1/AJS3 - Definition Assistantの操作で使用する JP1ユーザー

JP1/AJS3 - Viewま
たは

JP1/AJS2 - Viewの
バージョン

［ツールの登録］
ダイアログボック
スの起動コマンド
にユーザー名の指

定

USERCHECKLEVEL
の値

JP1/AJS3 - Definition Assistantの
操作で使用する JP1ユーザー

09-10以降 指定あり 2 ［ユニット定義のインポート］ダ
イアログボックスで指定された
JP1ユーザー名

1 JP1/AJS3 - Viewにログインして
いる JP1ユーザー名

0または指定なし
（ユーザー認証機能を
使用しない）

ログイン OSユーザー名

指定なし 1または 2 ［ユニット定義のインポート］ダ
イアログボックスで指定された
JP1ユーザー名

0または指定なし
（ユーザー認証機能を
使用しない）

ログイン OSユーザー名

09-10より前 －（指定できな
い）

1または 2 ［ユニット定義のインポート］ダ
イアログボックスで指定された
JP1ユーザー名

0または指定なし
（ユーザー認証機能を
使用しない）

ログイン OSユーザー名
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3　 インストールとセットアッ
プ
この章では，JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール
とセットアップの手順について説明します。また，環境設定時
に指定する環境設定パラメーターについても説明します。

3.1　インストールとセットアップの流れ

3.2　環境設定パラメーター
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3.　インストールとセットアップ
3.1　インストールとセットアップの流れ
JP1/AJS3 - Definition Assistantのセットアップ手順を次の図に示します。

図 3-1　JP1/AJS3 - Definition Assistantのセットアップ手順

この節では，上記の図の流れに沿って，インストール・セットアップの手順を説明しま
す。

3.1.1　インストール
JP1/AJS3 - Definition Assistantを新規にインストールする手順を次に示します。

1. JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールするホストに，Administrators権限で
ログインする。

2. すべての定義情報管理テンプレートを閉じる。

3. JP1/AJS3 - Definition Assistantの媒体をセットする。
日立総合インストーラーの画面が表示されます。

4. 日立総合インストーラーの指示に従って必要な情報を入力し，インストールする。
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3.　インストールとセットアップ
インストール時に定義する情報※を次に示します。
• ユーザー情報
ユーザー名などを入力します。

• インストール先フォルダ
JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールするフォルダを指定します。

• プログラムフォルダ
プログラムメニュー名を指定します。

注※
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合は，［ユー
ザー情報］および［インストール先フォルダ］だけになります。

5. インストールが終了したら，ホストを再起動する。

これで，JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストールは終了です。

定義情報管理テンプレートの配布
複数台のホストで定義情報の入力・編集をしたい場合，1台のホストに JP1/AJS3 - 
Definition Assistantをインストールし，ほかのホストには定義情報管理テンプレー
トだけを配布できます。ただし，JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールし
ていないホストでは，次の機能を使えません。
• インポート
• エクスポート
• 入力規則やエラーチェック機能のカスタマイズ
• JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewの起動

そのため，定義情報管理テンプレートだけを配布したホストでは入力，編集だけを
行い，インポートやエクスポートは JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストー
ルしたホストで一括して行ってください。

3.1.2　ユーザー情報の設定
JP1/AJS3 - Definition Assistantでインポート，エクスポートをする場合は，事前に
ユーザー情報を設定しておく必要があります。ここでは，JP1/AJS3 - Definition 
Assistantでインポート，エクスポートをするために必要なユーザー情報の設定について
説明します。

なお，JP1/AJS3 - Definition Assistantは内部で JP1/AJSのコマンドを使用しています。
そのため，インポート，エクスポートをする場合に設定する内容は，マネージャーホス
トでコマンドを実行する場合と同じです。ただし，JP1/AJSで使用できる環境変数
「JP1_USERNAME」は有効になりません。

（1） ユーザー認証機能を使用しない場合

ここでは，次に示す運用をする場合の，JP1ユーザーのユーザー情報の設定方法につい
て説明します。
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3.　インストールとセットアップ
• JP1/AJS3 - Definition Assistantをデフォルトの設定で使用する場合
• 自動インポートを使用する場合
• 自動エクスポートを使用する場合

(1)の説明では，例として次に示すユーザー名およびホスト名を使用します。

表 3-1　説明中で使用するユーザー名およびホスト名

ユーザー情報の設定の概要を次の図に示します。

図 3-2　ユーザー情報設定の概要（ユーザー認証機能を使用しない場合）

ユーザー情報の設定は，認証サーバおよびマネージャーホストの JP1/Baseで行います。
ここでは，JP1/AJS3 - Definition Assistantを使う場合の設定内容の概略を説明します。
設定方法の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールしたホスト HostD

HostDで JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用する OSユーザー UserD

JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerをインストールしたホ
スト

HostM

HostMで実際にコマンドを実行する OSユーザー UserM

HostMが参照する認証サーバ HostA
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3.　インストールとセットアップ
（a）認証サーバでの設定

● JP1ユーザーの登録
JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールしたホストの OSユーザーと同じ名
称の JP1ユーザーを登録します。ここでは，UserDを JP1ユーザーとして登録しま
す。
なお，JP1ユーザー名には，英字は小文字しか使用できません。OSユーザー名に大
文字が使用されている場合は，JP1ユーザー名として同じ名称の小文字で登録されて
いれば，問題なく使用できます。

（例）
OSユーザー名：UserD
JP1ユーザー名：userd

● JP1権限レベルの設定
マネージャーホストの OSユーザー（UserM）がインポート，エクスポートの対象と
なるユニットの資源グループを操作できるように，適切な権限を与えます。
なお，マネージャーホストの OSユーザー（UserM）が OSの管理者権限
（Administratorsまたは root）を持っている場合は，権限レベルを設定しなくても，
ユニットを操作できます。

（b）マネージャーホストでの設定

●ユーザーマッピング
マネージャーホストに接続する JP1ユーザー（UserD）とマネージャーホストの OS
ユーザー（UserM）をマッピングします。
インポート，エクスポートのためのユーザーマッピングでは，JP1/AJS3 - Definition 
Assistantのホストから接続するためのユーザーマッピングとマネージャーホストで
コマンドを実行するためのユーザーマッピングが必要です。
JP1/AJS3 - Definition Assistantのホストから接続するためのユーザーマッピングと
して，接続元のサーバホストに HostD，JP1ユーザーに UserDを指定して，UserM
にマッピングします。
マネージャーホストでコマンドを実行するためのマッピングとして，サーバホストに
HostM，JP1ユーザーに UserDを指定して，UserMとマッピングします。

（2） ユーザー認証機能を使用する場合

ここでは，次に示す運用をする場合の，JP1ユーザーのユーザー情報の設定方法につい
て説明します。

• JP1/AJS3 - Viewと同じ JP1ユーザーの設定で JP1/AJS3 - Definition Assistantを使
用する場合

• JP1/AJS3 - Viewですでに使用している JP1ユーザーの設定を変更しないで，JP1/
AJS3 - Definition Assistantを使用する場合

(2)の説明では，例として次に示すユーザー名およびホスト名を使用します。
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3.　インストールとセットアップ
表 3-2　説明中で使用するユーザー名およびホスト名

ユーザー情報の設定の概要を次の図に示します。

図 3-3　ユーザー情報設定の概要（ユーザー認証機能を使用する場合）

認証サーバで，すでに JP1ユーザー（jp1a）が登録されていて，マネージャーホストで
JP1ユーザー（jp1a）のユーザーマッピングの設定（jp1a:HostM:UserM）が済んでいる
場合，ユーザー情報の設定は不要です。

なお，JP1/AJS3 - Definition Assistantをバージョンアップする場合に，バージョン
アップ前に JP1/AJS3 - Definition Assistantで使用していた JP1ユーザーのユーザー情
報の設定を変更しないで使用するときは，環境設定パラメーター
「AJS-SET-SERVERHOST」に「N」を設定してください。

環境設定パラメーター「AJS-SET-SERVERHOST」を設定する場合のユーザーマッピン
グの設定方法を次の表に示します。

JP1/AJS3 - Definition Assistant，および JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewをインストールしたホスト

HostD

JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerにアクセスする JP1
ユーザー

jp1a

JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerをインストールしたホ
スト

HostM

HostMで実際にコマンドを実行する OSユーザー UserM
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3.　インストールとセットアップ
表 3-3　環境設定パラメーター「AJS-SET-SERVERHOST」を設定する場合のユーザー
マッピングの設定方法

環境設定パラメーター「AJS-SET-SERVERHOST」の詳細については，「3.2.1 環境設定
パラメーターの定義内容」を参照してください。

3.1.3　Excelのセキュリティレベルの確認
JP1/AJS3 - Definition Assistantの機能は，Excelのマクロを使っています。使用する
Excelのバージョンに応じて，Excelに設定されているセキュリティレベルを確認してく
ださい。

（1） Excel 2002，または Excel 2003の場合

Excel 2002（Office XP），または Excel 2003（Office 2003）で使用する場合，Excelの
セキュリティレベルが「高」に設定されていると，定義情報管理テンプレートの一部の
機能を使用できません。

セキュリティレベル「中」を設定している場合，定義情報管理テンプレートを開くと，
警告ダイアログボックスが表示されます。その際，［マクロを有効にする］を選択してく
ださい。

（2） Excel 2007の場合

Excel 2007（Office 2007）で使用する場合は，次に示す (a)または (b)の方法で Excelの
マクロを有効にしてください。

（a）［セキュリティセンター］－［マクロの設定］で設定する

Excel 2007では，デフォルトで［セキュリティセンター］－［マクロの設定］に「警告
を表示してすべてのマクロを無効にする」が設定されています。この状態で定義情報管
理テンプレートを開くと，メッセージバーに「セキュリティの警告 マクロが無効にされ
ました」というメッセージが表示されます。その際，［オプション］ボタンをクリックし
て［Microsoft Office セキュリティ オプション］ダイアログボックスを表示させ，「この
コンテンツを有効にする」を選択してください。この操作を行わない場合は「不明なコ
ンテンツから保護する（推奨）」が設定されている状態となり，定義情報管理テンプレー
トの一部の機能を使用できません。

項番 AJS-SET-SERVERHO
STの値

プログラム 必要なユーザーマッピング

1 Y JP1/AJS3 - Definition Assistant jp1a:HostM:UserM

2 JP1/AJS3 - View jp1a:HostM:UserM

3 N JP1/AJS3 - Definition Assistant jp1a:HostD:UserM

4 jp1a:HostM:UserM

5 JP1/AJS3 - View jp1a:HostM:UserM
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補足事項
［セキュリティセンター］－［マクロの設定］で「すべてのマクロを有効にする（推
奨しません。危険なコードが実行される可能性があります）」を設定することでも定
義情報管理テンプレートのすべての機能を使用できるようになります。ただし，こ
の方法は定義情報管理テンプレート以外の Excelファイルに対してもマクロが有効
になるため注意してください。
また，「警告を表示せずにすべてのマクロを無効にする」または「デジタル署名され
たマクロを除き，すべてのマクロを無効にする」を設定した場合は，定義情報管理
テンプレートの一部の機能を使用できません。

（b）［セキュリティセンター］－［信頼できる場所］で設定する

次に示す手順で，インポートまたはエクスポート操作時に使用する定義情報管理テンプ
レートのファイル格納フォルダを，［セキュリティセンター］－［信頼できる場所］に追
加してから使用してください。

1. Excelを起動する。

2. 画面左上の［Microsoft Office］ボタンをクリックし，［Excelのオプション］ボタンを
クリックする。
［Excelのオプション］ダイアログボックスが表示されます。

3. 左側の領域で［セキュリティセンター］を選択し，右側の領域で［セキュリティ セン
ターの設定］ボタンをクリックする。
［セキュリティセンター］ダイアログボックスが表示されます。

4. 左側の領域で［信頼できる場所］を選択し，右側の領域で［新しい場所の追加］ボタ
ンをクリックする。
［Microsoft Officeの信頼できる場所］ダイアログボックスが表示されます。

5.［パス］に，インポートまたはエクスポート用の定義情報管理テンプレートのファイ
ル格納フォルダのパスを入力する。または［参照］ボタンをクリックして，インポー
トまたはエクスポート用の定義情報管理テンプレートのファイル格納フォルダを指定
する。

6.［この場所のサブフォルダも信頼する］をチェックし，［OK］ボタンをクリックする。

7.［セキュリティセンター］ダイアログボックス右側の領域の［信頼できる場所］で，
手順 5で指定したフォルダのパスが追加されていることを確認する。

インポートまたはエクスポート用の定義情報管理テンプレートのファイル格納フォルダ
が複数ある場合は，手順 4～手順 6を繰り返し行ってください。

（3） Excel 2010の場合

Excel 2010（Office 2010）で使用する場合は，次に示す (a)または (b)の方法で Excelの
マクロを有効にしてください。
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（a）［コンテンツの有効化］で設定する

Excel 2010では，デフォルトで［セキュリティセンター］－［マクロの設定］に「警告
を表示してすべてのマクロを無効にする」が設定されています。この状態で定義情報管
理テンプレートを開くと，メッセージバーに「セキュリティの警告 マクロが無効にされ
ました」というメッセージが表示されます。その際，［コンテンツの有効化］ボタンをク
リックしてください。

補足事項
［セキュリティセンター］－［マクロの設定］で「すべてのマクロを有効にする（推
奨しません。危険なコードが実行される可能性があります）」を設定することでも定
義情報管理テンプレートのすべての機能を使用できるようになります。ただし，こ
の方法は定義情報管理テンプレート以外の Excelファイルに対してもマクロが有効
になるため注意してください。
また，「警告を表示せずにすべてのマクロを無効にする」または「デジタル署名され
たマクロを除き，すべてのマクロを無効にする」を設定した場合は，定義情報管理
テンプレートの一部の機能を使用できません。

（b）［セキュリティセンター］－［信頼できる場所］で設定する

次に示す手順で，インポートまたはエクスポート操作時に使用する定義情報管理テンプ
レートのファイル格納フォルダを，［セキュリティセンター］－［信頼できる場所］に追
加してから使用してください。

1. Excelを起動する。

2.［ファイル］タブを選択し，［オプション］をクリックする。
［Excelのオプション］ダイアログボックスが表示されます。

3. 左側の領域で［セキュリティセンター］を選択し，右側の領域で［セキュリティ セン
ターの設定］ボタンをクリックする。
［セキュリティセンター］ダイアログボックスが表示されます。

4. 左側の領域で［信頼できる場所］を選択し，右側の領域で［新しい場所の追加］ボタ
ンをクリックする。
［Microsoft Officeの信頼できる場所］ダイアログボックスが表示されます。

5.［パス］に，インポートまたはエクスポート用の定義情報管理テンプレートのファイ
ル格納フォルダのパスを入力する。または［参照］ボタンをクリックし，インポート
またはエクスポート用の定義情報管理テンプレートのファイル格納フォルダを指定す
る。

6.［この場所のサブフォルダも信頼する］をチェックし，［OK］ボタンをクリックする。

7.［セキュリティセンター］ダイアログボックスの右側の領域の［信頼できる場所］で，
手順 5で指定したフォルダのパスが追加されていることを確認する。
インポートまたはエクスポート用の定義情報管理テンプレートのファイル格納フォル
ダが複数ある場合は，手順 4～手順 6を繰り返し行ってください。
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3.1.4　環境設定
ここでは，JP1/AJS3 - Definition Assistantの環境設定について説明します。JP1/AJS3 
- Definition Assistantの環境設定は，下記の環境設定ファイルをエディターで編集して
行います。

 
JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ¥conf¥ajs2da.conf
 

環境設定ファイルには，環境設定パラメーターを「環境設定パラメーター =設定値」の
形式で指定します。また，コメントを記入する場合は，行の先頭に「#」を記述します。

定義情報管理テンプレートを開いているときに環境設定ファイルを変更した場合は，次
に定義情報管理テンプレートを開いたときに変更が有効になります。

環境設定ファイルで設定できる主な項目を次に示します。

実行環境全般に関する設定
接続するマネージャーホスト名，スケジューラーサービス名など

インポート・エクスポートに関する設定
インポート・エクスポートするユニット名，自動実行など

定義情報管理テンプレートのカスタマイズに関する設定
ボタンや定義情報の表示・非表示の切り替え，定義項目の入力制限の設定など

設定する環境設定パラメーターの詳細については，「3.2 環境設定パラメーター」を参照
してください。

3.1.5　接続先 JP1/AJSのサービスの確認
JP1/AJS3 - Definition Assistantでインポート，エクスポートをする場合は，次に示す
サービスが起動されていることを確認してください。

JP1/AJS3 - Managerの場合
接続先の JP1/AJS3 - Managerの JP1/AJS3サービス

JP1/AJS2 - Managerの場合
接続先の JP1/AJS2 - Managerの JP1/AJS2サービスおよび JP1/AJS2 Monitor
サービス

3.1.6　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View起動のための
セットアップ

定義情報管理テンプレートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動したり，
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開いたりす
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る場合に必要となるセットアップについて説明します。

（1） 定義情報管理テンプレートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
を起動する場合

定義情報管理テンプレートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動する場
合，特別なセットアップは不要です。ただし，［ログイン］画面を表示させないで自動的
にログインしたい場合は，次に示すセットアップが必要です。

1. JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのログイン情報ファイルを作成する。
ログイン情報ファイルには，ログインするユーザーのユーザー名およびパスワードを
次の形式で指定します。
 
username=ユーザー名
password=パスワード

ログイン情報ファイルは，下記のフォルダに格納します。
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのインストール先フォルダ ¥conf

 

ログイン情報ファイルに接続先ホスト名の指定は不要です。ログイン情報ファイルの
名称や記述に関する規則については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 
System 3 コマンドリファレンス 1」，またはマニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 コマンドリファレンス」の ajsコマンドの項で，-aオプ

ションに関する説明を参照してください。

2. ログイン情報ファイル名を環境設定ファイルに指定する。
環境設定ファイルのパラメーター「VIEW-LOGINFILE」にログイン情報ファイル名
を指定してください。

（2） JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレート
を開く場合

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開きたい場
合は，次のセットアップが必要です。

● JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewの［オプション］－［ツールの設定］メ
ニューで，JP1/AJS3 - Definition Assistantをツールとして登録する。
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから起動するツールを登録する手順の詳細
については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド」，
またはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド」の［ツー
ルの登録］ダイアログボックスの説明を参照してください。
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開く場合，
ユーザー認証機能を使用するときと使用しないときで，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewの前提バージョンが次のようになります。
• ユーザー認証機能を使用しないとき
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JP1/AJS3 - View 09-00以降または JP1/AJS2 - View 08-00以降
• ユーザー認証機能を使用するとき

JP1/AJS3 - View 09-10以降

ツールを登録する際の定義内容を次に示します。

登録名
50バイトまでの任意の名称

起動コマンド（ユーザー認証機能を使用しないとき）
wscript△ (JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ
)¥bin¥ajsdastart.vbs△ (HOST_NAME)△ (SERVICE_NAME)△

(UNIT_NAME)△ (CHAR_CODE)

（凡例）△：半角スペース

起動コマンド（ユーザー認証機能を使用するとき）
wscript△ (JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ
)¥bin¥ajsdastart.vbs△ (HOST_NAME)△ (SERVICE_NAME)△

(UNIT_NAME)△ (CHAR_CODE)△ (USER_NAME)

（凡例）△：半角スペース

3.1.7　資料採取ツールのセットアップ
（1） セットアップ手順

トラブルが発生したときにログ情報を採取するための資料採取ツールをセットアップし
ます。JP1/AJS3 - Definition Assistantは，資料採取ツールのサンプルバッチファイル
を提供しています。資料採取ツールのサンプルバッチファイルは，JP1/AJS3 - 
Definition Assistantをインストールしたあと，別のフォルダにコピーして使用してくだ
さい。

資料採取ツールのセットアップ手順を次に示します。

1.［エクスプローラ］などを使って，次に示すサンプルバッチファイルを任意のフォル
ダにコピーする。
 
JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ¥tools¥_04.bat
 

2. コピーしたバッチファイルを編集して，ユーザー固有のファイル名で保存する。
バッチファイルの編集には，エディターを使用してください。
バッチファイルに記述されている標準値を次に示します。この標準値と異なる場合
は，バッチファイルの記述を変更してください。

• @set LOG_DIR_DRWTSN=%ALLUSERSPROFILE%¥Documents¥DrWatson※

ワトソン博士のログファイルパスを指定します。
• @set DIR_BACKLOG=%TEMP%¥jp1ajs2¥backlog

ツールで採取した情報の退避先を指定します。
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注※
Windows VistaおよびWindows Server 2008の場合は取得できません。

 

なお，トラブルが発生した場合にメモリーダンプまたはクラッシュダンプ（トラブル時
のデバッグ情報を書き出したファイル）が必要となることがあります。

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合は，トラブル発生時にこ
れらのダンプを採取するとき，メモリーダンプまたはクラッシュダンプが出力されるよ
うに，あらかじめ次の設定をしてください。

メモリーダンプの出力設定
1. Windowsの［コントロールパネル］で［システム］をダブルクリックする。
2.［詳細設定］タブの［起動と回復］の［設定］ボタンをクリックする。
3.［デバッグ情報の書き込み］で，［完全メモリ ダンプ］を選択し，［ダンプ ファイ
ル］に出力先のファイルを指定する。

！！！！ 注意事項
 

メモリーダンプのサイズは，実メモリーのサイズによって異なります。搭載している物理メ
モリーが大きいと，メモリーダンプのサイズも大きくなります。メモリーダンプを採取でき
るだけのディスク領域を確保してください。詳細については，Windowsのヘルプの「STOP
エラー」の項目を参照してください。

クラッシュダンプの出力設定
1. Windowsの［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］を選択す
る。
［ファイル名を指定して実行］ダイアログボックスが表示されます。

2.［名前］に「drwtsn32」と入力し，［OK］ボタンをクリックする。
［ワトソン博士］ダイアログボックスが表示されます。

3.［クラッシュ ダンプ］に出力先のファイルを指定する。
4.［オプション］の［クラッシュダンプファイルの作成］をチェックする。
5.［OK］ボタンをクリックする。

！！！！ 注意事項
 

クラッシュダンプに出力される情報には，JP1だけでなくほかのアプリケーションプログラ
ムのトラブル情報も出力されます。また，クラッシュダンプが出力されると，その分ディス
ク容量が圧迫されます。クラッシュダンプが出力されるように設定する場合は，十分なディ
スク領域を確保しておいてください。

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7上で資料を採取する場合の注
意事項

Windows VistaおよびWindows Server 2008では，ワトソンログを取得できませ
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ん。また，クラッシュダンプやメモリーダンプを自動取得できないため，これに相
当する情報については，別途採取する必要があります。採取方法については，
「6.3(4) ユーザーダンプを採取する（Windows Vista，Windows Server 2008，およ
びWindows 7の場合）」および「6.3(5) 問題レポートを採取する（Windows Vista，
Windows Server 2008，およびWindows 7限定）」を参照してください。

64ビット版のWindows上で資料を採取する場合の注意事項
64ビット版のWindowsを使用し，Windows on Windows 64環境下で JP1/AJSの
資料採取ツールで資料採取する場合は，サンプルバッチファイルを修正する必要が
あります。次の手順で修正してください。
1. サンプルバッチファイルを任意のフォルダにコピーする。
2. テキストエディターを使用して，コピーしたバッチファイルを次のように編集
し，任意のファイル名で保存する。
●修正前
@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1BASE¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2V¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2V

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2C¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2C

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2CM¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2WOA¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2WOA

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2DA¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2DA

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥
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JP1AJS2CFM¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2CFM

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥

JP1AJS2RP¥PathName

@set REG_NAME=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥JP1

@set REG_NAME_BASE=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1BASE

@set REG_NAME_MANAGER=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2

@set REG_NAME_VIEW=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2V

@set REG_NAME_CLIENT=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2C

@set 

REG_NAME_AJS2CONSOLE=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2CM

@set REG_NAME_WOA=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2WOA

@set REG_NAME_DA=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2DA

@set REG_NAME_CFM=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2CFM

@set REG_NAME_REPLI=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Hitachi¥

JP1AJS2RP

●修正後
@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1BASE¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2V¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2V

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2C¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2C
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@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2CM¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2WOA¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2WOA

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2DA¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2DA

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2CFM¥PathName

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2CFM

@regedit /e "%reg_temp%" HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥HITACHI¥JP1AJS2RP¥PathName

@set REG_NAME=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥Wow6432Node¥

Hitachi¥JP1

@set REG_NAME_BASE=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1BASE

@set REG_NAME_MANAGER=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2

@set REG_NAME_VIEW=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2V

@set REG_NAME_CLIENT=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2C

@set REG_NAME_AJS2CONSOLE=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2CM

@set REG_NAME_WOA=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2WOA

@set REG_NAME_DA=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2DA

@set REG_NAME_CFM=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2CFM

@set REG_NAME_REPLI=HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥

Wow6432Node¥Hitachi¥JP1AJS2RP
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（2） 資料採取ツールの注意事項

● JP1/AJS3 - Definition Assistant 09-00以降，または JP1/AJS2 - Definition Assistant 
07-10以降の資料採取ツールと JP1/AJS2 - Definition Assistant 07-10より前のバー
ジョンの資料採取ツールでは，次の表に示す相違があります。

表 3-4　資料採取ツールの相違点

 

● JP1/AJS2 - Definition Assistant 07-10より前のバージョンの資料採取ツールをカスタ
マイズして，既存の情報以外の情報を取得していた場合，JP1/AJS2 - Definition 
Assistant 07-10より前のバージョンから JP1/AJS3 - Definition Assistant 09-00以降
にバージョンアップしても JP1/AJS3 - Definition Assistant 09-00以降の資料採取
ツールには反映されません。

3.1.8　アンインストール
ここでは，JP1/AJS3 - Definition Assistantのアンインストールについて説明します。

なお，JP1/AJS3 - Definition Assistantをアンインストールすると環境設定ファイルも
削除されるため，必要に応じてバックアップしてください。

（1） Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合の手順を次に示します。

1. JP1/AJS3 - Definition Assistantがインストールされているホストに，Administrators
権限でログインする。

2. 定義情報管理テンプレートが開いている場合は閉じる。

3. Windowsの［コントロールパネル］で［アプリケーションの追加と削除］を選択す
る。
アンインストールするプログラムを選択するダイアログボックスが表示されます。

4. JP1/Automatic Job Management System 3 - Definition Assistantを選択し，［追加と削
除］ボタンをクリックする。

機能 JP1/AJS3 - Definition Assistant 
09-00以降，または JP1/AJS2 
- Definition Assistant 07-10以

降

JP1/AJS2 - Definition 
Assistant 07-10より前の

バージョン

次の資料の採取
• Windowsレジストリ情報
• マシン構成情報
• サービス起動されている PP一覧

採取する。 採取しない。

初期調査ファイルの分離 初期調査ファイルを専用ディ
レクトリに保存する。

初期調査に必要なファイル
が分散して出力される。
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プログラムの削除を確認するダイアログボックスが表示されます。

5.［OK］ボタンをクリックする。
選択したプログラムがアンインストールされます。

6. 必要に応じて，JP1/AJS3 - Definition Assistantで作成したユーザーファイルと，JP1/
AJS3 - Definition Assistantのインストールフォルダを削除する。

（2） Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合の手順を次に示しま
す。

1. JP1/AJS3 - Definition Assistantがインストールされているホストに，Administrators
権限でログインする。

2. 定義情報管理テンプレートが開いている場合は閉じる。

3. Windowsの［コントロールパネル］で［プログラム］－［プログラムと機能］を選択
する。
プログラムの一覧が表示されます。

4. プログラムの一覧から JP1/Automatic Job Management System 3 - Definition Assistant
を選択し，［アンインストール］をクリックする。
［プログラムと機能］ダイアログボックスが表示されます。

5.［はい］ボタンをクリックする。
［ユーザーアカウント制御］ダイアログボックスが表示されます。

6.［許可］を選択する。
JP1/AJS3 - Definition Assistantがアンインストールされます。

7. 必要に応じて，JP1/AJS3 - Definition Assistantで作成したユーザーファイルと，JP1/
AJS3 - Definition Assistantのインストールフォルダを削除する。
68



3.　インストールとセットアップ
3.2　環境設定パラメーター
ここでは，環境設定ファイル（ajs2da.conf）に指定できる環境設定パラメーターにつ

いて説明します。

3.2.1　環境設定パラメーターの定義内容
環境設定パラメーターの一覧を次の表に示します。

表 3-5　環境設定パラメーター一覧

分類 定義内容 環境設定パラメーター

実行環境全般に関する設定 ユーザー認証レベル USERCHECKLEVEL

JP1ユーザー名 AJS-USERNAME

ユーザーマッピングのときに使用
するサーバホスト

AJS-SET-SERVERHOST

接続するマネージャーホスト名 MANAGER-HOST

スケジューラーサービス名 AJS2-SERVICE

実行結果ファイル格納フォルダ名 BACKUP-FOLDER

インポート用一時ファイル格納
フォルダ名

TMP-INPUT-FOLDER

エクスポート用一時ファイル格納
フォルダ名

TMP-OUTPUT-FOLDER

エラー情報ファイル格納フォルダ
名

TMP-ERRLOG-FOLDER

制限値に関する設定 インポートできるユニット数の上
限値

MAX-IMPORT-UNIT

エクスポートできるユニット数の
上限値

MAX-EXPORT-UNIT

実行結果ファイル数の上限値 MAX-BACKUP-FILENUM

エラー情報ファイル数の上限値 MAX-ERRLOG-FILENUM

インポート機能に関する設
定

インポートユニット完全名 IMPORT-UNIT-NAME

インポートの自動実行 AUTO-IMPORT

エクスポート機能に関する
設定

エクスポート先ユニット完全名 EXPORT-UNIT-NAME

エクスポートの自動実行 AUTO-EXPORT

エラーチェック機能に関す
る設定

チェック対象とする必須指定項目 CHECK-ITEM

JP1/AJS3 - Viewまたは
JP1/AJS2 - View起動機能
に関する設定

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewのログイン情報ファ
イル名

VIEW-LOGINFILE
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表示カスタマイズに関する
設定

実行状況の出力 SCREEN-UPDATE

非表示にする操作ボタン BUTTON-HIDDEN

自動処理の正常ダイアログボック
スの出力抑止

AUTO-DIALOG-HIDDEN

定義項目列の非表示設定 COLUMN-HIDDEN

共通定義情報部の表示 TYPE-COMMON-DEF

共通属性情報部の表示 TYPE-COMMON-ATR

マネージャーユニット定義情報部
の表示

TYPE-MANAGER-UNIT

ジョブグループ定義情報部の表示 TYPE-JOBGROUP

カレンダー定義情報部の表示 TYPE-CALENDAR

ジョブネット定義情報部の表示 TYPE-JOBNET

ジョブネットコネクタ定義情報部
の表示

TYPE-NETCONNECT

起動条件定義情報部の表示 TYPE-CONDITION

スケジュール定義情報部の表示 TYPE-SCHEDULE

標準ジョブ定義情報部の表示 TYPE-STANDARD-JOB

イベントジョブ定義情報部の表示 TYPE-EVENT-JOB

アクションジョブ定義情報部の表
示

TYPE-ACTION-JOB

ジョブ共通属性情報部の表示 TYPE-JOB-COMMON

待ち合わせ条件定義情報部の表示 TYPE-PREWAITCONDITION

ツールユニット定義情報部の表示 TYPE-TOOL-UNIT

その他の定義情報部の表示 TYPE-OTHERS

カスタムジョブ定義情報部の表示 CUSTOM-JOB

最終更新日時情報部の表示 TYPE-LASTUPDATE

実行後のメッセージセル表示 CURSOR-MOVE-MSGCELL

入力制限に関する設定 実行ホスト名の入力候補 SELECT-EXECHOST

所有者の入力候補 SELECT-OWNER

JP1資源グループ名の入力候補 SELECT-JP1GROUP

実行ユーザー名の入力候補 SELECT-EXECUSER

ジョブグループ名の入力候補 SELECT-JOBNETCALENDAR

環境変数ファイル名の入力候補 SELECT-ENVFILE

実行優先順位の入力候補 SELECT-NICE

ユニット名長の上限値 LIMIT-UNITNAME

コメント長の上限値 LIMIT-COMMENT

分類 定義内容 環境設定パラメーター
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（1） 実行環境全般に関する設定

USERCHECKLEVEL=ユーザー認証レベル
JP1ユーザー名とパスワードのユーザー認証レベルを 10進数で指定します。
指定できる値は 0～ 2です。

0
［ユニット定義のインポート］ダイアログボックスおよび［ユニット定義のエク
スポート］ダイアログボックスにユーザー認証用の入力項目（ユーザー名とパ
スワード）を表示しません。

1
［ユニット定義のインポート］ダイアログボックスおよび［ユニット定義のエク
スポート］ダイアログボックスにユーザー認証用の入力項目（ユーザー名とパ
スワード）を表示します。
JP1/AJS3 - Viewから定義情報管理テンプレートを起動したときには，JP1/
AJS3 - Viewの JP1ユーザーを引き継いで定義情報管理テンプレートが起動さ
れます。

2
［ユニット定義のインポート］ダイアログボックスおよび［ユニット定義のエク
スポート］ダイアログボックスにユーザー認証用の入力項目（ユーザー名とパ
スワード）を表示します。
JP1/AJS3 - Viewから定義情報管理テンプレートを起動したときには，必ず
［ユニット定義のインポート］ダイアログボックスが表示され，JP1ユーザー名
とパスワードを入力する必要があります。

デフォルトは「0」です。
なお，定義情報管理テンプレートの自動インポートまたは自動エクスポート時は，
このパラメーターの値は無効になります。

保存世代数の上限値 LIMIT-SAVEGEN

異常終了しきい値の上限値 LIMIT-ABCODE

警告終了しきい値の上限値 LIMIT-WACODE

ツールユニット定義情報部の引き
継ぎ情報の使用方法

USESET-PASSINGINFO

言語種別に関する設定 接続先 JP1/AJS3 - Managerまた
は JP1/AJS2 - Managerの文字
コード

MANAGER-CHARCODE

コマンドのリモート実行に
関する設定

コマンドのリモート実行時のリト
ライ間隔

RETRYINTERVAL

コマンドのリモート実行時のリト
ライ回数

RETRYCOUNT

分類 定義内容 環境設定パラメーター
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AJS-USERNAME=JP1ユーザー名
定義情報のインポート，エクスポートを実行する JP1ユーザー名を 31バイト以内
で指定します。
USERCHECKLEVEL=0以外を指定して，このパラメーターを指定した場合，この
パラメーターに指定した JP1ユーザー名が［ユニット定義のインポート］ダイアロ
グボックスおよび［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスの［ユー
ザー名］に表示されます。ただし，JP1/AJS3 - Viewから定義情報管理テンプレート
を起動したときには，このパラメーターに指定した JP1ユーザー名ではなく，JP1/
AJS3 - Viewから引き継いだ JP1ユーザー名が表示されます。
このパラメーターを省略した場合，［ユニット定義のインポート］ダイアログボック
スおよび［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスの［ユーザー名］は
空白で表示されます。

AJS-SET-SERVERHOST={Y|N}
ユーザーマッピングのときに使用するサーバホスト名をマネージャーホスト名にす
るかどうかを指定します。

Y
サーバホスト名にマネージャーホスト名を使用します。JP1/AJS3 - Viewと同
じ認証方式にする場合に指定してください。

N
サーバホスト名に自ホスト名（JP1/AJS3 - Definition Assistantがインストール
されているホスト名）を使用します。

デフォルトは「Y」です。
このパラメーターは USERCHECKLEVEL=0以外を指定した場合だけ有効になり
ます。

MANAGER-HOST=マネージャーホスト名
接続するマネージャーホストの名称を 255バイト以内で指定します。IPアドレスで
も指定できます。ここに指定するホスト名は，hostsファイルにも記述を追加して

ください。
デフォルトでは，マネージャーホスト名は指定されていません。

AJS2-SERVICE=スケジューラーサービス名
インポート，エクスポートの対象となるユニットがある JP1/AJS3 - Managerまた
は JP1/AJS2 - Managerのスケジューラーサービス名を 30バイト以内で指定しま
す。
デフォルトは「AJSROOT1」です。

BACKUP-FOLDER=実行結果ファイル格納フォルダ名
定義情報のインポート，またはエクスポートの実行結果ファイルを保存するフォル
ダ名を 184バイト以内で指定します。
デフォルトは次のとおりです。
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Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
インストール先フォルダ ¥backup

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合
%ALLUSERSPROFILE%¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥backup

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」

です。
デフォルト以外のフォルダを指定する場合は，そのフォルダを作成しておく必要が
あります。

TMP-INPUT-FOLDER=インポート用一時ファイル格納フォルダ名
インポート実行時の一時ファイルを格納するフォルダ名を 223バイト以内で指定し
ます。この一時ファイルは，定義情報のインポート実行時にマネージャーホストか
ら抽出された定義情報を格納したテキストファイルで，表示情報を編集するために
使用されます。
デフォルトは次のとおりです。

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
インストール先フォルダ ¥tmp¥input

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合
%ALLUSERSPROFILE%¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp¥inp

ut

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」

です。
デフォルト以外のフォルダを指定する場合は，そのフォルダを作成しておく必要が
あります。

TMP-OUTPUT-FOLDER=エクスポート用一時ファイル格納フォルダ名
エクスポート実行時の一時ファイルを格納するフォルダ名を 223バイト以内で指定
します。このフォルダには，定義情報のエクスポートを実行したときに作成される
ユニット定義ファイルなどが格納されます。
デフォルトは次のとおりです。

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
インストール先フォルダ ¥tmp¥output

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合
%ALLUSERSPROFILE%¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp¥out

put

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」

です。
デフォルト以外のフォルダを指定する場合は，そのフォルダを作成しておく必要が
あります。

TMP-ERRLOG-FOLDER=エラー情報ファイル格納フォルダ名
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エラー情報ファイルを格納するフォルダ名を 220バイト以内で指定します。
デフォルトは次のとおりです。

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
インストール先フォルダ ¥tmp¥errlog

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合
%ALLUSERSPROFILE%¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp¥err

log

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」

です。
デフォルト以外のフォルダを指定する場合は，そのフォルダを作成しておく必要が
あります。

（2） 制限値に関する設定

MAX-IMPORT-UNIT=インポートできるユニット数の上限値
定義情報のインポート実行時に定義情報管理テンプレート上に表示するユニット数
（行数）の上限値を 10進数で指定します。
指定できる値は，1～ 65,000です。
デフォルトは「5,000」です。

MAX-EXPORT-UNIT=エクスポートできるユニット数の上限値
定義情報のエクスポート実行時に同時に操作するユニット数（行数）の上限値を 10
進数で指定します。
指定できる値は，1～ 65,000です。
デフォルトは「5,000」です。

MAX-BACKUP-FILENUM=実行結果ファイル数の上限値
パラメーター「BACKUP-FOLDER」に指定した実行結果ファイル格納フォルダに
格納する実行結果ファイル数の上限値を 10進数で指定します。
指定できる値は，1～ 1,000です。
デフォルトは「100」です。
実行結果ファイル数が上限値に達した状態では，インポート，およびエクスポート
の操作ができません。この場合は，実行結果ファイルを別のフォルダに移動するか，
削除してください。

MAX-ERRLOG-FILENUM=エラー情報ファイル数の上限値
パラメーター「TMP-ERRLOG-FOLDER」に指定したエラー情報ファイル格納フォ
ルダに格納するエラー情報ファイル数の上限値を 10進数で指定します。
指定できる値は，1～ 1,000です。
デフォルトは，「100」です。
エラー情報ファイル数が上限値に達している場合，フォルダ内にあるエラー情報
ファイルの中で最も古いものを削除してから，エラー情報ファイルを保存します。
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すでに存在するエラー情報ファイルの数よりも小さい値を指定した場合，上限値を
超えた分のエラー情報ファイルは削除されません。この値を指定する場合は，すで
に存在するエラー情報ファイルの数よりも大きい値を指定するか，またはエラー情
報ファイルを削除してください。

（3） インポート機能に関する設定

IMPORT-UNIT-NAME={N|インポートユニット完全名 }
定義情報をインポートする場合のインポート対象ユニット完全名を 930バイト以内
で指定します。最下層のユニット名には，ワイルドカード（「*」や「?」）を使えま
す。上位ユニット完全名にはワイルドカード（「*」や「?」）は使用できません。こ
のパラメーターを指定しておくと，［IMPORT］ボタンをクリックしたときにダイア
ログボックスにユニット名を入力する必要がないため，毎回同じユニット名を指定
する場合に便利です。
インポートユニット完全名を指定しない場合は，「N」を指定します。
デフォルトは「N」です。

AUTO-IMPORT={Y|N}
定義情報のインポートを自動的に実行するかどうかを指定します。

Y
定義情報管理テンプレート（マスターファイル）の起動と同時に自動的に定義
情報をインポートします。「Y」を指定する場合は，インポート対象ユニットの
完全名をパラメーター「IMPORT-UNIT-NAME」に指定する必要があります。
インポートユニット完全名を指定していない場合は自動実行されません。
このパラメーターは，AUTO-EXPORT=Yと同時には指定できません。

N
定義情報管理テンプレートを起動したときに定義情報を自動インポートしませ
ん。

デフォルトは「N」です。
このパラメーターに「Y」が指定されている場合に JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開いたときは，自動インポートが行わ
れ，自動インポートの終了後，定義情報管理テンプレートが閉じられます。

（4） エクスポート機能に関する設定

EXPORT-UNIT-NAME={N|エクスポート先ユニット完全名 }
定義情報をエクスポート（一括定義）する場合のエクスポート先ユニット完全名を
930バイト以内で指定します。ワイルドカード（「*」や「?」）は使用できません。
このパラメーターを指定しておくと，［EXPORT］ボタンをクリックしたときにダイ
アログボックスにエクスポート先ユニット名を入力する必要がないため，毎回同じ
ユニット名を指定する場合に便利です。
エクスポート先ユニット完全名を指定しない場合は，「N」を指定します。
デフォルトは「N」です。
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AUTO-EXPORT={Y|N}
定義情報のエクスポートを自動的に実行するかどうかを指定します。

Y
定義情報管理テンプレートの起動と同時に自動的に定義情報をエクスポートし
ます。「Y」を指定する場合は，エクスポート先ユニットの完全名をパラメー
ター「EXPORT-UNIT-NAME」に指定する必要があります。エクスポート先ユ
ニット完全名を指定していない場合は自動実行されません。
このパラメーターは，AUTO-IMPORT=Yと同時には指定できません。

N
定義情報管理テンプレートの起動時に定義情報を自動エクスポートしません。

デフォルトは「N」です。
なお，このパラメーターに「Y」を指定していると，実行結果ファイルを参照しよう
としたときにもエクスポートが実行されてしまいます。内容の確認や編集のために
ファイルを開く場合は，このパラメーターを必ず「N」に戻してください。
また，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを
開いたときは，このパラメーターに「Y」が指定されているとエクスポートの自動実
行が優先され，エラーになるため指定しないでください。

（5） エラーチェック機能に関する設定

CHECK-ITEM={N|定義項目キーワード }
必須の入力項目を決めておき，定義情報管理テンプレート上に作成した定義情報に
必須の入力項目が入力されているかどうかをチェックしたい場合，必須の入力項目
の定義項目キーワードを指定します。定義項目キーワードについては，「3.2.2 定義
項目の指定キーワード一覧」を参照してください。複数の項目をチェック対象にす
る場合は，定義項目キーワードをコロン「:」で区切って指定します。チェックしな
い場合は，「N」を指定します。
なお，チェックの対象になるのは，その項目を指定できるユニット種別に対してだ
けです。ユニット種別に対してもともと指定できない項目についてはチェック対象
になりません。
デフォルトは「N」です。

（6） JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View起動機能に関する設定

VIEW-LOGINFILE=JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのログイン情報ファイル名
JP1/AJS3 - Definition Assistantから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを
起動する際に［ログイン］画面を表示させたくない場合は，このパラメーターに
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのログイン情報ファイル名を指定します。
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのログイン情報ファイル名は，255バイト
以内で指定します。ログイン情報ファイルには，ログインするユーザー名とパス
ワードを定義します。ログイン情報ファイルの記述方法については，「3.1.6(1) 定義
情報管理テンプレートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動する場
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合」を参照してください。
このパラメーターを省略した場合は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを
起動しようとしたときに［ログイン］画面が表示されます。
次の場合は，JP1/AJS3 - Definition Assistantから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewを起動できません。
•「JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのログイン情報ファイル名」に指定した
ファイルがない。

• 同一マシン上に JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewがインストールされて
いない。

（7） 表示カスタマイズに関する設定

SCREEN-UPDATE={Y|N}
定義情報管理テンプレートでインポート，またはエクスポートを実行したときに処
理状況を画面上に表示するかどうかを指定します。

Y
インポート，またはエクスポート実行時の処理状況を画面上に表示します。「Y」
を指定すると「N」を指定した場合に比べて，2～ 3倍程度時間が掛かります。
処理性能より処理状況の監視を重視する場合に指定します。

N
インポート，またはエクスポート実行時の処理状況を画面上に表示しません。
処理性能を重視する場合に指定します。

デフォルトは「N」です。

BUTTON-HIDDEN={N|IMPORT:EXPORT:CHECK:VIEW}
定義情報管理テンプレートの操作ボタンを非表示にする場合に，ボタンの名称を指
定します。複数のボタンを指定する場合は，名称をコロン「:」で区切って指定しま
す。ボタンをすべて表示する場合は，「N」を指定します。
このパラメーターでボタンを非表示にした場合，操作ボタンに対応するファンク
ションキーの操作も無効になります。

N
［IMPORT］，［EXPORT］，［CHECK］，および［VIEW］ボタンをすべて画面
上に表示します。

IMPORT
［IMPORT］ボタンを画面上に表示しません。

EXPORT
［EXPORT］ボタンを画面上に表示しません。

CHECK
［CHECK］ボタンを画面上に表示しません。

VIEW
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［VIEW］ボタンを画面上に表示しません。
デフォルトは「N」です。

AUTO-DIALOG-HIDDEN={Y|N}
定義情報管理テンプレートの自動インポート，または自動エクスポート時に次のダ
イアログボックスの出力を抑止するかどうかを指定します。
• エクスポートの削除確認ダイアログボックス（KAVZ0407-Q）
• 実行結果報告ダイアログボックス（KAVZ0302-Iまたは KAVZ0402-I）

Y
定義情報管理テンプレートの自動インポート，または自動エクスポート時に，
上記のダイアログボックスを出力しません。

N
定義情報管理テンプレートの自動インポート，または自動エクスポート時に，
上記のダイアログボックスを出力します。

デフォルトは「Y」です。

COLUMN-HIDDEN={N|定義項目キーワード }
定義情報管理テンプレート上の定義項目を非表示にするかどうかを指定します。非
表示にする場合，その定義項目キーワードを指定します。指定した定義項目キー
ワードの項目列は，定義情報管理テンプレートを開いたときに表示されません。複
数の定義項目を非表示にする場合は，定義項目キーワードをコロン「:」で区切って
指定してください。定義項目キーワードについては，「3.2.2 定義項目の指定キー
ワード一覧」を参照してください。
定義項目キーワードを指定しない場合は，「N」を指定します。
区分，ユニット名，上位ユニット完全名，およびユニット種別は非表示にできませ
ん。
なお，非表示に指定した項目は Excelの機能を利用して再表示できます。
デフォルトは「N」です。

TYPE-COMMON-DEF={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にユニット共通定義情報部を表示するかどうかを指定
します。

Y
ユニット共通定義情報部を表示します。

N
ユニット共通定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-COMMON-ATR={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にユニット共通属性情報部を表示するかどうかを指定
します。

Y
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ユニット共通属性情報部を表示します。

N
ユニット共通属性情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-MANAGER-UNIT={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にマネージャーユニット定義情報部を表示するかどう
かを指定します。

Y
マネージャーユニット定義情報部を表示します。

N
マネージャーユニット定義情報部を表示しません。

デフォルトは「N」です。

TYPE-JOBGROUP={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にジョブグループ定義情報部を表示するかどうかを指
定します。

Y
ジョブグループ定義情報部を表示します。

N
ジョブグループ定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-CALENDAR={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にカレンダー定義情報部を表示するかどうかを指定し
ます。

Y
カレンダー定義情報部を表示します。

N
カレンダー定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-JOBNET={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にジョブネット定義情報部を表示するかどうかを指定
します。

Y
ジョブネット定義情報部を表示します。

N
ジョブネット定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。
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TYPE-NETCONNECT={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にジョブネットコネクタ定義情報部を表示するかどう
かを指定します。

Y
ジョブネットコネクタ定義情報部を表示します。

N
ジョブネットコネクタ定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-CONDITION={Y|N}
定義情報管理テンプレート上に起動条件定義情報部を表示するかどうかを指定しま
す。

Y
起動条件定義情報部を表示します。

N
起動条件定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-SCHEDULE={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にスケジュール定義情報部を表示するかどうかを指定
します。

Y
スケジュール定義情報部を表示します。

N
スケジュール定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-STANDARD-JOB={Y|N}
定義情報管理テンプレート上に標準ジョブ（PCジョブ，UNIXジョブ，QUEUE
ジョブ）定義情報部を表示するかどうかを指定します。

Y
標準ジョブ定義情報部を表示します。

N
標準ジョブ定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-EVENT-JOB={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にイベントジョブ定義情報部を表示するかどうかを指
定します。

Y
イベントジョブ定義情報部を表示します。
80



3.　インストールとセットアップ
N
イベントジョブ定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-ACTION-JOB={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にアクションジョブ定義情報部を表示するかどうかを
指定します。

Y
アクションジョブ定義情報を表示します。

N
アクションジョブ定義情報を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-JOB-COMMON={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にジョブ共通属性情報部を表示するかどうかを指定し
ます。

Y
ジョブ共通属性情報部を表示します。

N
ジョブ共通属性情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-PREWAITCONDITION={Y|N}
定義情報管理テンプレート上に待ち合わせ条件定義情報部を表示するかどうかを指
定します。

Y
待ち合わせ条件定義情報部を表示します。

N
待ち合わせ条件定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-TOOL-UNIT={Y|N}
定義情報管理テンプレート上にツールユニット定義情報部を表示するかどうかを指
定します。

Y
ツールユニット定義情報部を表示します。

N
ツールユニット定義情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

TYPE-OTHERS={Y|N}
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定義情報管理テンプレート上にその他の定義情報部を表示するかどうかを指定しま
す。

Y
その他の定義情報を表示します。

N
その他の定義情報を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

CUSTOM-JOB={N|VOS3JOB|JP1AMR3}
定義情報管理テンプレート上にカスタムジョブ定義情報部を表示するかどうかを指
定します。表示される項目は，カスタム PCジョブの定義項目だけに対応していま
す。カスタム UNIXジョブには対応していません。表示する場合に指定できるカス
タムジョブ種別は，「VOS3JOB」または「JP1AMR3」のどちらかです。カスタム
ジョブ定義情報部を表示しない場合は，「N」を指定します。
カスタムジョブ種別を指定すると，指定されたカスタムジョブ専用のヘッダーを自
動的に作成し，インポート時には定義情報が見やすく，エクスポート時には定義情
報が入力しやすくなります。
このパラメーターは，定義情報管理テンプレートのマスターファイルを開いたとき
にだけ有効です。実行結果ファイル，および別名でコピーした定義情報管理テンプ
レートを開いたときは，このパラメーターの値は無効です。定義情報管理テンプ
レートを保存するとその時点でタイトル項目が確定するため，実行結果ファイル，
および別名でコピーした定義情報管理テンプレートを開いたときは，ファイルを保
存したときのタイトル項目が表示されます。
デフォルトは「N」です。

TYPE-LASTUPDATE={Y|N}
定義情報管理テンプレート上に最終更新日時情報部を表示するかどうかを指定しま
す。

Y
最終更新日時情報部を表示します。

N
最終更新日時情報部を表示しません。

デフォルトは「Y」です。

CURSOR-MOVE-MSGCELL={N|ERROR|ALL}
定義情報管理テンプレートでインポート，またはエクスポートを実行したときに定
義情報管理テンプレートの最終列にメッセージが出力された場合，メッセージ出力
セルにセルカーソルを移動して，該当メッセージを画面上に表示するかどうかを指
定します。

N
定義情報管理テンプレートでインポート，またはエクスポートを実行したとき
に定義情報管理テンプレートの最終列にメッセージが出力されても，メッセー
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ジ出力セルにセルカーソルを移動しません。

ERROR
定義情報管理テンプレートでインポート，またはエクスポートを実行したとき
に定義情報管理テンプレートの最終列にメッセージが出力された場合，メッ
セージ出力セルにセルカーソルを移動します。
エクスポート実行時は，KAVZ0402-Iのメッセージダイアログボックスで処理
数と指定数が不一致の場合だけ，セルカーソルを移動します。

ALL
定義情報管理テンプレートでインポート，またはエクスポートを実行したとき
に定義情報管理テンプレートの最終列にメッセージが出力された場合，メッ
セージ出力セルにセルカーソルを移動します。
エクスポート実行時は，KAVZ0402-Iのメッセージダイアログボックスで処理
数と指定数の一致，不一致に関係なく，セルカーソルを移動します。

デフォルトは「ERROR」です。

（8） 入力制限に関する設定

SELECT-EXECHOST={N|実行ホスト名 }
定義情報管理テンプレート上の［実行ホスト］に指定できる値を制限する場合に，
候補を設定します。複数指定する場合は，コンマ「,」で区切って 255バイト以内で
指定します。例えば，ホスト名に指定できる値を「hostA」，「hostB」，「hostC」の
3種類に制限する場合，「SELECT-EXECHOST=hostA,hostB,hostC」と指定しま
す。このパラメーターを指定すると，入力候補がリストボックスで表示され，これ
以外の値を入力できなくなります。入力を制限しない場合は，「N」を指定します。
ただし，「N」という実行ホスト名だけを指定することはできません。
「N」という実行ホスト名を指定したい場合は，ほかの実行ホスト名と同時に指定し
てください。
デフォルトは「N」です。

SELECT-OWNER={N|所有者名 }
定義情報管理テンプレート上の［所有者］に指定できる値を制限する場合に，候補
を設定します。複数指定する場合は，コンマ「,」で区切って 255バイト以内で指定
します。例えば，所有者名に指定できる値を「ownerA」，「ownerB」，「ownerC」の
3種類に制限する場合，「SELECT-OWNER=ownerA,ownerB,ownerC」と指定しま
す。このパラメーターを指定すると，入力候補がリストボックスで表示され，これ
以外の値を入力できなくなります。入力を制限しない場合は，「N」を指定します。
ただし，「N」という所有者名だけを指定することはできません。
「N」という所有者名を指定したい場合は，ほかの所有者名と同時に指定してくださ
い。
デフォルトは「N」です。

SELECT-JP1GROUP={N|JP1資源グループ名 }
83



3.　インストールとセットアップ
定義情報管理テンプレート上の［JP1資源グループ］に指定できる値を制限する場
合に，候補を設定します。複数指定する場合は，コンマ「,」で区切って 255バイト
以内で指定します。例えば，JP1資源グループ名に指定できる値を「groupA」，
「groupB」，「groupC」の 3種類に制限する場合，
「SELECT-JP1GROUP=groupA,groupB,groupC」と指定します。このパラメー

ターを指定すると，入力候補がリストボックスで表示され，これ以外の値を入力で
きなくなります。入力を制限しない場合は，「N」を指定します。ただし，「N」とい
う JP1資源グループ名だけを指定することはできません。
「N」という JP1資源グループ名を指定したい場合は，ほかの JP1資源グループ名
と同時に指定してください。
デフォルトは「N」です。

SELECT-EXECUSER={N|実行時のユーザー }
定義情報管理テンプレート上の［実行時のユーザー］に指定できる値を制限する場
合に，候補を設定します。複数指定する場合は，コンマ「,」で区切って 255バイト
以内で指定します。例えば，実行ユーザー名に指定できる値を「userA」，「userB」，
「userC」の 3種類に制限する場合，「SELECT-EXECUSER=userA,UserB,userC」
と指定します。このパラメーターを指定すると，入力候補がリストボックスで表示
され，これ以外の値を入力できなくなります。入力を制限しない場合は，「N」を指
定します。ただし，「N」という実行ユーザー名だけを指定することはできません。
「N」という実行ユーザー名を指定したい場合は，ほかの実行ユーザー名と同時に指
定してください。
デフォルトは「N」です。

SELECT-JOBNETCALENDAR={N|ジョブグループ名 }
定義情報管理テンプレート上の［ジョブグループ名］に指定できる値を制限する場
合に，候補を設定します。複数指定する場合は，コンマ「,」で区切って 255バイト
以内で指定します。例えば，ジョブグループ名に指定できる値を「/groupA/X」，「/
groupB/Y」，「/groupC/Z」の 3種類に制限する場合，
「SELECT-JOBNETCALENDAR=/groupA/X,/groupB/Y,/groupC/Z」と指定しま

す。このパラメーターを指定すると，入力候補がリストボックスで表示され，これ
以外の値を入力できなくなります。入力を制限しない場合は，「N」を指定します。
デフォルトは「N」です。

SELECT-ENVFILE={N|環境変数ファイル名 }
定義情報管理テンプレート上の［環境変数ファイル名］に指定できる値を制限する
場合に，候補を設定します。複数指定する場合は，コンマ「,」で区切って 255バイ
ト以内で指定します。例えば，環境変数ファイル名に指定できる値を「/tmp/env1」，
「/tmp/env2」，「/tmp/env3」の 3種類に制限する場合，「SELECT-ENVFILE=/tmp/
env1,/tmp/env2,/tmp/env3」と指定します。このパラメーターを指定すると，

入力候補がリストボックスで表示され，これ以外の値を入力できなくなります。入
力を制限しない場合は，「N」を指定します。
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デフォルトは「N」です。

SELECT-NICE={N|実行優先順位 }
定義情報管理テンプレート上の［実行優先順位］に指定できる値を制限する場合に，
候補を設定します。複数指定する場合は，コンマ「,」で区切って 255バイト以内で
指定します。例えば，実行優先順位に指定できる値を「1」，「3」，「5」のどれかに制
限する場合，「SELECT-NICE=1,3,5」と指定します。これによって，もともと 1～
5まで指定できた入力規則が，1，3，5以外の値が入力できないように変更されま
す。入力を制限しない場合は，「N」を指定します。
デフォルトは「N」です。

LIMIT-UNITNAME={N|制限値 }
定義情報のエクスポート時に指定する［ユニット名］の最大長（単位：バイト）を
10進数で指定します。制限値は，1～ 30の間で指定します。JP1/AJSの制限値を
最大長とする場合は，「N」を指定します。JP1/AJSの制限値（30）以上の値が指定
された場合は，30として扱います。
デフォルトは「N」です。

LIMIT-COMMENT={N|制限値 }
定義情報のエクスポート時に指定できる［コメント］の最大長（単位：バイト）を
10進数で指定します。制限値は，1～ 80の間で指定します。JP1/AJSの制限値を
最大長とする場合は，「N」を指定します。JP1/AJSの制限値（80）以上の値が指定
された場合は，80として扱います。
デフォルトは「N」です。

LIMIT-SAVEGEN={N|保存世代数の上限値 }
定義情報のエクスポート時に指定できる［保存世代数］の最大値を 10進数で指定し
ます。上限値は，1～ 999の間で指定します。JP1/AJSの制限値を上限値とする場
合は，「N」を指定します。JP1/AJSの制限値（999）以上の値が指定された場合は，
999として扱います。
デフォルトは「N」です。

LIMIT-ABCODE={N|異常終了しきい値の上限値 }
定義情報のエクスポート時に指定できる［異常しきい値］の最大値を 10進数で指定
します。上限値は，0～ 2,147,483,647の間で指定します。JP1/AJSの制限値を上
限値とする場合は，「N」を指定します。JP1/AJSの制限値（2,147,483,647）以上
の値が指定された場合は，2,147,483,647として扱います。
デフォルトは「N」です。

LIMIT-WACODE={N|警告終了しきい値の上限値 }
定義情報のエクスポート時に指定できる［警告しきい値］の最大値を 10進数で指定
します。上限値は，0～ 2,147,483,647の間で指定します。JP1/AJSの制限値を上
限値とする場合は，「N」を指定します。JP1/AJSの制限値（2,147,483,647）以上
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の値が指定された場合は，2,147,483,647として扱います。
デフォルトは「N」です。

USESET-PASSINGINFO={VIEW|COM}
ツールユニット定義情報部の引き継ぎ情報の使用方法を指定します。

VIEW
引き継ぎ情報設定ジョブの引き継ぎ情報の定義を，JP1/AJS3 - Viewと同じに
する場合に指定します。
この値を指定した場合は，ユニット定義ファイルで引き継ぎ情報設定ジョブを
定義するときに実行ファイル名と環境変数に必要な固定値を設定する必要があ
りません。

COM
引き継ぎ情報設定ジョブの引き継ぎ情報の定義を，ユニット定義ファイルと同
じにする場合に指定します。
この値を指定した場合は，ユニット定義ファイルで引き継ぎ情報設定ジョブを
定義するときに，実行ファイル名と環境変数に必要な固定値を設定する必要が
あります。

デフォルトは「VIEW」です。
それぞれの場合の引き継ぎ情報設定ジョブの定義方法については，「4.3.1(5) 引き継
ぎ情報設定ジョブの定義方法」を参照してください。

（9） 言語種別に関する設定

MANAGER-CHARCODE={C|SJIS|EUC|AUTO}
操作の対象となるスケジューラーサービスの環境設定パラメーター
「AJSCHARCODE」に設定されている文字コードを指定します。このパラメーター
は，インポート，エクスポートのコマンドのリモート実行時に，コマンド出力情報
の文字コードを判断するために使用します。

C
7ビット ASCII文字コードを使用します。

SJIS
シフト JISコードを使用します。

EUC
EUC文字コードを使用します。

AUTO
使用する文字コードが自動的に選択されます。

デフォルトは「AUTO」です。

（10） コマンドのリモート実行に関する設定

RETRYINTERVAL=リトライ間隔
コマンドのリモート実行時に接続先情報の取得に失敗した場合に行うリトライの間
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隔（単位：秒）を 10進数で指定します。リトライ間隔は，0～ 10の間で指定しま
す。
デフォルトは「1」です。

RETRYCOUNT=リトライ回数
コマンドのリモート実行時に接続先情報の取得に失敗した場合に行うリトライの回
数を 10進数で指定します。リトライ回数は，0～ 100の間で指定します。
デフォルトは「3」です。

3.2.2　定義項目の指定キーワード一覧
次の環境設定パラメーターに定義項目を指定する場合に使用する，定義項目キーワード
の一覧を次の表に示します。

• COLUMN-HIDDEN
• CHECK-ITEM

表 3-6　定義項目キーワード一覧

分類 定義項目 キーワード

ユニット定義情報 カスタム種別 CTY

位置情報：縦※ 1 VL

位置情報：横※ 1 HL

サイズ：縦 VS

サイズ：横 HS

ユニット共通定義情報 コメント CM

先行 PD

接続種別※ 1 PDT

実行エージェント RH

実行順序制御※ 2 NL

ジョブネットコネクタ名※ 2 NN

実行順序制御方式※ 2 NM

接続範囲 CE

接続ホスト名 CH

接続サービス名 CS

ユニット共通属性情報 保留 HA

種別 UT

所有者 OW

JP1資源グループ GR

マネージャーユニット定義情報 参照先ホスト MH
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参照先ユニット名 MU

ジョブグループ定義情報 基準日 SD

月区分 MD

基準時刻 ST

ジョブグループ種別 GTY

カレンダー定義情報 週間標準値：日 W0

週間標準値：月 W1

週間標準値：火 W2

週間標準値：水 W3

週間標準値：木 W4

週間標準値：金 W5

週間標準値：土 W6

運用日 OP

休業日 CL 

ジョブネット定義情報 多重起動※ 2 MP

保存世代数※ 2 RG

実行マネージャー EM

優先順位 NI

打ち切り時間※ 2 CD

スケジューリング方式※ 2 MS

実行所要時間 FD

ジョブネットコネクタ定義情報 接続先のジョブネット名 NR

起動条件 起動条件 CO

スケジュール定義情報 上位のジョブネットに依存する DE

有効範囲 ED

ジョブグループ名 JC

排他ジョブネット名 EJ

リンクするルール番号 LN

開始日：種別 STP

開始日：開始年月 SYM

開始日：開始日 STD

開始時刻 EXT

処理サイクル CYC

休業日の振り替え SH

分類 定義項目 キーワード
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猶予日数 HD

起算スケジュール CF1

起算猶予日数 CF2

遅延監視：開始遅延監視 SY

遅延監視：終了遅延監視 EY

起動条件：回数 WC

起動条件：時間 WT

標準ジョブ定義情報 コマンド文 TE

実行ファイル名 SC

パラメーター PM

環境変数 ENV

環境変数ファイル名 EV

ワークパス WKP

標準入力ファイル名 SI

標準出力ファイル名：ファイル名 SO

標準出力ファイル名：追加書き SOA

標準エラー出力ファイル名：ファイル名 SE

標準エラー出力ファイル名：追加書き SEA

ホスト名 QM

キュー名 QU

ジョブ名 REQ

実行優先順位 PR

終了判定：判定結果 JD

終了判定：警告しきい値 WTH

終了判定：異常しきい値 TH

終了判定：ファイル名 JDF

実行時のユーザー UN

判定条件：条件 JGJ

判定条件：判定値 JGC

判定条件：ファイル名 JGF

イベントジョブ定義情報 待ち時間 TW

監視対象ファイル名 FF

監視条件：条件 FC

監視条件：詳細（作成） FO

監視間隔 FI

分類 定義項目 キーワード
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受信イベント ID EIW

イベント発行元ホスト名 EHW

受信イベントメッセージ EMW

打ち切り後の状態 ETS

アクションジョブ定義情報 送信イベント ID EIS

イベント送信先ホスト名 EHS

送信イベントメッセージ EMS

送信イベント重大度 ESS

イベントの到達確認 SRT

確認間隔 SPL

確認回数 SRC

プラットフォーム PF

ジョブ共通属性情報 実行ユーザー種別 EU

打ち切り時間 ET

実行所要時間 FJ

実行先サービス JTY

転送ファイル 1：転送元ファイル名 TS1

転送ファイル 1：転送先ファイル名 TD1

転送ファイル 1：自動削除 TOP1

転送ファイル 2：転送元ファイル名 TS2

転送ファイル 2：転送先ファイル名 TD2

転送ファイル 2：自動削除 TOP2

転送ファイル 3：転送元ファイル名 TS3

転送ファイル 3：転送先ファイル名 TD3

転送ファイル 3：自動削除 TOP3

転送ファイル 4：転送元ファイル名 TS4

転送ファイル 4：転送先ファイル名 TD4

転送ファイル 4：自動削除 TOP4

待ち合わせ条件定義情報 待ち合わせ対象ユニット名 EN

待ち合わせ方法 MM

待ち合わせる世代がない場合 NMG

ツールユニット定義情報 引き継ぎ情報 正規表現 DA_PIIN

出力マクロ変数 DA_PIOUT

その他の定義情報 その他の定義情報 OTHERS

分類 定義項目 キーワード
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注※ 1
［CHECK-ITEM］に指定した場合，ルートジョブネットもチェック対象になります。

注※ 2
［CHECK-ITEM］に指定した場合，ネストジョブネットもチェック対象になります。
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4　 操作
この章では，JP1/AJS3 - Definition Assistantの操作方法につ
いて説明します。JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，定義
情報のインポート，エクスポート，および JP1/AJS3 - Viewま
たは JP1/AJS2 - Viewの起動ができます。

4.1　定義情報管理テンプレートの使用方法

4.2　定義情報のインポート

4.3　定義情報のエクスポート

4.4　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewの起動
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4.1　定義情報管理テンプレートの使用方法
この節では，定義情報のインポートやエクスポートに使う定義情報管理テンプレートの
使い方を説明します。

定義情報管理テンプレートは，Excelのファイルです。そのため，Excelの機能を使っ
て，効率良く入力や編集の作業ができます。例えば，オートフィル機能を使って連続
データを一度に入力したり，オートフィルター機能を使って表示するユニットを絞り込
んで編集したりすることができます。

4.1.1　画面の説明
定義情報管理テンプレートを開いたときの画面例を次に示します。

図 4-1　定義情報管理テンプレートの画面例

ファイルの上部に操作用のボタンが表示され，下部は定義情報の入力，表示用のフィー
ルドです。インポートやエクスポートの実行結果ファイルの場合は，操作用ボタンのす
ぐ下にインポート，エクスポート実行時のホスト名，サービス名，文字コード種別，お
よびユニット名が表示されます。また，定義情報管理テンプレート上にメッセージが出
力された場合は，入力・表示用フィールドのタイトルの上にメッセージ情報が出力され
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ます。

補足事項
• 定義情報管理テンプレートでは，セルの参照方法に R1C1形式を使用しているた
め，列番号は，英字ではなく数字で表示されます。

• 定義情報管理テンプレートは，デフォルトでは 75%ズームで表示されます。文字
が小さい，または行が欠けて見にくい場合は，表示を拡大して使用してください。

• 定義情報管理テンプレートのページ設定は，デフォルトでは横 1ページ縦 50ペー
ジに設定されています。定義情報管理テンプレートを印刷する場合は，必要に応
じてページ設定を変更してください。

（1） 操作用ボタン

操作用のボタンには，下記の 4種類があります。なお，［VIEW］ボタンは実行結果ファ
イルにだけ表示されます。

［IMPORT］ボタン
マネージャーホストの定義情報を定義情報管理テンプレートに取り込む際にクリッ
クします。［F1］キーを押した場合も，同じ動作をします。

［EXPORT］ボタン
定義情報管理テンプレートに入力した定義情報をマネージャーホストに反映させる
際にクリックします。［F4］キーを押した場合も同じ動作をします。

［CHECK］ボタン
定義情報管理テンプレートに入力した内容をチェックします。［F10］キーを押した
場合も同じ動作をします。［CHECK］ボタンをクリックしたときにチェックされる
項目については，「2.3 エラーチェック機能」を参照してください。

［VIEW］ボタン
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewの画面を表示します。選択したユニット
の種類によって，［JP1/AJS3 - View］ウィンドウ，［JP1/AJS2 - View］ウィンドウ，
または［ジョブネットエディタ］ウィンドウが表示されます。［F11］キーを押した
場合も同じ動作をします。

（2） 定義情報の入力・表示用フィールド

ファイルの下部は，定義情報を入力，表示するフィールドです。インポートを実行する
と，このフィールドに定義情報が出力されます。エクスポートを実行する場合は，この
フィールドに定義情報を入力します。定義情報のセルにはあらかじめその項目にあった
入力規則が設定されています。

項目タイトルのセルにマウスカーソルを合わせると，項目の説明が表示されます。定義
情報の入力や確認の参考にしてください。なお，カスタムジョブは，タイトル行にマウ
スカーソルを合わせても，項目の説明は表示されません。各定義項目のさらに詳しい情
報については，「5. 定義情報一覧」を参照してください。
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項目タイトルには Excelのオートフィルターが設定されています。この機能を使って，
特定の値が指定されているユニットだけを絞り込み表示することができます。

インポートまたはエクスポート実行時に，定義情報の最終列（「エラーメッセージ情報
部」）にメッセージが出力されることがあります。メッセージが出力された場合，出力さ
れた行の［区分］セルの色が変更されます。

●赤：出力されたメッセージの種類がエラー（E）。

●ピンク：出力されたメッセージの種類が警告（W）。

●黄：出力されたメッセージの種類が通知（I）。

（3） ファンクションキー

定義情報管理テンプレートを開くと，［F1］から［F12］までのファンクションキーに
JP1/AJS3 - Definition Assistantの各機能が割り当てられます。その代わりに，Excelが
割り当てていたファンクションキーの機能は使用できなくなります。JP1/AJS3 - 
Definition Assistantが割り当てるファンクションキーの機能を次に示します。

表 4-1　ファンクションキーの割り当て

注※
オートフィルター機能を使用して表示するユニット定義情報を絞り込んだ場合は，表示されて
いる行を対象に処理が行われます。

ファンクションキー 機能

F1 インポートを実行する。

F2 定義情報を変更するために，選択したセルをマーキングする。※

F3 選択したセルのマーキングをクリアする。※

F4 エクスポートを実行する。

F5 入力されているすべての行の［区分］に「一括」を入力する。※

F6 入力されているすべての行の［区分］に「単独」を入力する。※

F7 入力されているすべての行の［区分］に「変更」を入力する。※

F8 入力されているすべての行の［区分］に「削除」を入力する。※

F9 入力されているすべての行の［区分］に定義されている内容をクリアする。※

F10 入力した定義情報をチェックする。

F11 JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewの画面を起動する。

F12 機能なし。
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4.2　定義情報のインポート
マネージャーホストに定義されているユニットの情報を取り出し，JP1/AJS3 - 
Definition Assistantの定義情報管理テンプレートに取り込むための手順を説明します。

1. Windowsのスタートメニューから，［すべてのプログラム］－［JP1_Automatic Job 
Management System 3 - Definition Assistant］－［定義情報のインポート］を選択す

る。※

定義情報管理テンプレートのマスターファイルが開きます。
インポートは，定義情報管理テンプレートのマスターファイル（JP1/AJS3 - Definition 
Assistantのインストール先フォルダ ¥bin¥AJS2DAMASTER.xls），およびマスター

ファイルを別名でコピーしたファイルから実行できます。実行結果ファイルからは，
インポートを実行できません。

注※
定義情報管理テンプレートは，マスターファイルを直接ダブルクリックして開く
こともできます。また，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewからも開けま
す。

2.［IMPORT］ボタンをクリックする。
［ユニット定義のインポート］ダイアログボックスが表示されます。環境設定ファイ
ルに，JP1ユーザー名，接続するマネージャーホスト名，スケジューラーサービス
名，文字コード種別，およびインポートするユニット名が設定されている場合は，そ
の設定内容がデフォルトで表示されます。

図 4-2　［ユニット定義のインポート］ダイアログボックス（ユーザー認証機能を使用し
ない場合）
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図 4-3　［ユニット定義のインポート］ダイアログボックス（ユーザー認証機能を使用す
る場合）

3. インポート対象についての情報を入力する。
入力する項目を次に示します。
•［ユーザー名］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
インポートで使用する JP1ユーザー名を指定します。

•［パスワード］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
インポートで使用する JP1ユーザーのパスワードを指定します。

•［ホスト名］
インポート対象のマネージャーホスト名を指定します。

•［サービス名］
インポート対象のスケジューラーサービス名を指定します。

•［文字コード種別］
「AUTO」を指定します。
「AUTO」以外を指定する場合は，必ず接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerの環境設定パラメーター「AJSCHARCODE」に設定されている
値を指定します。

•［ユニット名］
［ユニット名］には，ユニットの完全名を入力します。最下層のユニット名には，
ワイルドカード（「*」や「?」）を使えます。上位ユニット完全名にはワイルドカー
ド（「*」や「?」）は使用できません。［ユニット名］の入力例を次に示します。

/

ルートジョブグループ以下の全ユニットの定義情報をインポートします。

/GROUP

/GROUP以下の全ユニットの定義情報をインポートします。

/GROUP/NET/*

/GROUP/NETの下位ユニットすべての定義情報をインポートします。

/GROUP/NET/A*

/GROUP/NETの下位ユニットで，ユニット名が「A」で始まるユニットの定義
情報をインポートします。
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4.　操作
［ユニット定義のインポート］ダイアログボックスの入力項目は，省略できません。

4.［OK］ボタンをクリックする。
インポートの処理を開始します。

5. インポート結果を確認する。
インポートが正常終了すると，KAVZ0302-Iのメッセージダイアログボックスが表示
されます。［OK］ボタンをクリックして，実行結果を確認してください。実行結果は
実行結果ファイルに出力されます。実行結果ファイルのファイル名，出力フォルダな
どについては，「付録 A.2 インポート，またはエクスポート実行時に作成されるファ
イル」を参照してください。また，定義情報管理テンプレート上にメッセージが出力
された場合は，入力・表示用フィールドのタイトルの上にメッセージ情報が出力され
ます。表示されているメッセージ IDを基に対処してください。
 

なお，事前に環境設定パラメーターを指定しておくことで，テンプレートを開いたとき
にインポートを自動的に実行できます。環境設定パラメーターの詳細については，「3.2 
環境設定パラメーター」を参照してください。
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4.3　定義情報のエクスポート
定義情報管理テンプレートにジョブネットやジョブなどの情報を入力し，それをマネー
ジャーホストに送信して，定義します。エクスポートでは，一括定義，単独定義，変更，
削除の 4種類の操作ができます。

エクスポートの作業では，まず定義情報管理テンプレートにジョブネットやジョブなど
の情報を入力します。

定義済みのユニットがすでにある場合，そのユニットの定義情報をインポートし，その
実行結果ファイルに変更を加えるようにすると，定義が容易になります。インポートま
たはエクスポートの実行結果ファイルがすでにある場合は，それを開いて変更を加えま
す。

既存の実行結果ファイルを使うのではなく，新規の定義情報管理テンプレートにユニッ
トの定義情報を入力することもできます。この場合は，定義情報管理テンプレートのマ
スターファイル（JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ
¥bin¥AJS2DAMASTER.xls）を別名でコピーして使用します。別名でコピーしたマス

ターファイルを開き，ユニットの定義情報を入力していきます。定義情報の書き方につ
いては，「4.3.1 ユニット定義の書き方」を参照してください。なお，定義情報管理テン
プレートのマスターファイルからは，エクスポートができません。必ず別名でコピーし
てから使用してください。

定義情報の入力，編集が終わったら，［EXPORT］ボタンをクリックして，定義情報をマ
ネージャーホストに送信します。

複数の機能を指定してエクスポートを実行すると，「一括」「単独」「変更」「削除」の順
に処理が実行されます。エクスポートの一括定義機能を使用する場合，一つでもエラー
が発生したときはエクスポートが完了しません。エクスポートの単独定義機能，変更機
能，および削除機能を使用した場合は，エラーが発生しても動作を継続します。なお，
一括定義と単独定義などが混在している場合は，一括定義機能でエラーが発生しても，
単独定義機能については動作を継続します。

複数の機能を指定してエクスポートを実行した場合，［ユニット定義のエクスポート］ダ
イアログボックスで指定したユニット名は，区分に「一括」を指定したユニットに対し
て有効です。区分に「単独」「変更」「削除」を指定したユニットのエクスポート先は，
ユニット定義情報部のユニット名と上位ユニット完全名で決まります。

エクスポートを実行したあとは，最新の定義情報をインポートして実行結果ファイルを
保存しておくと，更新情報を管理しやすくなります。

4.3.1　ユニット定義の書き方
ここでは，エクスポートをするためにユニットの定義情報を管理テンプレートに入力す
る場合に，ジョブネットやジョブなどのユニットをどのように記述すればよいかを説明
します。
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4.　操作
定義情報管理テンプレートには，ユニット（ジョブグループ，ジョブネット，ジョブ）
の情報を定義します。1行に一つのユニットを定義します。定義の際は，上位のユニット
から記述します。下位のユニットを先に定義すると，エクスポート時にエラーになる場
合があります。

複数のユニットを定義する場合は，途中に空行を入れないで記述してください。

定義情報管理テンプレートでユニットを定義する場合に入力する項目について，次に示
します。

1. ユニット名
定義するユニットのユニット名を入力します。ユニット名は必ず入力してください。
ユニット名が入力されていない行があると，そこが定義情報の終わりとみなされ，以
降の行は処理が行われません。

2. 上位ユニット完全名
定義するユニットの上位ユニットを完全名で入力します。ユニット名と上位ユニット
完全名は，エクスポートするユニットを特定するために必要な情報です。必ず入力し
てください。ただし，上位ユニットがルートジョブネットの場合は，何も入力しない
で空欄にします。

3. ユニット種別
ユニットの種別を表す 1～ 4文字の文字列を指定します。指定する文字列について
は，定義情報管理テンプレートのコメント，または「5.1 定義情報一覧」を参照して
ください。

4. その他の情報
3.で指定したユニット種別に対応する情報を定義できます。定義項目の詳細について
は，「5.1 定義情報一覧」を参照してください。ユニットの種別によっては，JP1/
AJS3 - Definition Assistantで定義できない項目もあります。定義できない項目の詳
細については，「5.2 JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View定義項目との対応」を
参照してください。

（1） 関連線の定義方法

関連線を定義する場合は，［先行］フィールドに直前のユニット名を入力します。また，
［接続種別］フィールドに，通常の接続なら「seq」を，条件接続なら「con」を入力しま
す。

ジョブネットの先頭にあるユニットの場合は，［先行］フィールドを空欄にします。下記
の例のジョブ Eのように先行するユニットが複数ある場合は，［先行］フィールドに先行
ユニットを複数入力します。複数のユニット名の間には，改行（［Alt］+［Enter］キー）
を入力してください。
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4.　操作
図 4-4　例 1：関連線

表 4-2　例 1：関連線の定義例

（2） 階層の定義方法

ネストジョブネットなど，定義するユニットが複数の階層にわたる場合も，ユニットを
まとめて定義できます。

ネストジョブネットを定義する場合の例を次に示します。ネストジョブネットを定義す
る場合は，ジョブネットの定義を先に記述し，そのあとにネストジョブネット内のジョ
ブを記述します。

図 4-5　例 2：ネストジョブネット

区分 ユニット名 上位ユニット
完全名

ユニット
種別

先行 接続
種別

一括 ジョブネット 　 n 　 　

一括 ジョブ A /ジョブネット pj 　 　

一括 ジョブ B /ジョブネット pj ジョブ A seq

一括 ジョブ C /ジョブネット pj ジョブ B seq

一括 ジョブ D /ジョブネット pj ジョブ B seq

一括 ジョブ E /ジョブネット pj ジョブ C

ジョブ D

seq

seq
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表 4-3　例 2：ネストジョブネットの定義例

（3） アイコンの位置の定義方法

一括定義では，ユニットの位置情報を定義できます。これは，マップ上のどの位置にア
イコンを配置するかをテンプレートに指定します。

アイコンの位置は，ユニットアイコンの数を単位にして表します。マップエリアの左上
隅を縦 1横 1とし，縦横それぞれアイコン何個分の位置にあるかで位置を表します。次
の図では，参考のためにグリッドを書いています。例えば，次の図の「ジョブ A」アイ
コンは，縦 3 横 5と表します。

単独定義の場合は，位置を定義しても無効になり，ランダムな位置に表示されます。

区分 ユニット名 上位ユニット
完全名

ユニット
種別

先行 接続
種別

一括 ジョブネット 1 　 n 　 　

一括 ジョブ A /ジョブネット 1 pj 　 　

一括 ジョブ B /ジョブネット 1 pj ジョブネッ
ト 2

seq

一括 ジョブネット 2 /ジョブネット 1 n ジョブ A seq

一括 ジョブ Y /ジョブネット 1/ジョブ
ネット 2

pj 　 　

一括 ジョブ Z /ジョブネット 1/ジョブ
ネット 2

pj ジョブ Y seq
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図 4-6　例 3：アイコンの位置

表 4-4　例 3：アイコンの位置情報の定義例

（4） スケジュールルールの定義方法

ジョブネットのスケジュールルールを複数定義する場合は，セル内に改行（［Alt］+
［Enter］キー）を入力して定義します。各セルの 1行目がルール番号 1のルール，2行
目がルール番号 2のルールとなります。

定義されているスケジュール定義情報を削除する場合は，ルール番号に対するセル内の
行を空行にしてください。すべてのスケジュール定義を削除する場合は，ルール番号分
の空行が必要です。

例 4：複数のスケジュールルール

区分 ユニット名 上位ユニット
完全名

ユニット
種別

位置情報 サイズ

縦 横 縦 横

一括 ジョブネット 　 n 8 10

一括 JP1イベント送信 /ジョブネット evsj 4 8

一括 eventlog /ジョブネット ntwj 4 3

一括 ジョブ A /ジョブネット pj 3 5

一括 ジョブ B /ジョブネット pj 5 5
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ルール番号 1：実行開始日＝ 2009/7/15（絶対日）　開始時刻＝ 09:00
ルール番号 2：実行開始日＝ 2009/7最終運用日　開始時刻＝ 18:00

表 4-5　例 4：複数のスケジュールルールの定義例

（5） 引き継ぎ情報設定ジョブの定義方法

引き継ぎ情報設定ジョブを定義する場合は，ユニット定義情報部の［ユニット種別］の
セルに「cpj」を，［カスタム種別］に「AJSVAR」を入力します。

また，引き継ぎ情報の定義方法は，環境設定パラメーター「USESET-PASSINGINFO」
の値によって異なります。定義方法を次に示します。

● 環境設定パラメーター「USESET-PASSINGINFO」の値が「VIEW」の場合

この場合は，ツールユニット定義情報部の［引き継ぎ情報］に引き継ぎ情報を定義しま
す。

［正規表現］のセルには，先行ジョブの標準出力ファイルから出力マクロ変数に設定する
値を切り出す条件を，正規表現で指定します。

［出力マクロ変数］のセルには，マクロ変数名を「?AJS2xxxxx?」の形式で指定します。

表 4-6　例 5：引き継ぎ情報の定義例（「USESET-PASSINGINFO」が「VIEW」の場合）

補足事項
出力マクロ変数に半角スペースまたは全角スペースが含まれる場合は，エクスポー
ト時に取り除かれて定義されます。ただし，エクスポート実行結果ファイルの出力
マクロ変数は，半角スペースまたは全角スペースが含まれたままになります（指定
した値は変更されません）。半角スペースまたは全角スペースを使用している出力マ
クロ変数を特定したい場合は，エラーチェック機能を使用してください。
出力マクロ変数にスペースが含まれる場合の，エクスポート結果およびエラー
チェック結果の例を次に示します。

JP1/AJS3 - Definition Assistantでの定義例

区分 ユニット名 ユニット
種別

開始日 開始
時刻

種別 開始年月 開始日

一括 ジョブネット 1 n 絶対日
運用日

2009/07

2009/07

15

最終
09:00

18:00

ツールユニット定義情報

引き継ぎ情報

正規表現 出力マクロ変数

DATE1(.*)

DATE2(.*)

?AJS2FILEDATE1?

?AJS2FILEDATE2?
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例 1：正規表現 =DATE1(.*)　出力マクロ変数 =?AJS2FILEDATE1?
例 2：正規表現 =○ DATE2(.*)　出力マクロ変数 =○ ?AJS2FILEDATE2?
例 3：正規表現 =○　出力マクロ変数 =?AJS2FILEDATE3?○
例 4：正規表現 =（値なし）　出力マクロ変数 =?AJS2FILE○ DATE4?
例 5：正規表現 =DATE5(.*)　出力マクロ変数 =?AJS2○ ?
（凡例）　○：半角または全角スペース
　
上記に示した各例のエクスポート結果およびエラーチェック結果は次のとおり
です。

表 4-7　エクスポート結果およびエラーチェック結果の例

（凡例）　○：半角または全角スペース　△：半角スペース
　
出力マクロ変数のスペースは取り除かれますが，正規表現はスペースを指定で
きるため，そのまま定義されます。
　

● 環境設定パラメーター「USESET-PASSINGINFO」の値が「COM」の場合

この場合は，標準ジョブ定義情報部の［実行ファイル名］，［パラメーター］，および［環
境変数］に引き継ぎ情報を定義します。

［実行ファイル名］のセルには，固定値「$JP1AJS2_JPOEXEPATH$/jpqpinfoset」を指
定します。

＃ エクスポート結果
（JP1/AJS3側の ajsprintコマンドの出力結果）

エラーチェック結果

　 パラメーター（prm） 環境変数（env） 　

例 1 △ -o△ FILEDATE1 env="AJS2SO_RE_FILED
ATE1=DATE1(.*)";

入力エラーなし（KAVZ0250-I）

例 2 △ -o△ FILEDATE2 env="AJS2SO_RE_FILED

ATE2=○ DATE2(.*)";

出力マクロ変数のエラー
（KAVZ0259-E）
エラー要因：文字列不正

例 3 △ -o△ FILEDATE3 env="AJS2SO_RE_FILED

ATE3=○ ";

出力マクロ変数のエラー
（KAVZ0259-E）
エラー要因：文字列不正

例 4 △ -o△ FILEDATE4 env="AJS2SO_RE_FILED
ATE4=";

正規表現のエラー
（KAVZ0259-E）
エラー要因：使用値不正
出力マクロ変数のエラー
（KAVZ0259-E）
エラー要因：文字列不正

例 5 該当個所なし 該当個所なし 出力マクロ変数のエラー
（KAVZ0259-E）
エラー要因：文字列不正
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［パラメーター］のセルには，「-o△出力変数 1△ ...△ -o△出力変数 n」の形式で出力変
数を指定します（△は半角スペース）。

［環境変数］のセルには，2行の固定値
「AJS2SO_GLOBMACFILE=?AJS2SO_GLOBMACFILE?」，
「AJS2SO_STDOUTFILE=?AJS2SO_STDOUTFILE?」を入力します。また，3行目以
降に「AJS2SO_RE_出力変数 =正規表現」の形式で正規表現および出力変数を指定しま
す。

表 4-8　例 6：引き継ぎ情報の定義例（「USESET-PASSINGINFO」が「COM」の場合）

● 注意事項
• 次の定義項目は，引き継ぎ情報設定ジョブには無効な項目であるため指定しないでく
ださい。指定した場合，エラーチェック機能でのチェック時にエラーになります。
• ユニット共通定義情報部の［実行エージェント］
• 標準ジョブ定義情報部の［判定結果］

• 引き継ぎ情報設定ジョブの定義をエクスポートする際は，実行前にエラーチェック機
能でのチェックを実施することをお勧めします。

• ツールユニット定義情報部の引き継ぎ情報（正規表現および出力マクロ変数）は，変
更エクスポートができません。

• 同一行でツールユニット定義情報部の［正規表現］セルと［出力マクロ変数］セル内
の行数が異なる場合は，［出力マクロ変数］セル内の行数分処理します。

（6） エラーになる定義内容

次のような定義の場合は，エラーになるため注意して定義してください。

区分に「一括」または「単独」を指定した場合
• 一括の上位ユニットが上の行で定義されていない。
• 一括で上位ユニットから下位ユニットの順番に定義されていない。
• 一括の先頭行で指定されたユニットより上位階層が指定されている。
• 単独を指定したユニット定義で，先行に指定したユニットがない。
• 同時に指定できない組み合わせの指定が含まれている。
• 同時に指定しなければならない定義情報が不足している。

標準ジョブ定義情報

実行ファイル名 パラメーター 環境変数

$JP1AJS2_JPOEXEPATH$/
jpqpinfoset

-o FILEDATE1 -o FILEDATE2 AJS2SO_GLOBMACFILE=?AJS2
SO_GLOBMACFILE?

AJS2SO_STDOUTFILE=?AJS2S
O_STDOUTFILE?

AJS2SO_RE_FILEDATE1=DATE
1(.*)

AJS2SO_RE_FILEDATE2=DATE
2(.*)
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• ユニット階層の限界を超えている。
• 定義ユニットの個数が限界に達している。
• ジョブネットの中にジョブグループ，プランニンググループまたはマネージャー
ユニットを作成しようとした。

• ジョブ，マネージャーユニット，ホストリンクジョブネット，または起動条件ユ
ニットの中にユニットを作成しようとした。

• ルートジョブネットに指定できない定義情報が含まれている。
• 起動条件の中に 32個を超えるイベントジョブを作成しようとした。
• 指定できない組み合わせの関連定義が指定されている。
• 起動条件の中に，イベントジョブ以外のユニット，またはリカバリー属性のユ
ニットを作成しようとした。

• ホストリンクジョブネットの上位パスに，リモートジョブネットが指定されてい
る。

• 待ち合わせ条件定義情報の待ち合わせ対象ユニット名を指定しないで，待ち合わ
せ方法および待ち合わせる世代がない場合の設定をしている。

区分に「変更」を指定した場合
• 待ち合わせ条件が設定されていないユニットに対して，待ち合わせ対象ユニット
名，待ち合わせ方法，および待ち合わせる世代がない場合の設定をすべて変更対
象にしていない（マーキングしていない）。

• 待ち合わせ条件定義情報部の待ち合わせ対象ユニット名を「:X」で削除するよう
に設定し，待ち合わせ方法および待ち合わせる世代がない場合の設定を変更対象
にしていない。

区分に「削除」を指定した場合
• 削除するユニットの下位ユニットが下の行に定義されている。

（7） 複数項目から構成する定義

エクスポート時に複数の定義項目で一つの定義を構成するものがあります。次の定義項
目を定義する場合は，注意してください。

区分に「一括」または「単独」を指定した場合

• ユニット定義情報：位置情報の縦，横※ 1

• ユニット定義情報：サイズの縦，横※ 1

• ユニット共通定義情報：先行※ 2，接続種別

• スケジュール定義情報：種別※ 2，開始年月，開始日

• スケジュール定義情報：起算スケジュール※ 2，起算猶予日数

区分に「変更」を指定した場合
次のペアとなっている定義項目のうち一つでも変更対象であれば，ほかの定義項目
の内容も変更対象になります。

• ユニット共通定義情報：先行※ 2，接続種別

• スケジュール定義情報：種別※ 2，開始年月，開始日
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• スケジュール定義情報：起動条件の回数，時間

注※ 1
項目すべてが設定されている場合に処理対象になります。

注※ 2
定義数の基準となる定義項目。
この項目が定義されている行数分が処理対象になります。

4.3.2　定義情報の一括定義
定義情報管理テンプレートに設定した定義情報すべてを，一括してマネージャーホスト
にエクスポートします。一括定義の手順を次に示します。

1. 定義情報管理テンプレートを開く。
実行結果ファイル，または別名でコピーしたマスターファイルを開きます。

2. 定義情報を入力する。
必要な定義情報をファイルに入力，編集します。
［CHECK］ボタンをクリックすると，入力した定義情報が，ユーザーが設定した入力
条件に一致しているかどうかをチェックできます。

3.［区分］に「一括」を入力する。
「一括」は，リストボックスから選択するか，直接入力してください。［F5］キーを押
すと，入力済みのすべての行に「一括」が入力されます。
エクスポートする行すべてに「一括」を入力してください。「一括」が入力されてい
る行がエクスポートの対象になります。

4.［EXPORT］ボタンをクリックする。
［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスが表示されます。環境設定ファ
イルに JP1ユーザー名，接続するマネージャーホスト名，スケジューラーサービス
名，文字コード種別，およびエクスポートするユニット名が設定されている場合は，
その設定内容がデフォルトで表示されます。

図 4-7　［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックス（ユーザー認証機能を使用
しない場合）
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図 4-8　［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックス（ユーザー認証機能を使用
する場合）

5. エクスポート先についての情報を入力する。
入力する項目を次に示します。
•［ユーザー名］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザー名を指定します。

•［パスワード］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザーのパスワードを指定します。

•［ホスト名］
エクスポート先のマネージャーホスト名を指定します。

•［サービス名］
エクスポート先のスケジューラーサービス名を指定します。

•［文字コード種別］
「AUTO」を指定します。
「AUTO」以外を指定する場合は，必ず接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerの環境設定パラメーター「AJSCHARCODE」に設定されている
値を指定します。

•［ユニット名］
定義情報をエクスポートする既存の上位ユニットの完全名を入力します。ワイルド
カード（「*」や「?」）は使用できません。［ユニット名］の入力例を次に示します。

/

ルートジョブグループの直下に定義情報をエクスポートします。例えば，ユニッ
ト定義情報部のユニット名のセルに「JOB」，上位ユニット名のセルに「NET」と

定義した場合，/NET/JOBとして定義されます。

/GROUP

/GROUPの直下に定義情報をエクスポートします。例えば，ユニット定義情報部
のユニット名のセルに「JOB」，上位ユニット名のセルに「NET」と定義した場

合，/GROUP/NET/JOBとして定義されます。

［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスの入力項目は，省略できません。

6.［OK］ボタンをクリックする。
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エクスポートの処理を開始します。

7. エクスポート結果を確認する。
エクスポートが終了すると，KAVZ0402-Iのメッセージダイアログボックスが表示さ
れます。［OK］ボタンをクリックして，実行結果を確認してください。実行結果は実
行結果ファイルに出力されます。実行結果ファイルのファイル名，出力フォルダなど
については，「付録 A.2 インポート，またはエクスポート実行時に作成されるファイ
ル」を参照してください。
定義内容にエラーがあった場合は，エラーがあった行の「区分」セルの色が変わり，
その行の最終列（「エラーメッセージ情報部」）にエラーメッセージが出力されます。
エラーメッセージを基に対処してください。JP1/AJSのメッセージが出力されている
場合の対処については，「6.4.1 エクスポートが正常終了しない場合」を参照してくだ
さい。
 

なお，事前に環境設定パラメーターを指定しておくことで，テンプレートを開いたとき
にエクスポートを自動的に実行できます。設定する環境設定パラメーターの詳細につい
ては，「3.2 環境設定パラメーター」を参照してください。

一括定義は［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスの「ユニット名」が定
義先となるため，エクスポートで作成されたユニット定義をインポートし直して定義情
報を管理することをお勧めします。一括定義で作成したユニット定義に対して「単独」，
「変更」，「削除」を行う場合は，インポート実行結果ファイルを使用します。

4.3.3　ユニットの単独定義
定義情報管理テンプレートに入力されている情報のうち，特定のユニットの情報だけを
エクスポートします。単独定義の手順を次に示します。

1. 定義情報管理テンプレートを開く。
実行結果ファイル，または別名でコピーしたマスターファイルを開きます。

2. 定義情報を入力する。
必要な定義情報をファイルに入力，編集します。
［CHECK］ボタンをクリックすると，入力した定義情報が，ユーザーが設定した入力
条件に一致しているかどうかをチェックできます。

3. 情報を入力した行の［区分］に「単独」を入力する。
「単独」は，リストボックスから選択するか，直接入力してください。［F6］キーを押
すと，入力済みのすべての行に「単独」が入力されます。
定義を反映させたいユニットの行すべてに「単独」を入力してください。「単独」が
入力されている行がエクスポートの対象になります。

4.［EXPORT］ボタンをクリックする。
［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスが表示されます。環境設定ファ
イルに JP1ユーザー名，接続するマネージャーホスト名，スケジューラーサービス
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名，および文字コード種別が設定されている場合は，その設定内容がデフォルトで表
示されます。

5. エクスポート先についての情報を入力する。
入力する項目を次に示します。
•［ユーザー名］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザー名を指定します。

•［パスワード］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザーのパスワードを指定します。

•［ホスト名］
エクスポート先のマネージャーホスト名を指定します。

•［サービス名］
エクスポート先のスケジューラーサービス名を指定します。

•［文字コード種別］
「AUTO」を指定します。
「AUTO」以外を指定する場合は，必ず接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerの環境設定パラメーター「AJSCHARCODE」に設定されている
値を指定します。

•［ユニット名］
入力不要です。

［ホスト名］，［サービス名］，および［文字コード種別］は，必ず入力します。

6.［OK］ボタンをクリックする。
エクスポートの処理を開始します。

7. エクスポート結果を確認する。
エクスポートが終了すると，KAVZ0402-Iのメッセージダイアログボックスが表示さ
れます。［OK］ボタンをクリックして，実行結果を確認してください。実行結果は実
行結果ファイルに出力されます。実行結果ファイルのファイル名，出力フォルダなど
については，「付録 A.2 インポート，またはエクスポート実行時に作成されるファイ
ル」を参照してください。
定義内容にエラーがあった場合は，エラーがあった行の「区分」セルの色が変わり，
その行の最終列（「エラーメッセージ情報部」）にエラーメッセージが出力されます。
エラーメッセージを基に対処してください。JP1/AJSのメッセージが出力されている
場合の対処については，「6.4.1 エクスポートが正常終了しない場合」を参照してくだ
さい。

4.3.4　ユニット定義情報の変更
ユニットの定義情報のうち，特定の項目だけを変更できます。ユニット定義情報の変更
手順を次に示します。

1. 定義情報管理テンプレートを開く。
実行結果ファイル，または別名でコピーしたマスターファイルを開きます。
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2. 変更したい定義情報を入力する。
変更するユニットのユニット名と上位ユニット完全名を指定し，変更する項目の情報
を入力します。変更しない項目の情報は省略できます。ユニット名を省略すると，そ
の行を空白行と判断され，それ以降の行は処理されません。
なお，「ユニット定義情報部」，「ユニット共通属性情報部」の「種別」，「ジョブグ
ループ定義情報部」の「ジョブグループ種別」，「その他の定義情報部」，「カスタム
ジョブ定義情報部」，および「最終更新日時情報部」は変更できません。
［CHECK］ボタンをクリックすると，入力した定義情報が，ユーザーが設定した入力
条件に一致しているかどうかをチェックできます。

3. 変更する項目のセルをマーキングする。
変更する情報を入力したセルを選択して，［F2］キーを押してください。選択したセ
ルの色が変わります。マーキングしたセルの情報だけを更新します。セルの色を元に
戻すには，［F3］キーを押します。

4. 情報を入力した行の［区分］に「変更」を入力する。
「変更」は，リストボックスから選択するか，直接入力してください。［F7］キーを押
すと，定義済みのすべての行に「変更」が入力されます。
エクスポートする行すべてに「変更」を入力してください。「変更」が入力されてい
る行のマーキングしたセルがエクスポートの対象になります。

5.［EXPORT］ボタンをクリックする。
［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスが表示されます。環境設定ファ
イルに JP1ユーザー名，接続するマネージャーホスト名，スケジューラーサービス
名，および文字コード種別が設定されている場合は，その設定内容がデフォルトで表
示されます。

6. エクスポート先についての情報を入力する。
入力する項目を次に示します。
•［ユーザー名］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザー名を指定します。

•［パスワード］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザーのパスワードを指定します。

•［ホスト名］
エクスポート先のマネージャーホスト名を指定します。

•［サービス名］
エクスポート先のスケジューラーサービス名を指定します。

•［文字コード種別］
「AUTO」を指定します。
「AUTO」以外を指定する場合は，必ず接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerの環境設定パラメーター「AJSCHARCODE」に設定されている
値を指定します。

•［ユニット名］
入力不要です。
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［ホスト名］，［サービス名］，および［文字コード種別］は，必ず入力します。

7.［OK］ボタンをクリックする。
エクスポートの処理を開始します。

8. エクスポート結果を確認する。
エクスポートが終了すると，KAVZ0402-Iのメッセージダイアログボックスが表示さ
れます。［OK］ボタンをクリックして，実行結果を確認してください。実行結果は実
行結果ファイルに出力されます。実行結果ファイルのファイル名，出力フォルダなど
については，「付録 A.2 インポート，またはエクスポート実行時に作成されるファイ
ル」を参照してください。
定義内容にエラーがあった場合は，エラーがあった行の「区分」セルの色が変わり，
その行の最終列（「エラーメッセージ情報部」）にエラーメッセージが出力されます。
エラーメッセージを基に対処してください。JP1/AJSのメッセージが出力されている
場合の対処については，「6.4.1 エクスポートが正常終了しない場合」を参照してくだ
さい。

4.3.5　ユニットの削除
ユニットを削除する手順を説明します。

1. インポート，エクスポートの実行結果ファイルを開く。

2. 削除したい行の［区分］に「削除」を入力する。
「削除」は，リストボックスから選択するか，直接入力してください。［F8］キーを押
すと，定義済みのすべての行に「削除」が入力されます。
削除する行は，ユニット名と上位ユニット完全名の指定が必要です。それ以外の項目
の記述は不要です。
エクスポートする行すべてに「削除」を入力してください。「削除」が入力されてい
る行がエクスポートの対象になります。

3.［EXPORT］ボタンをクリックする。
確認メッセージダイアログボックスが表示されます。［OK］ボタンをクリックする
と，［ユニット定義のエクスポート］ダイアログボックスが表示されます。環境設定
ファイルに JP1ユーザー名，接続するマネージャーホスト名，スケジューラーサービ
ス名，および文字コード種別が設定されている場合は，その設定内容がデフォルトで
表示されます。

4. エクスポート先についての情報を入力する。
入力する項目を次に示します。
•［ユーザー名］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザー名を指定します。

•［パスワード］（ユーザー認証機能を使用する場合だけ）
エクスポートで使用する JP1ユーザーのパスワードを指定します。

•［ホスト名］
エクスポート先のマネージャーホスト名を指定します。
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•［サービス名］
エクスポート先のスケジューラーサービス名を指定します。

•［文字コード種別］
「AUTO」を指定します。
「AUTO」以外を指定する場合は，必ず接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerの環境設定パラメーター「AJSCHARCODE」に設定されている
値を指定します。

•［ユニット名］
入力不要です。

［ホスト名］，［サービス名］，および［文字コード種別］は，必ず入力します。

5.［OK］ボタンをクリックする。
エクスポートの処理を開始します。

6. エクスポート結果を確認する。
エクスポートが終了すると，KAVZ0402-Iのメッセージダイアログボックスが表示さ
れます。［OK］ボタンをクリックして，実行結果を確認してください。実行結果は実
行結果ファイルに出力されます。実行結果ファイルのファイル名，出力フォルダなど
については，「付録 A.2 インポート，またはエクスポート実行時に作成されるファイ
ル」を参照してください。
定義内容にエラーがあった場合は，エラーがあった行の「区分」セルの色が変わり，
その行の最終列（「エラーメッセージ情報部」）にエラーメッセージが出力されます。
エラーメッセージを基に対処してください。JP1/AJSのメッセージが出力されている
場合の対処については，「6.4.1 エクスポートが正常終了しない場合」を参照してくだ
さい。
115



4.　操作
4.4　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
の起動

JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，インポート，またはエクスポートの実行結果
ファイルから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動できます。また，JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開くこともでき
ます。

ここでは，それぞれの操作方法を説明します。

4.4.1　実行結果ファイルから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewを起動する

インポート，またはエクスポートの実行結果ファイルから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewを起動できます。起動の手順を次に示します。

1. 実行結果ファイルを開く。

2. JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewで表示させたいユニットを選択する。
該当するユニットの行またはセルを選択してください。

3.［VIEW］ボタンをクリックする。

ログイン情報ファイルを使用している場合
指定したユニットが選択された状態で，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - 
Viewのウィンドウが表示されます。

ログイン情報ファイルを使用していない場合
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewの［ログイン］画面が表示されます。
［ログイン］画面でログインすると，指定したユニットが選択された状態で，
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのウィンドウが表示されます。

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動したときに表示されるウィンドウは，
選択したユニットの種類によって異なります。表示されるウィンドウを次に示します。

表 4-9　ユニット種別ごとの表示ウィンドウ

選択したユニット 表示されるウィンドウ ユニットが選択されて
いるエリア

ジョブグループ ［JP1/AJS3 - View］ウィンドウ，または
［JP1/AJS2 - View］ウィンドウ

ツリーエリア

ジョブネット ［ジョブネットエディタ］ウィンドウ ツリーエリア

ジョブ ［ジョブネットエディタ］ウィンドウ マップエリア

マネージャージョブグループ※ ［JP1/AJS3 - View］ウィンドウ，または
［JP1/AJS2 - View］ウィンドウ

リストエリア
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注
［ジョブネットエディタ］ウィンドウは排他編集モードで起動できません。

注※
マネージャージョブグループおよびマネージャージョブネットの参照先ユニットではなく，該
当するユニット自体が表示されます。

次の場合には，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動できません。

●定義情報管理テンプレートのマスターファイル（別名でコピーしたファイルも含む）
から起動しようとした場合

●複数のユニットを選択した場合，またはユニットを何も選択していない場合

4.4.2　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報
管理テンプレートを開く

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開けます。
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開く場合は，
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewで JP1/AJS3 - Definition Assistantを起動す
るツールとして登録しておく必要があります。登録の方法については，「3.1.6(2) JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開く場合」，およ
びマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 操作ガイド」またはマニュア
ル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド」を参照してください。

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから定義情報管理テンプレートを開く手順を
次に示します。

1.［JP1/AJS3 - View］ウィンドウ，［JP1/AJS2 - View］ウィンドウ，または［ジョブ
ネットエディタ］ウィンドウでユニットを一つ選択する。

2.［オプション］－［ツールの設定］を選択する。
［ツールの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［ツール一覧］から JP1/AJS3 - Definition Assistantの登録名を選択し，［起動］をク
リックする。
• 環境設定パラメーター「USERCHECKLEVEL」に「0」または「1」を指定してい
る場合

マネージャージョブネット※ ［JP1/AJS3 - View］ウィンドウ，または
［JP1/AJS2 - View］ウィンドウ

リストエリア

起動条件 ［ジョブネットエディタ］ウィンドウ ツリーエリア

ホストリンクジョブネット ［ジョブネットエディタ］ウィンドウ マップエリア

ジョブネットコネクタ ［ジョブネットエディタ］ウィンドウ マップエリア

選択したユニット 表示されるウィンドウ ユニットが選択されて
いるエリア
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4.　操作
選択したユニットをインポートして，定義情報管理テンプレートが開きます。
• 環境設定パラメーター「USERCHECKLEVEL」に「2」を指定している場合
［ユニットのインポート］ダイアログボックスが表示されます。ユーザー名とパス
ワードを入力して［OK］をクリックすると，選択したユニットをインポートして，
定義情報管理テンプレートが開きます。

注意事項
JP1/AJS3 - Definition Assistantの環境設定ファイル（ajs2da.conf）に自動イン
ポートの設定がされている場合は，インポートの自動実行終了後，定義情報管理テ
ンプレートが閉じられます。また，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから
定義情報管理テンプレートを開いたときに，エクスポートの自動実行が設定されて
いるとエラーになります。
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5　 定義情報一覧
この章では，定義情報管理テンプレートで定義できる項目の詳
細，および JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View上の定義
項目との対応について説明します。初期設定での表示の有無に
ついてもあわせて記載します。

5.1　定義情報一覧

5.2　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View定義項目との対応
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5.　定義情報一覧
5.1　定義情報一覧
定義情報項目の詳細について，各部ごとに表に示して説明します。

表に記載する情報は次のとおりです。

項目名
定義情報項目名を記載します。

定義内容
定義する内容および入力規則を説明します。幾つかの候補から選択する場合は指定
項目候補を，ユーザーが任意に指定できる場合は指定できる文字列などを記載しま
す。また，デフォルト値がある場合は，その値もあわせて記載します。
なお，複数行指定する場合の説明がない定義項目の値に改行が含まれている場合は，
改行文字を削除し，複数行のデータを１行のデータとして扱います。
環境設定パラメーターを指定すると，ユーザー固有の入力規則を追加できます。環
境設定については，「3.1.4 環境設定」および「3.2 環境設定パラメーター」を参照し
てください。

表示
初期設定では，定義情報管理テンプレートには使用頻度が高いと思われる項目が優
先して表示されます。初期設定で定義情報管理テンプレート上に表示されるかどう
かを「○」，「×」で記載します。「○」は初期設定で表示される項目を，「×」は初
期設定で表示されない項目を示します。
表示される項目は，環境設定パラメーターを指定して変更できます。環境設定につ
いては，「3.1.4 環境設定」および「3.2 環境設定パラメーター」を参照してくださ
い。

（1） EXPORT時の処理区分指定部
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5.　定義情報一覧
表 5-1　EXPORT時の処理区分指定部の内容

（2） ユニット定義情報部

表 5-2　ユニット定義情報部の内容

項目名 定義内容 表
示

区分 EXPORT実行時の処理区分を次の項目から指定します。
一括：

階層を含めてユニットを一括作成します。
単独：
「上位ユニット完全名」で指定したユニットの下位に「ユニット
名」で指定したユニットを作成します。

変更：
「上位ユニット完全名」＋「ユニット名」で指定したユニットの定
義情報を変更します。

削除：
「上位ユニット完全名」＋「ユニット名」で指定したユニットを削
除します。上位ユニットを削除すると，下位ユニットも削除され
ます。

○

項目名 定義内容 表
示

ユニット名 ユニット名を定義します。空白の場合，ユニット情報は無効になりま
す。ユニット名にルートジョブグループ「/」は指定できません。
指定できる文字数：1～ 30（単位：バイト）

○

上位ユニット完全名 「ユニット名」に入力したユニットの上位ユニットの完全名を定義しま
す。
先頭は必ず「/」で始めてください。
ルートジョブグループを指定する場合は，何も入力しません。
指定できる文字数：1～ 930（単位：バイト）

○

121



5.　定義情報一覧
ユニット種別 ユニット種別を次の項目から指定します。
g：ジョブグループを定義します。
mg：マネージャージョブグループを定義します。
n：ジョブネットを定義します。
rm：リモートジョブネットを定義します。
rc：ルートジョブネットに起動条件を定義します。
mn：マネージャージョブネットを定義します。
j：UNIXジョブを定義します。
pj：PCジョブを定義します。
qj：QUEUEジョブを定義します。
jdj：判定ジョブを定義します。
orj：ORジョブを定義します。
evwj：JP1イベント受信監視ジョブを定義します。
flwj：ファイル監視ジョブを定義します。
mlwj：メール受信監視ジョブを定義します。
mqwj：メッセージキュー受信監視ジョブを定義します。
mswj：MSMQ受信監視ジョブを定義します。
lfwj：ログファイル監視ジョブを定義します。
ntwj：Windowsイベントログ監視ジョブを定義します。
tmwj：実行間隔制御ジョブを定義します。
evsj：JP1イベント送信ジョブを定義します。
mlsj：メール送信ジョブを定義します。
mqsj：メッセージキュー送信ジョブを定義します。
mssj：MSMQ送信ジョブを定義します。
cmsj：JP1/Cm2状態通知ジョブを定義します。
pwlj：ローカル電源制御ジョブを定義します。
pwrj：リモート電源制御ジョブを定義します。
cj：カスタム UNIXジョブを定義します。
cpj：カスタム PCジョブを定義します。
hln：ホストリンクジョブネットを定義します。
nc：ジョブネットコネクタを定義します。

○

項目名 定義内容 表
示
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5.　定義情報一覧
カスタム種別 連携するプログラムごとに，カスタムジョブのクラス名を指定します。
カスタムジョブを使用する場合は，必ず指定してください。
JP1/AJS3 - Definition Assistantから直接定義できるカスタムジョブ
と指定するクラス名は次のとおりです。
• JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 

Enterprise Applications（R/3システムのバックグラウンドジョブ
を実行する場合）：JP1AMR3

• JP1/OJE for VOS3：VOS3JOB

 

なお，インポートした定義情報に，その他のカスタムジョブが含まれ
ていた場合，次のように表示されます。
標準提供されているカスタムジョブの場合

JP1/FTP：JP1FTP
JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applications（BWシステムのインフォパッケージを
実行する場合）：JP1AMR3BW
JP1/AJS2 for Oracle E-Business Suite：JP1AMOAP
HITACHI JOB ENTRY - CLIENTMF：MFJOB
JP1/OJE for VOS1（ジョブを実行する場合）：VOS1JOB
JP1/OJE for VOS1（ジョブネットを実行する場合）：VOS1NET
JP1/OJE for VOSK（ジョブを実行する場合）：VOSKJOB
JP1/OJE for VOSK（ジョブネットを実行する場合）：VOSKNET
HITSENSER Data Mart Server：DMSV
Cosminexus Manager（論理サーバを制御する場合）：
COSMNGSV
Cosminexus Manager（アプリケーションを制御する場合）：
COSMNGAP
JP1/AJS3 - SOA Optionまたは JP1/AJS2 for Web Service（WS
ジョブ実行ホストの OSがWindowsで標準WSジョブの場合）：
WS_PC
JP1/AJS3 - SOA Optionまたは JP1/AJS2 for Web Service（WS
ジョブ実行ホストの OSがWindowsでユーザーWSジョブの場
合）：WSUSR_PC
JP1/AJS3 - SOA Optionまたは JP1/AJS2 for Web Service（WS
ジョブ実行ホストの OSが UNIXで標準WSジョブの場合）：
WS_UX
JP1/AJS3 - SOA Optionまたは JP1/AJS2 for Web Service（WS
ジョブ実行ホストの OSが UNIXでユーザーWSジョブの場合）：
WSUSR_UX
JP1/AJS2 for 活文 PDFstaff：AJSPDFS
uCosminexus Grid Processing Server：GPSST
uCosminexus Grid Processing Server：GPSGJ
uCosminexus Grid Processing Server：GPSED
引き継ぎ情報設定ジョブ：AJSVAR

ユーザーが作成したカスタムジョブの場合
カスタムジョブを登録したときに「USER_任意に指定した名称」
の形式で指定した名称を表示します。

オペレーションジョブの場合（JP1/IM - Planning Operation使用時）
OPNET

○

項目名 定義内容 表
示
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5.　定義情報一覧
（3） ユニット共通定義情報部

表 5-3　ユニット共通定義情報部の内容

位置情報 ジョブネット，ジョブの JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View上
の表示位置を指定します。位置情報は，ユニットアイコン数（縦横そ
れぞれユニットアイコン幅に換算して何個目にアイコンを表示させる
か）で指定します。何も指定しない場合，JP1/AJS3 - Viewまたは
JP1/AJS2 - View上のランダムな位置に表示されます。
指定できる値：

縦／ 1～ 100，横／ 1～ 100
ただし，上限値は「サイズ」項目で指定した値以下になります。

○

サイズ JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのウィンドウに表示できる
アイコン数の最大値を定義します。
指定できる値：

縦／ 1～ 100，横／ 1～ 100
デフォルト値：

縦／ 8，横／ 10

○

項目名 定義内容 表
示

コメント コメントを定義します。
表示できる文字数：1～ 80（単位：バイト）

○

先行 「ユニット名」で定義したユニットの先行ユニットの名称を定義しま
す。先行ユニットは上位ユニットが同じである必要があります。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 30（単位：バイト）
既存の接続を解除する場合は，ユニット名に続けて「:X」を入力して
ください（指定例：sample:X）。

○

接続種別 「先行」で定義したユニットとの接続方法を指定します。
seq：

順接続します。
con：

判定ジョブの従属ユニットとして条件接続します。先行ユニット
名に判定ジョブを指定した場合にだけ指定できます。

デフォルト値：seq

○

実行エージェント 接続先が JP1/AJS3 - Managerの場合
ジョブを実行する実行エージェント名，またはエージェントグ
ループ名を定義します。

接続先が JP1/AJS2 - Managerの場合
ジョブ実行エージェントのホスト名を定義します。

指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）

○

項目名 定義内容 表
示
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5.　定義情報一覧
注※
ジョブネットコネクタ名に，存在しないユニット，またはジョブネットコネクタ以

実行順序制御 ジョブネットコネクタと接続するかどうかを定義します。プランニン
ググループまたはルートジョブネットに指定できます。
する：

ジョブネットコネクタと接続します。
しない：

ジョブネットコネクタと接続しません。
デフォルト値：しない

○

ジョブネットコネクタ
名※

自身を接続対象としているジョブネットコネクタをユニット完全名で
指定します。
指定できる文字数：1～ 930（単位：バイト）
プランニンググループまたはルートジョブネットに指定できます。「実
行順序制御」に「する」が指定されていない場合，エラーになります。

○

実行順序制御方式 ジョブネットコネクタとの実行順序制御方式を定義します。プランニ
ンググループまたはルートジョブネットに指定できます。
同期：

ジョブネットコネクタと同期を取って実行します。「実行順序制
御」に「する」が指定されていない場合，エラーになります。

非同期：
ジョブネットコネクタと非同期で実行します。

デフォルト値：非同期

○

接続範囲 実行順序制御で，スケジューラーサービス間連携させるかをどうかを
定義します。省略した場合，「同一」が仮定されます。ルートジョブ
ネット，プランニンググループまたはジョブネットコネクタに指定で
きます。
ルートジョブネットまたはプランニンググループの場合，実行順序制
御に「する」が指定されていないと，エラーになります。
同一：

スケジューラーサービス間連携をしません。同一スケジューラー
サービスに定義したルートジョブネット，プランニンググループ，
またはジョブネットコネクタとだけ連携します。

別：
スケジューラーサービス間連携をします。別のホスト，またはス
ケジューラーサービスに定義したルートジョブネット，プランニ
ンググループ，またはジョブネットコネクタと連携します。

デフォルト値：同一

○

接続ホスト名 自身を接続対象としているルートジョブネット，プランニンググルー
プ，またはジョブネットコネクタが定義されているホスト名を指定し
ます。ルートジョブネット，プランニンググループまたはジョブネッ
トコネクタに指定できます。
指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）
デフォルト値：何も指定されません。

○

接続サービス名 自身を接続対象としているルートジョブネット，プランニンググルー
プ，またはジョブネットコネクタが定義されているスケジューラー
サービス名を指定します。ルートジョブネット，プランニンググルー
プまたはジョブネットコネクタに指定できます。
接続範囲に「別」が指定されていない場合，エラーになります。
指定できる文字数：1～ 30（単位：バイト）

○

項目名 定義内容 表
示
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5.　定義情報一覧
外のユニットを指定し，一括定義，単独定義，または変更でエクスポートしても，
エラーにはならないで更新されます。

（4） ユニット共通属性情報部

表 5-4　ユニット共通属性情報部の内容

（5） マネージャーユニット定義情報部

項目名 定義内容 表
示

保留 ジョブネット・ジョブの実行を保留するかどうかを次の項目から指定
します。
y：

ジョブネットの実行を保留します。
w：

前回のジョブネットの終了結果が警告終了または異常終了のとき
だけ，実行を保留します。

a：
前回のジョブネットの終了結果が異常終了のときだけ，実行を保
留します。

n：
実行を保留しません。

wおよび aは，ルートジョブネットにだけ指定できます。
wまたは aをネストジョブネットに指定した場合，nが仮定されます。
デフォルト値：n

○

種別 ユニットの種別をリカバリーにするかどうかを次の項目から指定しま
す。
通常：通常のジョブ
リカバリ：リカバリージョブ
「ユニット種別」に g，mg，rc，mn，hln，ncのどれかを指定してい
る場合，リカバリは指定できません。
デフォルト値：通常

○

所有者 ユニットの所有者となる JP1ユーザー名を定義します。
指定できる文字数：1～ 31（単位：バイト）
デフォルト値：ユニットを作成したユーザーの JP1ユーザー名

○

JP1資源グループ JP1資源グループ名を定義します。
指定できる文字：英数字，および「_（アンダーバー）」
指定できる文字数：1～ 63（単位：バイト）
デフォルト値：何も指定されません。

○

126



5.　定義情報一覧
表 5-5　マネージャーユニット定義情報部の内容

（6） ジョブグループ定義情報部

表 5-6　ジョブグループ定義情報部の内容

項目名 定義内容 表
示

参照先ホスト JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerのホスト名を定義
します。
何も指定しない場合は，環境設定パラメーター「MANAGER-HOST」
に定義されているマネージャーホスト名が仮定されます。
指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）

×

参照先ユニット名 マネージャーホスト上のユニット名を完全名で定義します。
指定できる文字数：1～ 961（単位：バイト）

×

項目名 定義内容 表
示

基準日 カレンダー情報として基準日を指定します。
dd：
基準日を暦日で指定します。
指定できる値：1～ 31（単位：日）

week:n：
何週目の曜日を基準日にするかを定義します。
weekに指定できる値は次の七つです。
su：日曜日を基準日とします。
mo：月曜日を基準日とします。
tu：火曜日を基準日とします。
we：水曜日を基準日とします。
th：木曜日を基準日とします。
fr：金曜日を基準日とします。
sa：土曜日を基準日とします。
nに指定できる値は，1～ 5（単位：週）です。

デフォルト値：上位ジョブグループの基準日
上位のすべてのジョブグループに基準日が定義されていない場合は，
1が仮定されます。

○

月区分 カレンダー情報として，月区分を次の項目から指定します。
th：基準日以降の日を基準日の月（当月）とします。
ne：基準日以降の日を翌月とします。
デフォルト値：上位ジョブグループの月区分
上位のすべてのジョブグループに月区分が定義されていない場合は，
thが仮定されます。

○
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（7） カレンダー定義情報部

表 5-7　カレンダー定義情報部の内容

基準時刻 カレンダー情報として基準時刻を「hh:mm」の形式で定義します。
hh：

基準時刻の時を指定します。
指定できる値：0～ 23（単位：時）

mm：
基準時刻の分を指定します。
指定できる値：0～ 59（単位：分）

デフォルト値：上位ジョブグループの基準時刻
上位のすべてのジョブグループに基準時刻が定義されていない場合は，
00:00が仮定されます。

○

ジョブグループ種別 ジョブグループの種別を次の項目から指定します。
p：プランニンググループ
n：ジョブグループ
デフォルト値：n

○

項目名 定義内容 表
示

週間標準値 カレンダー情報として曜日単位の運用日・休業日を定義します。
o（英小文字のオー）：

指定した曜日を運用日にします。
x（英小文字のエックス）：

指定した曜日を休業日にします。
デフォルト値：上位ジョブグループの運用日・休業日
上位のすべてのジョブグループに運用日・休業日が定義されていない
場合は，すべて運用日扱いになります。
また，定義内容は「運用日」「休業日」で定義した情報が優先されま
す。

○

項目名 定義内容 表
示
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（8） ジョブネット定義情報部

運用日 カレンダー情報として日単位で運用日を定義する場合に，「YYYY/MM/
DD」の形式で指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
YYYY：

運用日の西暦年を指定します。
指定できる値：1994～ 2036（単位：年）

MM：
運用日の月を指定します。
指定できる値：1～ 12（単位：月）

DD：
運用日の日を指定します。
指定できる値：1～ 31（単位：日）

デフォルト値：
「週間標準値」で定義した運用日または，上位ジョブグループの運
用日

上位のすべてのジョブグループに何も定義されていない場合，スケ
ジュールはすべて運用日扱いになります。
既存の運用日を解除する場合は，運用日に続けて「:X」を入力してく
ださい（例：YYYY/MM/DD:X）。

○

休業日 カレンダー情報として日単位で休業日を定義する場合に，「YYYY/MM/
DD」の形式で指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）を
入れて入力してください。
YYYY：

休業日の西暦年を指定します。
指定できる値：1994～ 2036（単位：年）

MM：
休業日の月を指定します。
指定できる値：1～ 12（単位：月）

DD：
休業日の日を指定します。
指定できる値：1～ 31（単位：日）

デフォルト値：
「週間標準値」で定義した運用日または，上位ジョブグループの休
業日

上位のすべてのジョブグループに何も定義されていない場合，スケ
ジュールはすべて運用日扱いになります。
既存の休業日を解除する場合は，休業日に続けて「:X」を入力してく
ださい（例：YYYY/MM/DD:X）。

○

項目名 定義内容 表
示
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表 5-8　ジョブネット定義情報部の内容

項目名 定義内容 表
示

多重起動 ジョブネット実行の多重起動を許可するかどうかを次の項目から指定
します。
y：

多重起動を許可します。
「保留」の w，aと同時に指定できません。

n：
多重起動を許可しません。

デフォルト値：n

○

保存世代数 ジョブネットの保存世代数を定義します。
このパラメーターは，ルートジョブネットにだけ定義できます。
ネストジョブネットは，ルートジョブネットに定義された値を引き継
ぎます。
指定できる値：1～ 99（単位：世代）
デフォルト値：1

○

実行マネージャー リモートジョブネットの実行先となる JP1/AJS3 - Managerまたは
JP1/AJS2 - Managerホスト名を定義します。何も指定しない場合，
環境設定パラメーター「MANAGER-HOST」に定義されているマ
ネージャーホスト名が仮定されます。
指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）

○

優先順位 ジョブネット中のジョブの実行優先順位の仮定値を定義します。
指定できる値：1～ 5
（実行優先順位がいちばん低いのが 1，いちばん高いのが 5です）
デフォルト値：上位ジョブネットの定義に依存します。

○

打ち切り時間 「保留中」，「起動条件待ち」，またはジョブネットが実行抑止されてい
るため実行開始予定時刻を超えて「開始時刻待ち」状態のジョブネッ
トに，待ち状態を打ち切る日数を定義します。
次の項目から指定します。
1または 2：

ジョブネットが属するジョブグループの基準日から 1または 2日
で待ち状態を打ち切ります。

no：
待ち状態を打ち切る日数を設定しません。
この場合，待ち状態を打ち切る日数はマネージャーホストの環境
設定のスケジューラーオプションで設定した値になります。

un：
待ち状態を打ち切らないで，無制限に待ち続けます。

デフォルト値：no

○

スケジューリング方式 ジョブネット実行のスケジューリング方式を次の項目から指定します。
sch：

スケジュールスキップ方式を使用します。
mlt：

多重スケジュール方式を使用します。
デフォルト値：sch

○

実行所要時間 終了遅延を監視するジョブネットまたはリモートジョブネットの実行
所要時間を定義します。
指定できる値：1～ 2,879（単位：分）

○

130



5.　定義情報一覧
（9） ジョブネットコネクタ定義情報部

表 5-9　ジョブネットコネクタ定義情報部の内容

注※
接続先のジョブネット名に，存在しないユニット，またはプランニンググループお
よびルートジョブネット以外のユニットを指定し，一括定義，単独定義，または変
更でエクスポートしても，エラーにはならないで更新されます。

（10） 起動条件定義情報部

表 5-10　起動条件定義情報部の内容

（11） スケジュール定義情報部

項目名 定義内容 表
示

接続先のジョブネット名※ 接続先のプランニンググループまたはルートジョブ
ネットをユニット完全名で指定します。
指定できる文字数：1～ 930（単位：バイト）

○

項目名 定義内容 表
示

起動条件 起動条件の接続種別を次の項目から指定します。
and：

起動条件をすべて満たしたときジョブが起動します。
or：

どれか一つ起動条件が成立するとジョブが起動します。
デフォルト値：and

○
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表 5-11　スケジュール定義情報部の内容

項目名 定義内容 表
示

上位のジョブネット
に依存する

上位ジョブネットのスケジュールとの依存関係を定義します。
このパラメーターは，ルートジョブネットには定義できません。
次の項目から指定します。
y：

上位ジョブネットのスケジュールに依存します。
n：

上位ジョブネットのスケジュールに依存しません。
デフォルト値：y

○

有効範囲 定義したスケジュールの有効期日を「yyyy/mm/dd」の形式で定義しま
す。
yyyy：

有効期日の年を西暦年で指定します。
指定できる値：1994～ 2036（単位：年）

mm：
有効期日の月を指定します。
指定できる値：1～ 12（単位：月）

dd：
有効期日の日を指定します。
指定できる値：1～ 31（単位：日）

○

ジョブグループ名 ほかのジョブグループのカレンダー情報を参照する場合に，参照するカ
レンダー情報が定義されているジョブグループ名を定義します。
指定できる文字数：1～ 930（単位：バイト）

○

排他ジョブネット名 同一階層にあり，排他実行したいジョブネットがある場合，該当する
ジョブネット名を定義します。
指定できる文字数：1～ 30（単位：バイト）

○

リンクするルール番
号

対応する上位ジョブネットの実行開始日のルール番号を定義します。
指定できる値：1～ 144
省略した場合，ルール番号とリンク番号が同じになります。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。

○
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開始日 種別 ジョブネットの実行開始日の種別を定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
次の項目から指定します。
登録日：

ジョブネットを実行登録した日を実行開始日とします。
絶対日：

ジョブネットの実行開始日を絶対日で指定します。
相対日：

ジョブネットの実行開始日を相対日で指定します。
運用日：

ジョブネットの実行開始日を運用日で指定します。
休業日：

ジョブネットの実行開始日を休業日で指定します。
不定期：

ジョブネットに特定の開始日を指定しません。

○

開始年
月

ジョブネットの実行開始年月を「yyyy/mm」の形式で定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
yyyy：

ジョブネットの実行開始日の西暦年を指定します。
指定できる値：1994～ 2036（単位：年）
デフォルト値：ジョブネットを実行登録した日の年

mm：
ジョブネットの実行開始日の月を指定します。
指定できる値：1～ 12（単位：月）
デフォルト値：ジョブネットを実行登録した日の月

○

開始日 ジョブネットの実行日を定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
n：

絶対日，相対日を指定した場合に指定します。
絶対日で指定できる値：1～ 31（単位：日）
相対日で指定できる値：1～ 35（単位：日）

第 n：
運用日，休業日を指定した場合に指定します。
指定できる値：1～ 315（単位：日）

最終：
最終日，最終運用日，最終休業日に実行する場合に指定します。

最終 -n：
最終日，最終運用日，最終休業日から何日前に実行するかを指定し
ます。
nに指定できる値：
絶対日指定の場合：0～ 30（単位：日）
相対日，運用日，休業日指定の場合：0～ 34（単位：日）

第 nX曜：
nに指定できる値：1～ 5のどれか
Xに指定できる値：月，火，水，木，金，土，日のどれか

最終 X曜：
Xに指定できる値：月，火，水，木，金，土，日のどれか

○

項目名 定義内容 表
示
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開始時刻 ジョブネットの実行開始時刻を（+）hh:mmの形式で定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
+：

hhおよびmmで指定するジョブネットの実行開始時刻を相対時刻
として扱います。
省略した場合，絶対時刻として扱われます。

hh：
ジョブネットの実行開始時刻の時を指定します。
指定できる値：0～ 47（単位：時）
デフォルト値：0

mm：
ジョブネットの実行開始時刻の分を指定します。
指定できる値：0～ 59（単位：分）
デフォルト値：0

デフォルト値：+00:00（相対時刻の 0時 00分）

○

処理サイクル ジョブネットの実行サイクルを定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
次の項目から指定します。
不定期：

定期的な実行サイクルがない場合に指定します。
n日毎：

nに指定できる値：1～ 31（単位：日）
n運用日毎：

nに指定できる値：1～ 31（単位：日）
n休業日毎：

nに指定できる値：1～ 31（単位：日）
n週毎：

nに指定できる値：1～ 5（単位：週）
n月毎：

nに指定できる値：1～ 12（単位：月）
n年毎：

nに指定できる値：1～ 9（単位：年）
デフォルト値：不定期

○

休業日の振り替え ジョブネットの実行予定日が JP1/AJS上のカレンダーで休業日の場合，
実行日を振り替える方法を定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
次の項目から指定します。
前振り替え：

実行予定日の前の日に振り替えます。
後振り替え：

実行予定日の後の日に振り替えます。
実行しない：

ジョブネットを実行しません。
実行する：

実行予定日が休業日であっても，JP1/AJSのサービスが起動してい
る場合にだけ強制的に実行します。

デフォルト値：「実行しない」

○

項目名 定義内容 表
示
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猶予日数 ジョブネットの実行振り替えの猶予日数を定義します。
複数指定の場合は同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）を入れて
入力してください。
指定できる値：1～ 31（単位：日）
デフォルト値：2

○

起算スケジュール ジョブネットの起算スケジュールを定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
-n運用日：

ジョブネットの実行日を，起点日（処理サイクル指定や，振り替え
指定によって求められた実行予定日）から前日以前の運用日に振り
替えます。

+n運用日：
ジョブネットの実行日を，起点日（処理サイクル指定や，振り替え
指定によって求められた実行予定日）から翌日以降の運用日に振り
替えます。

省略した場合，起算スケジュールを利用しません。

○

起算猶予日数 起算猶予日数を定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
指定できる値：1～ 31（単位：日）
デフォルト値：10

○

遅延監視 ジョブネットの開始・終了遅延時間を次のどれかの形式で定義します。
hh:mm
MMMMmmmm
UUUUmmmm
CCCCmmmm
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
hh：

ジョブネットの開始・終了遅延時間の時を指定します。
指定できる値：0～ 47（単位：時）

mm：
ジョブネットの開始・終了遅延時間の分を指定します。
指定できる値：0～ 59（単位：分）

mmmm：
ルートジョブネット，上位ジョブネットまたは自ジョブネットの実
行開始時間からの相対分で開始・終了遅延時間を指定します。
指定できる値：1～ 2,879（単位：分）

M：
mmmmで指定した分を，ルートジョブネットの実行開始・終了時
刻からの相対分とします。

U：
mmmmで指定した分を，上位ジョブネットの実行開始・終了時刻
からの相対分とします。

C：
mmmmで指定した分を，自ジョブネットの実行開始・終了時刻か
らの相対分とします。

○

項目名 定義内容 表
示
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（12） 標準ジョブ定義情報部

起動条件 回数 イベント起動によって実行を開始したジョブネットが，実行終了後再度
イベント待ちをする回数を定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
次の項目から指定します。
no：

イベント待ちをしません。
n：

イベント待ちをする回数を指定します。
nに指定できる値：1～ 999（単位：回）
デフォルト値：1

un：
無制限にイベントを待ちます。

デフォルト値：no

○

時間 ジョブネットのイベント待ちを解除する時刻を次のどれかの形式で定義
します。
no
hh:mm
mmmm
un
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で区
切って入力してください。
no：

イベント待ちを利用しません。
hh：

イベント待ちを解除する時刻の時を指定します。
指定できる値：0～ 47（単位：時）
mm：

イベント待ちを解除する時刻の分を指定します。
指定できる値：0～ 59（単位：分）
mmmm：
イベント待ちを解除する時刻を，ジョブネットの実行開始時刻からの相
対分で指定します。
指定できる値：1～ 2,879（単位：分）
un：
無制限にイベントを待ちます。
デフォルト値：no

○

項目名 定義内容 表
示
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表 5-12　標準ジョブ定義情報部の内容

項目名 定義内容 表
示

コマンド文 UNIXジョブのコマンドテキストを定義します。
複数行定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）
で区切って入力してください。
セル内に指定できる文字数：1～ 1,023（単位：バイト）
インポート時の表示について：

マネージャーホストに定義されている「コマンド文」にタブ文字
が含まれる場合，タブ文字は半角スペースに置き換わります。

○

実行ファイル名 UNIXジョブの場合，ジョブを実行するエージェントホスト上のスク
リプトファイル名を定義します。
PCジョブ，QUEUEジョブの場合，エージェントホスト上の実行ファ
イル名を定義します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

パラメーター 実行ファイルに対するパラメーターを定義します。
指定できる文字数：1～ 1,023（単位：バイト）

○

環境変数 環境変数を「環境変数名 =値」の形式で定義します。
複数行定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）
で区切って入力してください。
セル内に指定できる文字数：1～ 20,479（単位：バイト）

○

環境変数ファイル名 エージェントホスト上の環境変数ファイル名を定義します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

ワークパス 作業用パス名をフルパス名で定義します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

標準入力ファイル名 ジョブを実行するエージェントホスト上の標準入力ファイル名を定義
します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

標準出力
ファイル
名

ファイル
名

ジョブを実行するエージェントホスト上の標準出力ファイル名を定義
します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

追加書き 標準出力ファイル名の追加書きオプションを定義します。
「標準出力ファイル名：ファイル名」を指定しなかった場合，このパラ
メーターは無効になります。
new：ファイルを新規に作成します。
add：既存のファイルに情報を追加します。
デフォルト値：new

○
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標準エ
ラー出力
ファイル
名

ファイル
名

ジョブを実行するエージェントホスト上の標準エラー出力ファイル名
を定義します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

追加書き 標準エラー出力ファイル名の追加書きオプションを定義します。
「標準エラー出力ファイル名：ファイル名」を指定しなかった場合，こ
のパラメーターは無効になります。
new：ファイルを新規に作成します。
add：既存のファイルに情報を追加します。
デフォルト値：new

○

ホスト名 QUEUEジョブをサブミットするホスト名を定義します。
指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）

○

キュー名 QUEUEジョブをサブミットするキュー名を定義します。
指定できる文字数：1～ 63（単位：バイト）

○

ジョブ名 QUEUEジョブをサブミットする場合のジョブ名を定義します。
指定できる文字数：1～ 63（単位：バイト）

○

実行優先順位 ジョブの実行優先順位を定義します。
指定できる値：1～ 5
（実行優先順位がいちばん低いのが 1，いちばん高いのが 5です）
デフォルト値：上位ジョブネットの定義に依存します。

○

終了判定 判定結果 終了判定種別を次の項目から指定します。
nm：
すべて正常終了とします。

ab：
すべて異常終了とします。

cod：
終了コードが指定値以下の場合は，正常終了とします。

mdf：
ジョブの実行開始から実行終了までの間にファイルが更新されて
いる場合は，正常終了とします。QUEUEジョブには指定できま
せん。

exf：
ジョブの実行終了時にファイルが作成されている場合は，正常終
了とします。QUEUEジョブには指定できません。

デフォルト値：cod

○

警告しき
い値

警告終了のしきい値を定義します。
指定できる値：0～ 2,147,483,647

○

異常しき
い値

異常終了のしきい値を定義します。
指定できる値：0～ 2,147,483,647
デフォルト値：0

○

ファイル
名

ジョブを実行するエージェントホスト上の終了判定ファイル名を定義
します。
ファイル名は，絶対パスおよび相対パスで指定できます。
相対パスで指定した場合，ジョブ実行時の作業用パスからの相対パス
になります。QUEUEジョブには指定できません。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

項目名 定義内容 表
示
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（13） イベントジョブ定義情報部

表 5-13　イベントジョブ定義情報部の内容

実行時のユーザー エージェントホストでジョブを実行する場合の，ジョブを実行する OS
ユーザー名を定義します。
ユーザー名中には，空白文字を指定できません。
指定できる文字数：1～ 63（単位：バイト）

○

判定条件 条件 先行ジョブの終了コードと判定値を比較して判定する際の判定条件を
次の項目から指定します。
gt：先行ジョブの終了コードが判定値より大きい。
ge：先行ジョブの終了コードが判定値以上。
lt：先行ジョブの終了コードが判定値より小さい。
le：先行ジョブの終了コードが判定値以下。
eq：先行ジョブの終了コードが判定値と等しい。
ne：先行ジョブの終了コードが判定値と等しくない。
ef：ファイルが作成されている。
nf：ファイルが作成されていない。
vgt：指定された変数の値（数値）が判定値より大きい。
vge：指定された変数の値（数値）が判定値以上。
vlt：指定された変数の値（数値）が判定値より小さい。
vle：指定された変数の値（数値）が判定値以下。
veq：指定された変数の値（数値）が判定値と等しい。
vne：指定された変数の値（数値）が判定値と等しくない。
sce：指定された変数の値（文字列）が判定値と等しい。
spe：指定された変数の値（文字列）が判定値を含んでいる。
sne：指定された変数の値（文字列）が判定値と等しくない。
snn：指定された変数の値（文字列）がある。
snl：指定された変数の値（文字列）がない。
デフォルト値：gt

○

判定値 判定の対象となる判定終了コードを定義します。
「条件」の ef，nf，vgt，vge，vlt，vle，veq，vne，sce，spe，sne，
snn，snlと同時には指定できません。
指定できる値：0～ 4,294,967,295

○

ファイル
名

終了判定の対象となるファイル名を定義します。
「条件」の gt，ge，lt，le，eq，ne，vgt，vge，vlt，vle，veq，vne，
sce，spe，sne，snn，snlと同時には指定できません。
指定できる文字数：1～ 260（単位：バイト）

○

項目名 定義内容 表
示

待ち時間 実行間隔制御ジョブの待ち時間を定義します。
指定できる値：1～ 1,440（単位：分）
デフォルト値：10

○

項目名 定義内容 表
示
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監視対象ファイル名 ファイル監視ジョブの監視対象ファイル名を定義します。
ファイル名は，完全名，または「*（ワイルドカード）」を使用した総
称名で指定できます。
指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）

○

監視条件 条件 ファイル監視ジョブの監視条件を定義します。
監視条件は，複数指定できます。ただし，sとmは同時に指定できま
せん。
次の項目から指定します。
c：ファイルの作成を監視します。
d：ファイルの削除を監視します。
s：ファイルのサイズ変更を監視します。
m：ファイルの最終書き込み時刻変更を監視します。
c:d：cと dを同時に指定します。
c:s：cと sを同時に指定します。
c:m：cとmを同時に指定します。
d:s：dと sを同時に指定します。
d:m：dとmを同時に指定します。
c:d:s：cと dと sを同時に指定します。
c:d:m：cと dとmを同時に指定します。
デフォルト値：c

○

詳細（作
成）

ファイルの作成を監視するときに，監視対象ファイルが存在する場合
の扱いを定義します。
次の項目から指定します。
y：監視条件成立とし，正常終了します。
n：監視対象ファイルの監視を続けます。

○

監視間隔 ファイル監視ジョブのファイルを監視する時間間隔を定義します。
指定できる値：1～ 600（単位：秒）
ただし，監視対象ファイル名に「*（ワイルドカード）」を使用し
た総称名を監視対象ファイル名に指定する場合，監視間隔に 1～
9は指定できません。

デフォルト値：60

○

受信イベント ID JP1イベント受信監視ジョブの受信対象のイベント IDを定義します。
指定できる値：00000000:00000000～ FFFFFFFF:FFFFFFFF（16
進数）

○

イベント発行元ホスト
名

JP1イベント受信監視ジョブのイベント発行元ホスト名を定義します。
指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）

○

受信イベントメッセー
ジ

JP1イベント受信監視ジョブの，受信対象のイベントのメッセージ部
分と比較する文字列を定義します。
指定できる文字数：1～ 1,024（単位：バイト）

○

項目名 定義内容 表
示
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（14） アクションジョブ定義情報部

表 5-14　アクションジョブ定義情報部の内容

打ち切り後の状態 実行打ち切り時間が経過したあとのイベントジョブの状態を定義しま
す。
起動条件内のジョブの場合，この定義項目は無効になります。
次の項目から指定します。
kl：強制終了
nr：正常終了
wr：警告検出終了
an：異常検出終了
デフォルト値：kl

○

項目名 定義内容 表
示

送信イベント ID JP1イベント送信ジョブが送信するイベント IDを定義します。
指定できる値：00000000～ 00001FFF，7FFF8000～ 7FFFFFFF
（16進数）

○

イベント送信先ホスト
名

JP1イベント送信ジョブのイベント送信先ホスト名を定義します。
指定できる文字数：1～ 255（単位：バイト）

○

送信イベントメッセー
ジ

JP1イベント送信ジョブが送信するイベントに付けるメッセージを定
義します。
指定できる文字数：1～ 1,023（単位：バイト）

○

送信イベント重大度 JP1イベント送信ジョブのイベントに付ける重大度を定義します。
次の項目から指定します。
em：「緊急」を設定します。
al：「警戒」を設定します。
cr：「致命的」を設定します。
er：「エラー」を設定します。
wr：「警告」を設定します。
no：「通知」を設定します。
in：「情報」を設定します。
db：「デバッグ」を設定します。
デフォルト値：no

○

イベントの到達確認 イベント到達確認をするかどうかを定義します。
y：到達確認をします。
n：到達確認をしません。
デフォルト値：n

○

確認間隔 JP1イベントが到達していなかった場合に到達確認をする間隔を定義
します。
指定できる値：3～ 600（単位：秒）

○

項目名 定義内容 表
示
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（15） ジョブ共通属性情報部

表 5-15　ジョブ共通属性情報部の内容

確認回数 JP1イベントが到達していなかった場合に到達確認をする回数を定義
します。
指定できる値：0～ 999（単位：回）

○

プラットフォーム JP1イベント送信ジョブを実行するプラットフォーム種別を次の項目
から指定します。
p：Windows環境で実行します。
u：UNIX環境で実行します。
デフォルト値：p

○

項目名 定義内容 表
示

実行ユーザー種別 ジョブ実行時の JP1ユーザーを定義します。
イベントジョブの場合，この定義項目は無効になります。
次の項目から指定します。
ent：
ジョブネットを登録した JP1ユーザーをジョブ実行時の JP1ユー
ザーとします。

def：
ジョブを所有する JP1ユーザーをジョブ実行時の JP1ユーザーと
します。

デフォルト値：ent

○

打ち切り時間 ジョブの実行打ち切り時間を実行開始時刻からの相対分で定義します。
起動条件内のジョブの場合，このパラメーターは無効になります。
指定できる値：1～ 1,440（単位：分）

○

実行所要時間 終了遅延監視をするジョブの実行所要時間を定義します。
指定できる値：1～ 1,440（単位：分）

○

実行先サービス キューイング属性の種別を次の項目から指定します。
q：キューイング属性あり。
n：キューイング属性なし。
デフォルト値：q

○

項目名 定義内容 表
示
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転送ファ
イル 1

転送元
ファイル
名

転送元ファイル名をフルパス名で定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定できます。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

転送先
ファイル
名

エージェントホストの転送する転送先ファイル名を定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

自動削除 転送先ファイルの自動削除オプションを定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，およびそのリカバリージョブに指定できま
す。QUEUEジョブには指定できません。
sav：ファイルを保存します。
del：ファイルを削除します。

○

転送ファ
イル 2

転送元
ファイル
名

転送元ファイル名をフルパス名で定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定できます。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

転送先
ファイル
名

エージェントホストの転送する転送先ファイル名を定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

自動削除 転送先ファイルの自動削除オプションを定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，およびそのリカバリージョブに指定できま
す。QUEUEジョブには指定できません。
sav：ファイルを保存します。
del：ファイルを削除します。

○

転送ファ
イル 3

転送元
ファイル
名

転送元ファイル名をフルパス名で定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定できます。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

転送先
ファイル
名

エージェントホストの転送する転送先ファイル名を定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

自動削除 転送先ファイルの自動削除オプションを定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，およびそのリカバリージョブに指定できま
す。QUEUEジョブには指定できません。
sav：ファイルを保存します。
del：ファイルを削除します。

○

項目名 定義内容 表
示
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（16） 待ち合わせ条件定義情報部

表 5-16　待ち合わせ条件定義情報部の内容

転送ファ
イル 4

転送元
ファイル
名

転送元ファイル名をフルパス名で定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定できます。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

転送先
ファイル
名

エージェントホストの転送する転送先ファイル名を定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，QUEUEジョブ，およびそのリカバリー
ジョブに指定します。
指定できる文字数：1～ 511（単位：バイト）

○

自動削除 転送先ファイルの自動削除オプションを定義します。
UNIXジョブ，PCジョブ，およびそのリカバリージョブに指定できま
す。QUEUEジョブには指定できません。
sav：ファイルを保存します。
del：ファイルを削除します。

○

項目名 定義内容 表
示

待ち合わせ対象ユニッ
ト名

待ち合わせ対象ユニットとするユニットの完全名を定義します。待ち
合わせ条件を設定する場合は，必ずこの項目を定義してください。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］＋［Enter］キー）
で区切って入力してください。
指定できる文字数：1～ 930（単位：バイト）
既存の待ち合わせ対象ユニットを削除する場合は，ユニット名に続け
て「:X」を入力してください（指定例：joba:X）。
既存の待ち合わせ対象ユニットをすべて削除する場合は，値を省略し
てください。

○

待ち合わせ方法 待ち合わせ対象ユニットの終了をどのように待ち合わせるかを指定し
ます。省略した場合は，「and」が仮定されます。
and：

すべての待ち合わせ対象ユニットが終了したら実行します。
or：

待ち合わせ対象ユニットが一つでも終了したら実行します。
デフォルト値：and

○

待ち合わせる世代がな
い場合

待ち合わせ対象ユニットに，待ち合わせる世代がない場合の動作を指
定します。省略した場合は，「開始しない」が仮定されます。
開始する：

実行を開始します。
開始しない：

実行を開始しません。
デフォルト値：開始しない

○

項目名 定義内容 表
示
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（17） ツールユニット定義情報部

表 5-17　ツールユニット定義情報部の内容

注※
出力マクロ変数に半角スペースまたは全角スペースが含まれる場合は，エクスポー
ト時に取り除かれて定義されます。ただし，エクスポート実行結果ファイルの出力
マクロ変数には，半角スペースまたは全角スペースが含まれたままになります（設
定値は変更されません）。半角スペースまたは全角スペースを使用している出力マク
ロ変数を特定したい場合は，エラーチェック機能を使用してください。

（18） その他の定義情報部

項目名 定義内容 表
示

引き継ぎ
情報

正規表現 出力マクロ変数に設定する値を切り出す条件を正規表現で定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］＋［Enter］キー）で
区切って入力してください。
指定できる文字数：1～ 64（単位：バイト）

○

出力マク
ロ変数※

出力マクロ変数を「?AJS2xxxxx?」の形式で定義します。
複数定義する場合は，同一セル内に改行（［Alt］＋［Enter］キー）で
区切って入力してください。
指定できる文字数：1～ 64（単位：バイト）
xxxxxの部分に指定できる文字：英大文字，数字，ピリオド（.）

○
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表 5-18　その他の定義情報部

（19） カスタムジョブ定義情報部

カスタム情報定義情報部には，JP1/OJE for VOS3の詳細定義に関する「VOS3ジョブ定
義情報部」と，JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for Enterprise 
Applicationsの詳細定義に関する「R/3ジョブ定義情報部」があります。ここでは，定義
内容だけ記載します。入力規則の詳細については，マニュアル「VOS3オープンジョブ
ウェイ支援 JP1/Open Job Entry」，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 
System 3 for Enterprise Applications」，またはマニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 for Enterprise Applications」を参照してください。

（a）VOS3ジョブ定義情報部

表 5-19　VOS3ジョブ定義情報部の内容

項目名 定義内容 表
示

その他の定義情報 一覧に出力されない定義情報をユニット定義パラメーターの形式で定
義します。
インポート時の表示について

その他の定義情報のセルに出力された定義情報にタブ文字が含ま
れていた場合は，その他の定義情報のセル上にタブ文字は表示さ
れません。

エクスポート時の特殊文字について
その他の定義情報のセル中で特殊文字を通常文字として扱う場合
は，キャスト文字の指定が必要な場合があります。ユニット定義
パラメーターの形式については，マニュアル「JP1/Automatic 
Job Management System 3 コマンドリファレンス 2」，またはマ
ニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンド
リファレンス」の定義情報の形式およびパラメーターを説明して
いる個所を参照してください。
なお，インポートで取得した定義情報については，「"（ダブル
クォーテーションマーク）」と「#」はすでにキャストしてあるた
め，キャストする必要はありません。

○

項目名 定義内容 表
示

ホスト名 JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［ホスト名］に
指定する内容を指定します。
指定できる文字数：1～ 15（単位：バイト）

×

ユーザ登録名 JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［ユーザー登録
名］に指定する内容を指定します。
指定できる文字数：1～ 7（単位：バイト）

×
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注※
インポートした値はスクランブルが掛かったまま表示されます。
なお，JP1/AJS3 - Definition Assistantではスクランブル機能には対応していないた
め，任意の値を定義できません。インポートした値はそのままエクスポートしてく
ださい。

（b）R/3ジョブ定義情報部

パスワード※ JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［パスワード］
に指定する内容を指定します。
指定できる文字数：1～ 8（単位：バイト）

×

グループ名 JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［グループ名］
に指定する内容を指定します。
指定できる文字数：1～ 8（単位：バイト）

×

データセット名 JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［データセット
名］に指定する内容を指定します。
指定できる文字数：1～ 44（単位：バイト）

×

メンバ名 JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［メンバ名］に
指定する内容を指定します。
指定できる文字数：1～ 8（単位：バイト）

×

終了報告 JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［終了報告］に
指定する内容を指定します。
指定できる値：1～ 3
1：ジョブ実行終了時
2：ジョブの登録時
3：終了報告を受信しない

×

ジョブ入力方法 JP1/OJE for VOS3の［ジョブの設定ダイアログ］の［ジョブ入力方
法］に指定する内容を指定します。
次の項目から指定します。
N：オープンバッチ
C：クローズバッチ

×

項目名 定義内容 表
示

147



5.　定義情報一覧
表 5-20　R/3ジョブ定義情報部の内容

項目名 定義内容 表
示

ホスト名 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのコマンド引数 -hで指定するホスト名を指
定します。
指定できる文字数：1～ 100（単位：バイト）

×

システム番号 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのコマンド引数 -sで指定するシステム番号
を指定します。
指定できる値：0～ 99

×

あて先 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのコマンド引数 -dで指定するあて先を指定
します。
指定できる文字数：1～ 64（単位：バイト）

×

クライアント JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのコマンド引数 -cで指定するクライアント
を指定します。
指定できる値：0～ 999

×

ユーザー名 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのコマンド引数 -uで指定するユーザー名を
指定します。
ユーザー名には，小文字の半角英字を指定できません。
指定できる文字数：1～ 12（単位：バイト）

×

パスワード※ 1 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのコマンド引数 -pで指定するパスワードを
指定します。
指定できる文字数：1～ 10（単位：バイト）

×

拡張パスワード※ 1 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのコマンド引数 -p2で指定する拡張パスワー
ドを指定します。
指定できる文字数：1～ 40（単位：バイト）

×

ジョブ名 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -jnで指定する
ジョブ名を指定します。
ジョブ名には，小文字の半角英字を指定できません。
指定できる文字数：1～ 32（単位：バイト）

×
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ジョブス
テップ

プログラ
ム種別

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのジョブステップのプログラム種別を指定し
ます。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
pa：ABAPプログラム
px：外部プログラム

×

プログラ
ム

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -paで指定する
ABAPプログラム，または -pxで指定する外部プログラムを指定しま
す。
ABAPプログラムの場合，プログラムには小文字の半角英字を指定で
きません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：

ABAPプログラム：1～ 40（単位：バイト）
外部プログラム：1～ 128（単位：バイト）

×

バリアン
ト

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -var，またはコ
マンド引数 -argで指定するバリアントを指定します。
ABAPプログラムの場合，バリアントには小文字の半角英字を指定で
きません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：

ABAPプログラム：1～ 14（単位：バイト）
外部プログラム：1～ 255（単位：バイト）

×

権限ユー
ザー

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -authで指定す
る権限ユーザーを指定します。
権限ユーザーには，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 12（単位：バイト）

×

対象ホス
ト

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -xpgtghで指定
するホスト名を指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 32（単位：バイト）

×

項目名 定義内容 表
示
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保管モー
ド

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -armodeで指定
する，実行結果の保管方法を指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
P：印刷
A：アーカイブ
PA：印刷とアーカイブ
デフォルト値：P

×

出力先 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -outで指定する
出力先を指定します。
出力先には，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 4（単位：バイト）

×

行 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -lnで指定する
出力書式の行数を指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
指定できる値：1～ 255（単位：行）

×

列 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -colで指定する
出力書式の列数を指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
指定できる値：1～ 255（単位：列）

×

書式 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -fmtで指定する
書式を指定します。
書式には，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
指定できる値：1～ 16（単位：バイト）

×

印刷部数 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -ccで指定する
印刷部数を指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
指定できる値：1～ 255（単位：部）
デフォルト値：1

×

項目名 定義内容 表
示
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権限 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -shwpwdで指定
する権限を指定します。
権限には，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 12（単位：バイト）

×

スプール
保存期間

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -rpdで指定する
スプール保存期間を指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
n：印刷要求を保存する日数を指定します。

nには，1～ 8（単位：日）を指定します。
unlimited：印刷要求を無期限に保存します。
デフォルト値：8

×

SAP表
紙

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -sapcvrで指定
する SAP表紙を指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
Y：SAP表紙を印刷します。
N：SAP表紙を印刷しません。
D：使用する印刷装置の設定に従います。
デフォルト値：Ｄ

×

受信者 JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -receiverで指
定する受信者を指定します。
受信者には，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 12（単位：バイト）

×

オブジェ
クトタイ
プ

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -objtypで指定
するオブジェクトタイプを指定します。
オブジェクトタイプには，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 10（単位：バイト）

×

文書タイ
プ

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -doctypで指定
する文書タイプを指定します。
文書タイプには，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 10（単位：バイト）

×

項目名 定義内容 表
示
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注※ 1
スクランブルは掛からず，そのまま表示されます。

注※ 2
値に改行が含まれる場合，改行文字は削除され，複数行のデータは 1行のデータと
して扱われます。

（20） 最終更新日時情報部

表 5-21　最終更新日時情報部の内容

情報 ID JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -infoで指定す
る情報 IDを指定します。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 3（単位：バイト）

×

情報テキ
スト

JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数 -textで指定す
る内容説明を指定します。
情報テキストには，小文字の半角英字を指定できません。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。
1行に指定できる文字数：1～ 40（単位：バイト）

×

他のジョ
ブステッ
プ情報

一覧に表示されない JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは
JP1/AJS2 for Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンドのジョブ
ステップ情報を指定します。
コマンド引数形式で指定してください。
複数指定する場合は，同一セル内に改行（［Alt］+［Enter］キー）で
区切って入力してください。

×

他の R/3ジョブ定義情
報※ 2

一覧に表示されない JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは
JP1/AJS2 for Enterprise Applicationsの jr3bjsubコマンド引数を指
定します。
コマンド引数形式で指定してください。ジョブステップ情報は指定し
ないでください。

×

項目名 定義内容 表示

最終更新日時 ユニットの最終更新日時を表示します。
この項目は，エクスポートの対象ではありません。また，値を変更す
ることはできません。

○

項目名 定義内容 表
示
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（21） エラーメッセージ情報部

表 5-22　エラーメッセージ情報部の内容

項目名 定義内容 表示

エラーメッセージ エラーメッセージを表示します。
この項目は，エクスポートの対象ではありません。

○
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5.2　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
定義項目との対応

JP1/AJS3 - Definition Assistantの情報管理テンプレートの，JP1/AJS3 - Viewまたは
JP1/AJS2 - Viewの各アイコンの定義項目との対応状況を次の表に示します。

なお，ユニット定義情報部，ユニット共通定義情報部，ユニット共通属性情報部，ジョ
ブ共通属性情報部，および待ち合わせ条件定義情報部に関しては，対応していることを
前提として記載を省略します。

表 5-23　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewの各アイコンの定義項目との対応

ユニット種別 定義項目 対応状況

ジョブグループ 基準日（日付指定） ○

基準日（曜日指定） ○

月区分 ○

基準時刻 ○

ジョブグループ種別 ○

週間標準値 ○

運用日 ○

休業日 ○

実行順序制御※ 1 ○

接続方式※ 1 ○

接続ホスト名※ 1 ○

接続サービス名※ 1 ○

ジョブネットコネクタ名※ 1 ○

実行順序制御方式※ 1 ○

マネージャージョブグループ 参照先ホスト ○

参照先ユニット名 ○

マネージャージョブネット 参照先ホスト ○

参照先ユニット名 ○
154



5.　定義情報一覧
ジョブネット 多重起動※ 2 ○

保存世代数※ 2 ○

優先順位 ○

打ち切り時間※ 2 ○

スケジューリング方式※ 2 ○

（ジョブネット監視の）実行所要時間 ○

リンクするルール番号 ○

上位のジョブネットに依存する ○

有効範囲 ○

（カレンダーを参照する）ジョブグループ名 ○

排他ジョブネット名 ○

開始日 ○

開始時刻 ○

処理サイクル ○

休業日の振り替え ○

猶予日数 ○

起算スケジュール ○

起算猶予日数 ○

開始遅延監視 ○

終了遅延監視 ○

起動条件 回数 ○

時間 ○

実行順序制御※ 2 ○

接続方式※ 2 ○

接続ホスト名※ 2 ○

接続サービス名※ 2 ○

ジョブネットコネクタ名※ 2 ○

実行順序制御方式※ 2 ○

ユニット種別 定義項目 対応状況
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リモートジョブネット 多重起動※ 3 ○

保存世代数※ 3 ○

優先順位 ○

打ち切り時間※ 3 ○

スケジューリング方式※ 3 ○

（ジョブネット監視の）実行所要時間 ○

上位のジョブネットに依存する ○

有効範囲 ○

（カレンダーを参照する）ジョブグループ名 ○

排他ジョブネット名 ○

リンクするルール番号 ○

開始日 ○

開始時刻 ○

処理サイクル ○

休業日の振り替え ○

猶予日数 ○

起算スケジュール ○

起算猶予日数 ○

開始遅延監視 ○

終了遅延監視 ○

起動条件 回数 ○

時間 ○

起動条件 起動条件 ○

監視世代の多重起動 △

起動条件成立した実行世代の滞留 △

起動条件付きジョブネット異常終了後の動作 △

判定ジョブ 判定条件 ○

判定値 ○

ファイル名 ○

変数名 △

変数の判定値（文字列） △

変数の判定値（数値） △

ユニット種別 定義項目 対応状況
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UNIXジョブ コマンド文 ○

スクリプトファイル名 ○

パラメーター ○

環境変数 ○

環境変数ファイル名 ○

ワークパス ○

実行優先順位 ○

標準入力ファイル名 ○

標準出力ファイル名 ○

標準エラー出力ファイル名 ○

終了判定 ○

実行時のユーザー ○

転送ファイル ○

PCジョブ 実行ファイル名 ○

パラメーター ○

環境変数 ○

環境変数ファイル名 ○

ワークパス ○

実行優先順位 ○

標準入力ファイル名 ○

標準出力ファイル名 ○

標準エラー出力ファイル名 ○

終了判定 ○

実行時のユーザー ○

転送ファイル ○

QUEUEジョブ ホスト名 ○

キュー名 ○

ジョブ名 ○

実行ファイル名 ○

パラメーター ○

実行優先順位 ○

終了判定 ○

転送ファイル ○

ユニット種別 定義項目 対応状況
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JP1イベント受信監視ジョブ イベント ID ○

イベント発行元ユーザー名 △

イベント発行元グループ名 △

イベント発行元ホスト名 ○

イベント発行元 IPアドレス △

メッセージ ○

イベント詳細情報 △

拡張属性指定 △

終了判定 △

その他の基本情報部の指定 △

実行前のイベント検索 △

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

ファイル監視ジョブ 監視対象ファイル名 ○

監視条件 条件 ○

詳細（作成） ○

監視間隔 ○

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

メール受信監視ジョブ 差出人一覧 △

件名一覧 △

本文一覧 △

受信後のオプション △

メールの保存 △

メール受信リスト △

本文ファイル △

添付ファイル保存先フォルダ △

リストファイル △

プラットフォーム △

プロファイル名 △

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

ユニット種別 定義項目 対応状況
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メッセージキュー受信監視ジョブ 相関識別子 △

メッセージ識別子 △

メッセージ入力キュー △

モデルキュー名 △

メッセージ格納ファイル △

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

MSMQ受信監視ジョブ パス名 △

相互関係 △

メッセージラベル △

アプリケーション情報 △

メッセージ格納ファイル △

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

ログファイル監視ジョブ ログファイル名 △

トラップするデータ △

ログ情報以外のデータ行の指定 △

ログファイル動作定義 △

ログファイル出力形式 △

レコード形式 △

ヘッダー指定 △

監視オプション △

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

Windowsイベントログ監視ジョ
ブ

ログ種別 △

イベントの種別 △

ソース △

分類 △

イベントＩＤ △

説明 △

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

実行間隔制御ジョブ 待ち時間 ○

打ち切り後の状態 ○

引き継ぎ △

ユニット種別 定義項目 対応状況
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JP1イベント送信ジョブ イベント送信先ホスト名 ○

イベント ID ○

メッセージ ○

重大度 ○

イベントの到達確認 ○

確認間隔 ○

確認回数 ○

拡張属性 △

プラットフォーム ○

メール送信ジョブ 宛先 △

件名 △

本文 △

プラットフォーム ○

プロファイル名 △

添付ファイル △

メッセージキュー送信ジョブ キュー名 △

キューマネージャー名 △

モデルキュー名 △

接続キュー管理プログラム名 △

相関識別子 △

メッセージ識別子 △

永続性 △

詳細設定 △

フォーマット名 △

メッセージデータファイル名 △

保持時間 △

優先度 △

デッドレターキュー △

プラットフォーム ○

ユニット種別 定義項目 対応状況
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MSMQ送信ジョブ キューパス名 △

キューラベル名 △

相互関係 △

メッセージラベル △

アプリケーション情報 △

配信制限時間 △

保持時間 △

優先順位 △

配信モード △

ログ △

メッセージ本文 △

本文ファイル名 △

本文タイプ △

JP1/Cm2状態通知ジョブ 状態 △

付加情報 △

プラットフォーム ○

ローカル電源制御ジョブ プラットフォーム ○

実行種別 △

終了要求種別 △

リモート電源制御ジョブ 対象ホスト △

要求種別 △

次回電源投入時刻の設定 △

再起動 △

電源オフの終了 △

プラットフォーム ○

ホストリンクジョブネット リンク先ネットグループ名 △

開始点指定 △

開始点詳細 △

終了点指定 △

終了点詳細 △

ジョブネットコネクタ 接続方式 ○

接続ホスト名 ○

接続サービス名 ○

接続先のジョブネット名 ○

ユニット種別 定義項目 対応状況
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標準カスタムジョブ
（VOS3JOB）

ホスト名 ○

ユーザ登録名 ○

パスワード ○

グループ名 ○

データセット名 ○

メンバ名 ○

終了報告 ○

ジョブ入力方法 ○

標準カスタムジョブ ホスト名 ○

（JP1AMR3） システム番号 ○

あて先 ○

クライアント ○

ユーザー名 ○

パスワード ○

拡張パスワード ○

言語 △

ジョブ名 ○

ジョブクラス △

プログラム ○

バリアント ○

権限ユーザー ○

言語（ABAPプログラム） △

保管モード ○

出力先 ○

行 ○

列 ○

書式名 ○

印刷部数 ○

権限 ○

即時印刷 △

出力後削除 △

スプール保存期間 ○

スプール依頼表題 △

SAP表紙 ○

レポート選択表紙 △

ユニット種別 定義項目 対応状況
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（凡例）
○：JP1/AJS3 - Definition Assistantの定義対応
△：未対応定義項目の保存機能で対応

注※ 1
プランニンググループの場合（ジョブグループ種別が pの場合）だけ定義できる項
目です。ジョブグループの場合（ジョブグループ種別が nの場合）は定義できませ
ん。

注※ 2
ルートジョブネットの場合だけ定義できる項目です。ネストジョブネットの場合は
定義できません。

注※ 3
ルートリモートジョブネットの場合だけ定義できる項目です。ネストリモートジョ
ブネットの場合は定義できません。

注※ 4

受信者 ○

部署 △

オブジェクトタイプ ○

文書タイプ ○

情報 ID ○

テキスト ○

実行先ホスト ○

ターゲットホスト △

ターゲットサーバー △

リリース※ 4 △

ジョブの終了監視 △

監視時間 △

ジョブの打ち切り △

問合せ間隔 △

標準出力メッセージ △

標準エラー出力メッセージ △

R/3ジョブログ △

親 /子ジョブの終了監視 △

引き継ぎ情報設定ジョブ 正規表現 ○

出力マクロ変数 ○

ユニット種別 定義項目 対応状況
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「リリースしない」，「可能な限りリリース早くリリースする」，「すぐにリリースす
る」をまとめたものです。
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6　 トラブルシューティング
この章では，トラブル発生時の対処の手順，および採取する必
要がある資料について説明します。

6.1　対処の手順

6.2　トラブル発生時に採取が必要な資料

6.3　資料の採取方法

6.4　トラブルへの対処方法
165



6.　トラブルシューティング
6.1　対処の手順
JP1/AJS3 - Definition Assistantでトラブルが起きた場合の対処の手順を次に示します。

1. 現象の確認
トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場
合は，メッセージの内容を確認してください。各メッセージの要因と対処方法につい
ては，「8. メッセージ」を参照してください。

2. 資料の採取
トラブルの要因を調べるために資料の採取が必要です。「6.2 トラブル発生時に採取が
必要な資料」および「6.3 資料の採取方法」を参照して，必要な資料を採取してくだ
さい。

3. 問題の調査
採取した資料を基に問題の要因を調査し，問題が発生している部分，または問題の範
囲を切り分けてください。
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6.　トラブルシューティング
6.2　トラブル発生時に採取が必要な資料
JP1/AJS3 - Definition Assistantにトラブルが発生したときに採取が必要な資料を示し
ます。

なお，JP1では採取が必要な資料を一括採取するための「資料採取ツール」を用意して
います。資料採取ツールの初期設定で採取できる資料については，表中に記号で示して
います。

（1） OSのログ情報

次に示す OSのログ情報の採取が必要です。

（a）Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合に，採取が必要な OSの
ログ情報を次に示します。

表 6-1　トラブル発生時に採取が必要な OSのログ情報（Windows XP Professionalおよ
びWindows Server 2003の場合）

（凡例）
○：資料採取ツールで採取できる。

注※
資料採取ツールは，ワトソンログファイル，メモリーダンプ，クラッシュダンプを

情報の種類 デフォルトのファイル名 ツールでの採
取

Windowsイベントログ イベントログファイル ○

Windowsレジストリ情報 － ○

hostsファイル
servicesファイル

• システムフォルダ
¥system32¥drivers¥etc¥hosts

• システムフォルダ
¥system32¥drivers¥etc¥services

○

ワトソンログファイル※ システムドライブ¥Documents and Settings¥All 
Users¥Application Data¥Microsoft¥Dr 
Watson¥drwtsn32.log

○

マシン構成情報 － ○

サービス起動されている PP
一覧

－ ○

ネットワーク構成情報 － ○

メモリーダンプ※ － ○

クラッシュダンプ※ － ○
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6.　トラブルシューティング
デフォルトのフォルダから取得します。別のフォルダを指定している場合には，資
料採取ツールのセットアップが必要です。
 

（b）Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合に，採取が必要な
OSのログ情報を次に示します。

表 6-2　トラブル発生時に採取が必要な OSのログ情報（Windows Vista，Windows 
Server 2008，およびWindows 7の場合）

（凡例）
○：資料採取ツールで採取できる。
×：資料採取ツールで採取できない。

注※ 1
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7では，ワトソンログを
取得できません。また，メモリーダンプやクラッシュダンプを資料採取ツールで取
得できません。これらに相当する情報は，トラブルの発生時に手動で採取してくだ
さい。採取方法については，「6.3(4) ユーザーダンプを採取する（Windows Vista，
Windows Server 2008，およびWindows 7の場合）」および「6.3(5) 問題レポートを
採取する（Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7限定）」を参
照してください。

注※ 2
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合，これらの情報

情報の種類 デフォルトのファイル名 ツールでの採
取

Windowsイベントログ イベントログファイル ○

Windowsレジストリ情報 － ○

hostsファイル
servicesファイル

• システムフォルダ
¥system32¥drivers¥etc¥hosts

• システムフォルダ
¥system32¥drivers¥etc¥services

○

ワトソンログファイル※ 1 － ×

マシン構成情報※ 2 － ○

サービス起動されている PP
一覧※ 2

－ ○

ネットワーク構成情報※ 2 － ○

メモリーダンプ※ 1 － ×

クラッシュダンプ※ 1 － ×
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6.　トラブルシューティング
を含めたハードウェア環境，ソフトウェア環境，インターネット設定など，コン
ピュータに関するさまざまな情報が取得されます。
なお，情報採取の終了までに数分掛かることがあります。［システム情報］ダイアロ
グボックスが閉じるまで待ってください。

（2） JP1の情報

JP1に関する次の情報の採取が必要です。また，接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは
JP1/AJS2 - Managerホスト上のファイルの採取も必要です。

表 6-3　トラブル発生時に採取が必要な JP1の情報

情報の種類 デフォルトのフォルダ名 ツール
での採取

ログファイル
マスターファイル
作業ファイル
定義ファイル

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 
2003の場合
• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先
フォルダ ¥bin

• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先
フォルダ ¥conf

• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先
フォルダ ¥tmp

• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先
フォルダ ¥log

Windows Vista，Windows Server 2008，および
Windows 7の場合
• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先
フォルダ ¥bin

• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先
フォルダ ¥conf

• %ALLUSERSPROFILE%※

1¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥t
mp

• %ALLUSERSPROFILE%※

1¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥l
og

○

実行時に使用したマスターファイ
ルの複製ファイル

－ ×

実行時に使用した実行結果ファイ
ル

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 
2003の場合
• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先
フォルダ ¥backup

Windows Vista，Windows Server 2008，および
Windows 7の場合
• %ALLUSERSPROFILE%※

1¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥b
ackup
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（凡例）
○：資料採取ツールで採取できる。
×：資料採取ツールで採取できない。
△：接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Manager上の資料採取ツー
ルで採取できる。

注※ 1
「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」で

す。

注※ 2
接続先の JP1/AJS3 - Managerの資料採取ツールについては，マニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 3 トラブルシューティング」にある資料の採取
方法の説明を，JP1/AJS2 - Managerの資料採取ツールについては，マニュアル
「JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド」にある資料の採取
方法の説明を参照してください。

（3） プロセス一覧

Windowsの［タスクマネージャ］ウィンドウの［プロセス］タブで，接続先の JP1/
AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerのプロセスの動作状態を確認します。

JP1/AJS3 - Managerのプロセスについては，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 トラブルシューティング」にある JP1/AJS3 - Managerのプロセ
ス一覧の説明を，JP1/AJS2 - Managerのプロセスについては，マニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド」にある JP1/AJS2 - Manager
のプロセス一覧の説明を参照してください。

（4） オペレーション内容

トラブル発生時のオペレーション内容について次に示す情報が必要です。

• オペレーション内容の詳細
• トラブル発生時刻
• マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，JP1/AJS3 - Definition Assistantと

JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerや，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/

接続先情報（接続先の JP1/AJS3 
- Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerの資料採取ツール※ 2

で採取した情報）

• 接続先 JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerがインストールされているホストの
「%TEMP%¥jp1ajs2¥backlog」（Windowsの場
合）

• 接続先 JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerがインストールされているホストの「/

tmp/jp1ajs2/」配下の情報（UNIXの場合）

△

情報の種類 デフォルトのフォルダ名 ツール
での採取
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AJS2 - Viewとの構成など）
• 再現性の有無
• JP1/AJS3 - Definition Assistantを利用中のWindowsホストへのログインユーザー名

（5） 画面上のエラー情報

次に示すハードコピーを採取してください。

• アプリケーションエラーが発生した場合は，操作画面のハードコピー
• エラーメッセージダイアログボックスのハードコピー（および詳細ボタンがある場合
はその内容）

（6） その他の情報

上記の（1）～（5）以外で必要な情報を次に示します。

• Windowsの［イベントビューア］ウィンドウの，［システムログ］および［アプリ
ケーションログ］の内容

•［ヘルプとサポート］の［システム情報］の内容
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合は，「(1) OSのロ
グ情報」として資料採取ツールで取得できます。
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6.3　資料の採取方法
トラブルが発生したときに，資料を採取しておくと，トラブルが発生した原因を調査で
きます。調査して原因がわかると，発生したトラブルに対処できます。トラブル発生時
の資料の採取方法を次に示します。

（1） 資料採取ツールを実行する

資料採取ツールを実行します。資料採取ツールのセットアップについては，「3.1.7 資料
採取ツールのセットアップ」を参照してください。

ツールの実行例を次に示します。

 
c:¥>c:¥usertools¥_04.bat
 

資料採取ツールの実行結果は，デフォルトでは「%TEMP%¥jp1ajs2¥backlog」下の次

のフォルダに出力されます。これらのフォルダをバックアップしてください。

• JP1_DEFAULT¥JP1_DEFAULT_1st

第一報用資料が出力されます。
• JP1_DEFAULT¥JP1_DEFAULT_2nd

その他全資料が出力されます。

資料採取ツールは，採取する資料を限定するオプションも提供しています。次に資料採
取ツールの文法について説明します。

形式
 
_04.bat
     [-t]
     [-u]
 

機能
JP1/AJS3 - Definition Assistantの各種ログ，OS情報などの保守情報を取得しま
す。

実行権限
Administrators権限

引数

-t

hosts，servicesファイルを取得しないときに指定します。

-u

ユーザーダンプを取得しないときに指定します。
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合は取得でき
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ません。

注意事項
• 採取した資料は，このツールでは圧縮しません。別途，圧縮ツールなどで圧縮し
てください。

• バッチファイルの実行結果を出力したファイルが作成済みの場合，情報の上書き
を確認するメッセージが出力されるので，上書きする場合は「y」を，中止する場
合は「n」を入力して応答してください。

• 資料採取ツールを実行時に，「プロセスはファイルにアクセスできません。別のプ
ロセスが使用中です。」のメッセージが出力された場合，しばらく経ってから再度
資料採取ツールを実行してください。

• Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合，資料採取
ツールの実行には管理者権限が必要であるため，コマンドプロンプトを管理者と
して起動する必要があります。コマンドプロンプトを起動する際は，Windowsの
［スタート］メニューの［コマンドプロンプト］を右クリックし，ショートカット
メニューから［管理者として実行］を選択してください。なお，Windows Vista，
Windows Server 2008，およびWindows 7の UAC機能が無効の場合は，コマン
ドプロンプトを管理者として起動する必要はありません。

戻り値

出力先
%TEMP%¥jp1ajs2¥backlog

 

出力先は，資料採取ツールのセットアップで変更できます。

メッセージ

0 正常終了。

0以外の値 異常終了。

メッセージ 動作 オペレーターの取る処置

処理が正常に終了しました。何か
キーを押してください。

ユーザーの応
答を待ちま
す。

何かキーを押してください。

処理が正常に終了しませんでした。
何かキーを押した後，再実行してく
ださい。

ユーザーの応
答を待ちま
す。

何かキーを押したあと，再実行してく
ださい。

ファイル ファイル名 が存在します。
削除して続行しますか ? (y/n)

ユーザーの応
答を待ちま
す。

処理を継続する場合は「y」を，中止
する場合は「n」を押してください。

ディレクトリ ディレクトリ名 が存在
します。削除して続行しますか ? (y/
n)

ユーザーの応
答を待ちま
す。

処理を継続する場合は「y」を，中止
する場合は「n」を押してください。
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使用例
物理ホストの資料を採取します。
 
_04.bat
 

（2） Windowsイベントログを確認する

Windowsの［イベントビューア］ウィンドウで，Windowsイベントログを確認してく
ださい。また，ファイルに書き出してください。

（3） ダンプファイルを採取する（Windows XP ProfessionalおよびWindows 
Server 2003の場合）

Windowsで STOPエラーが発生すると，メモリーダンプが出力されます。このダンプ
ファイルを採取してください。

また，トラブル発生時には，クラッシュダンプが出力されます。このダンプファイルは
資料採取ツールで採取できます。

トラブル発生時にメモリーダンプおよびクラッシュダンプが出力されるようにするには，
それぞれ設定が必要です。ログ情報を採取するための設定については，「3.1.7 資料採取
ツールのセットアップ」を参照してください。設定をすれば，これらのダンプファイル
は，指定したパスに出力されます。

（4） ユーザーダンプを採取する（Windows Vista，Windows Server 2008，お
よびWindows 7の場合）

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合は，資料採取ツール
でダンプファイルを取得できないため，JP1/AJSのプロセスがアプリケーションエラー
で停止した場合は，エラーダイアログボックスが表示されている状態で次の操作を行っ
てください。

注意事項
エラーダイアログボックスを消してしまうと正常なダンプが取得できないため，
ユーザーダンプを採取できなくなります。ダンプの取得前に誤ってエラーダイアロ
グボックスを消してしまった（［OK］ボタンをクリックするなど）場合は，現象を
再現させてエラーダイアログボックスが表示されている状態で操作してください。
 

1. タスクマネージャを起動する。

オプションの指定に誤りがあります。 処理を終了し
ます。

正しいオプションを指定して再度実行
してください。

出力先に空き容量がありません。 処理を終了し
ます。

出力先のディスク容量を確保したあ
と，再実行してください。

メッセージ 動作 オペレーターの取る処置
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タスクマネージャは，次のどちらかの手順で起動できます。
• タスクバーの空いている場所を右クリックして［タスクマネージャ］を選択する。
•［CTRL］+［SHIFT］+［ESC］キーを押してタスクマネージャを起動する。

2.［タスクマネージャ］ダイアログボックスの［プロセス］タブをクリックする。

3. アプリケーションエラーで停止した JP1/AJSのプロセス名を右クリックし，［ダンプ
ファイルの作成］を選択する。

4. ユーザーダンプの出力先パスを示すダイアログボックスが表示されるので，そこから
採取する。

（5） 問題レポートを採取する（Windows Vista，Windows Server 2008，およ
びWindows 7限定）

マシン上の問題点を検出し，それぞれの問題に対する解決策を調査できます。Windows 
Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7で JP1/AJSのプロセスがアプリケー
ションエラーで停止した場合，次の手順で問題レポートを採取してください。

1. Windowsの［ファイル名を指定して実行］でテキストボックスに「wercon」を入力
し，［OK］ボタンをクリックする。
［問題のレポートと解決策］ダイアログボックスが表示されます。

2. 左側の領域で，［問題の履歴の表示］をクリックする。
問題の履歴が一覧で表示されます。

3. 該当する問題をダブルクリックする。
問題レポートの詳細が表示されます。

4.［クリップボードにコピー］を選択する。

5. テキストエディターなどにコピーし，保存する。
テキストファイルに保存した問題レポートを，障害調査用の資料として利用してくだ
さい。

（6） プロセスの状態を確認する

Windowsの［タスクマネージャ］ウィンドウの［プロセス］タブで，接続先の JP1/
AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerのプロセスの動作状態を確認してくださ
い。

JP1/AJS3 - Managerのプロセスについては，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 トラブルシューティング」にある JP1/AJS3 - Managerのプロセ
ス一覧の説明を，JP1/AJS2 - Managerのプロセスについては，マニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド」にある JP1/AJS2 - Manager
のプロセス一覧の説明を参照してください。
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（7） オペレーション内容を確認する

トラブル発生時のオペレーション内容を確認し，記録しておいてください。確認が必要
な情報を次に示します。

• オペレーション内容の詳細
• トラブル発生時刻
• マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，JP1/AJS3 - Definition Assistantと

JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerや，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewとの構成など）
マシン構成は［システム情報］を使って調査できます。

• 再現性の有無
• JP1/AJS3 - Definition Assistantを利用中のWindowsホストへのログインユーザー名

（8） 画面上のエラー情報を採取する

次に示すハードコピーを採取してください。

• アプリケーションエラーが発生した場合は，操作画面のハードコピー
• エラーメッセージダイアログボックスのハードコピー（および詳細ボタンがある場合
はその内容）

（9） その他の情報

その他の必要な情報を採取してください。

• Windowsの［イベントビューア］ウィンドウの，［システムログ］および［アプリ
ケーションログ］の内容

•［ヘルプとサポート］の［システム情報］の内容
［ヘルプとサポート］の［システム情報］を印刷してください。
Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合は，資料採取ツー
ルで取得できます。
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6.4　トラブルへの対処方法
この節では，JP1/AJS3 - Definition Assistantを使用しているときに発生したトラブル
の対処方法を説明します。

6.4.1　エクスポートが正常終了しない場合
（1） ajsdefineコマンドでエラーが発生している

要因
定義情報をエクスポートしてエラーが発生した場合で，定義情報管理テンプレート
の最終列に，「KAVS0650-E ユニット定義パラメタファイル（ファイル名）の内容に
誤りがあります（文番号：文番号）」というメッセージが記録されているときは，次
のどれかの要因が考えられます。
• 定義情報管理テンプレートでの入力ミスによって，エクスポート時に生成された
ユニット定義パラメーターファイルでエラーが発生しているおそれがある。

• 接続先のマネージャーホストのバージョンではサポートされていない定義情報を
指定している。

•「カスタムジョブ定義情報部」の定義項目の指定値から生成されたユニット定義パ
ラメーターの長さが制限値を超えている。

対処
エラーの解析のために，エラーになったユニット定義パラメーターが自動的にファ
イルに保存されます。このファイルをエラー情報ファイルといいます。エラー情報
ファイルは，デフォルトでは次のフォルダに格納されます。

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ ¥tmp¥errlog

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合
%ALLUSERSPROFILE%¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp¥err

log

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」

です。
このエラー情報ファイルでエラーになったユニット定義パラメーターを調査して，
定義情報管理テンプレートでエラーになった個所を特定してください。エラーに
なった個所を特定できたら，定義情報管理テンプレート上のエラー個所を修正して
ください。また，サポートされていない定義情報を削除してください。

（2） 定義情報管理テンプレートの［区分］のセルの色が変わっている

要因

JP1/AJSのコマンド※でエラーが発生しているおそれがあります。

注※　定義情報管理テンプレートの［区分］に対して実行されるコマンド
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一括：ajsdefine

単独：ajsdefine，ajschgnet

変更：ajschange，ajschgnet，ajschgjob，ajscalendar

削除：ajsdelete

対処
定義情報管理テンプレートの最終列に，JP1/AJSのメッセージが出力されます。次
に示す個所を参照して対処してください。

JP1/AJS3
• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 メッセージ 1」の，

KAVSで始まるメッセージ（スケジューラーに関するメッセージ）の説明
• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 3 コマンドリファレン
ス 1」の，［区分］に対応するコマンドの説明

JP1/AJS2
• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ」の，

KAVSで始まるメッセージ（スケジューラーに関するメッセージ）の説明
• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレン
ス」の，［区分］に対応するコマンドの説明

メッセージの前に列番号が表示されている場合は，列番号の定義項目に対しての
メッセージです。複数項目から構成する定義でエラーが発生した場合は，エラー
メッセージ対象の列番号と，不正値が設定されている列番号が異なることがありま
す。複数項目から構成する定義の詳細については，「4.3.1(7) 複数項目から構成する
定義」を参照してください。

6.4.2　JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewが起動できな
い場合

要因
次に示すどれかの要因が考えられます。

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
• 指定したユーザー名，パスワード，またはホスト名に誤りがある。
• ログイン情報ファイルが所定のフォルダにない，またはログイン情報ファイ
ルに誤りがある。

• JP1/AJS3 - Definition Assistantと同じホストに JP1/AJS3 - View 09-00以降
または JP1/AJS2 - View 08-00以降がインストールされていない。

• JP1/AJS3 - Definition Assistantと同じホストにある JP1/AJS2 - Viewのバー
ジョンが，JP1/AJS2 - View 07-00-/B以前である。

Windows Vistaの場合
• 指定したユーザー名，パスワード，またはホスト名に誤りがある。
• ログイン情報ファイルが所定のフォルダにない，またはログイン情報ファイ
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ルに誤りがある。
• JP1/AJS3 - Definition Assistantと同じホストに JP1/AJS3 - View 09-00以降
または JP1/AJS2 - View 08-10以降がインストールされていない。

Windows Server 2008の場合
• 指定したユーザー名，パスワード，またはホスト名に誤りがある。
• ログイン情報ファイルが所定のフォルダにない，またはログイン情報ファイ
ルに誤りがある。

• JP1/AJS3 - Definition Assistantと同じホストに JP1/AJS3 - View 09-00以降
または JP1/AJS2 - View 08-50-04以降がインストールされていない。

Windows 7の場合
• 指定したユーザー名，パスワード，またはホスト名に誤りがある。
• ログイン情報ファイルが所定のフォルダにない，またはログイン情報ファイ
ルに誤りがある。

• JP1/AJS3 - Definition Assistantと同じホストに JP1/AJS3 - View 09-00-05
以降がインストールされていない。

対処
Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003で，JP1/AJS2 - View 
07-00-/B以前がインストールされている場合，次に示すメッセージが表示されます。
 

KAVV191-E 不正なパラメータがあります。[-app dfn]
 

JP1/AJS3 - View 09-00以降または JP1/AJS2 - View 08-00以降がインストールされ
ているかを確認してください。
その他のエラーメッセージについては，マニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 3 メッセージ 2」にある KAVVで始まるメッセージ（JP1/
AJS3 - Viewに関するメッセージ）の説明，またはマニュアル「JP1/Automatic Job 
Management System 2 メッセージ」にある，KAVVで始まるメッセージ（JP1/
AJS2 - Viewに関するメッセージ）の説明を参照して対処してください。
ログイン情報ファイルとは，ログイン操作を省略して，マネージャーホストにログ
インするために必要な情報（ユーザー名，パスワード，接続先ホスト名）を記述す
るファイルです。ログイン情報ファイルの記述方法については，「3.1.6(1) 定義情報
管理テンプレートから JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動する場合」
を参照してください。
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7　 コマンド
この章では，JP1/AJS3 - Definition Assistantで使用するコマ
ンドについて説明します。

コマンドの記述形式

コマンド一覧

ajsdaconvert
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コマンドの記述形式
コマンドの記述形式

ここでは，コマンドの記述形式として，コマンドの指定方法と，コマンドの文法の説明
に使用する記号について説明します。

コマンドの指定方法

コマンドの指定形式を次に示します。

(1)を「オプション」と呼びます。(2)を「引数」と呼びます。

 

次に，引数の指定方法を説明します。

• 最初にオプションを指定し，次にユニット名などの任意名を指定します。オプション
の前に任意名を指定すると，システムは指定内容をすべて任意名として処理します。

• オプションを複数指定する場合，指定順序は任意です。
• 一つのオプションに対し，値を複数指定する場合は，値間を「,（コンマ）」で区切り
ます。

• 値がないオプションは，連続して指定できます。

（例）
「-a-b-c」を，「-abc」と指定できます。

• 値がない 2バイトのオプションは，連続して指定できません。

（例）
「-a-ab」を，「-aab」と指定したり，「-cd -cf」を，「-cdcf」と指定したりす

ることはできません。
• オプションを連続して指定する場合，最後のオプションには値を指定できます。

（例）
「-abc xyz」の「xyz」は，オプション cの値になります。

• 値を持たないオプションに値を指定した場合，システムはその値以降をすべて任意名
として処理します。

• 指定できないオプションを指定した場合，エラーになります。
• 最初の任意名（上記のコマンド指定例の場合，「任意名 X」）に「-」で始まる文字列を
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指定したい場合は，「--△ 1任意名 X」と指定します（システムは，--△ 1以降を任

意名として処理します）。
なお，二番目以降の任意名には，--△ 1の指定は不要です。

（例）
二つの任意名（「-jobA」および「-jobB」）を続けて指定する場合は，「-- 

-jobA -jobB」と指定します。

• 任意名には正規表現が使用できます。
• 指定できる数以上の任意名を指定した場合，エラーになります。
• 引数に指定する文字は，大文字・小文字が区別されます。大文字・小文字の使い分け
に注意してください。

コマンドの文法の説明に使用する記号

コマンドの文法の説明に使用する記号を次の表に示します。

表 7-1　コマンドの文法の説明に使用する記号

記号 意味と例

[　]

（角括弧）
この記号で囲まれている項目は，任意に指定できます（省略できます）。
（例）

「[A]」は，「必要に応じて Aを指定する」ことを示します（必要でない場合
は，Aを省略できます）。
「[B|C]」は，「必要に応じて B，または Cを指定する」ことを示します（必
要でない場合は，Bおよび Cを省略できます）。
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コマンド一覧
コマンド一覧

JP1/AJS3 - Definition Assistantのコマンド一覧を次の表に示します。

表 7-2　JP1/AJS3 - Definition Assistantのコマンド一覧

 

次ページ以降，JP1/AJS3 - Definition Assistantのコマンドについて説明します。

コマンド名 機能

ajsdaconvert 実行結果ファイルを変換する。
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ajsdaconvert
ajsdaconvert

形式
 
ajsdaconvert
        -i 変換前実行結果ファイル格納フォルダ
        -o 変換後実行結果ファイル格納フォルダ
        [-q]
 

機能

変換前実行結果ファイル格納フォルダに格納されている以前のバージョンの実行結果
ファイルを，現在のバージョンの実行結果ファイルに変換し，変換後実行結果ファイル
格納フォルダに出力します。

以前のバージョンの実行結果ファイルでは，現在のバージョンのマクロ機能が使用でき
ないため，実行結果ファイルを変換してからエクスポートを実行する必要があります。

このコマンドは，JP1/AJS3 - Definition Assistantをバージョンアップしたとき，以前
のバージョンの実行結果ファイルを現在のバージョンの実行結果ファイルに変換する場
合に使用してください。

なお，変換前実行結果ファイル格納フォルダに複数のバージョンのファイルが混在して
いても，すべてのファイルが現在のバージョンのファイル形式として変換後実行結果
ファイル格納フォルダに格納されるため，変換前実行結果ファイル格納フォルダに存在
するファイルのバージョンを特に意識する必要はありません。

実行権限

なし

格納場所

JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ ¥bin

引数

-i 変換前実行結果ファイル格納フォルダ

以前のバージョンの実行結果ファイルが格納されているフォルダを指定します。フォル
ダは絶対パスで指定してください。

指定できる文字数は，1～ 184（単位：バイト）です。

このフォルダに格納する実行結果ファイル数は，100個までにしてください。

-o 変換後実行結果ファイル格納フォルダ

変換後の実行結果ファイルを格納するフォルダを指定します。-iオプションで指定した
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ajsdaconvert
フォルダとは別のフォルダを絶対パスで指定してください。

指定できる文字数は，1～ 184（単位：バイト）です。

-q

変換後実行結果ファイル格納フォルダに同名のファイルがある場合に，上書き更新する
かを確認するメッセージ（KAVZ0615-Q）を出力します。［はい］ボタンを押すと上書き
更新します。［いいえ］ボタンを押すと上書き更新しません。

注意事項
• このコマンドは，すべての定義情報管理テンプレートを閉じてから実行してください。
また，コマンド実行中は他のアプリケーションで何も操作しないでください。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。同時に複数のコマンドを実行す
ると，あとから実行したコマンドがエラーになり，KAVZ0814-Eのメッセージを出力
します。

• 環境設定ファイル（ajs2da.conf）に自動インポートまたは自動エクスポートの設
定がされている場合，このコマンドは実行できません。KAVZ0614-Eのメッセージが
出力され，コマンドは異常終了します。このコマンドを使用する場合は，インポー
ト・エクスポートの自動設定を解除してください。

• 変換前の実行結果ファイルにオートフィルターが設定されていた場合，変換後の実行
結果ファイルではオートフィルターの設定が解除されます。また，行や列を手動で非
表示に設定していた場合も，変換後の実行結果ファイルでは非表示設定が解除されま
す。

• 次の条件の場合，変換は実行されないで処理がスキップされます。
• 日本語版 JP1/AJS3 - Definition Assistantのこのコマンドで，-iオプションに英語
版 JP1/AJS3 - Definition Assistantの実行結果ファイルの格納フォルダを指定した。

• 英語版 JP1/AJS3 - Definition Assistantのこのコマンドで，-iオプションに日本語
版 JP1/AJS3 - Definition Assistantの実行結果ファイルの格納フォルダを指定した。

• 変換前の実行結果ファイルが定義情報管理テンプレートのファイルではない。
• 変換前のファイルがマスターファイル，またはマスターファイルと同名のファイル
である。

• 次の条件の場合，変換を実行しないでファイルをコピーします。
• 変換前の実行結果ファイルが現在のバージョンか，それより新しいファイルの場合。

• -oオプションで指定したフォルダに，変換対象ファイルと同一名称のファイルが存在

した場合，ファイルを上書きします。ただし，-qオプションを指定した場合は，上書

き更新を確認するメッセージ（KAVZ0615-Q）を出力します。
• 変換後，実行結果ファイルのプロパティの更新者は，このコマンド実行ユーザーに変
更されます。

• 変換後のファイルは，現在のバージョンの定義情報管理テンプレートになります。そ
のため，変換前のファイルにはなかった（サポートされていなかった）定義項目列が
存在することがあります。しかし，変換前のファイルにはこの追加された定義項目列
の情報がないため，この列には何も設定されません。変換後の定義情報管理テンプ
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レートを使用し，変換前のバージョンから現在のバージョンまでに追加された定義項
目列の情報を含めてエクスポートする場合は，追加された定義項目列に手動で情報を
設定してから実行してください。
なお，「リンクするルール番号」の扱いについては，変換前の実行結果ファイルのバー
ジョンが JP1/AJS2 - Definition Assistant 07-00-/B以前の場合に，変換前と変換後の
ファイルを使用して一括または単独エクスポートを行うと次の違いがあるため注意が
必要です。
• 変換前
「リンクするルール番号」列がなく，すべてのリンクするルール番号にはルール番号
1が仮定される。

• 変換後
「リンクするルール番号」列が追加されるが情報が設定されないため，すべてのリン
クするルール番号にはルール番号が仮定される。

• このコマンド実行中は，ファンクションキーを押さないでください。また，文字の入
力も行わないでください。

• このコマンド実行中に［ESC］キーを押さないでください。［ESC］キーを押すとコ
マンドの実行が中断され，メッセージダイアログボックス（KAVZ0616-E）を出力し，
コマンドが異常終了します。

• このコマンド実行中は，変換前実行結果ファイル格納フォルダ内にファイルを追加
（移動・コピー）したり，削除したりしないでください。
ファイルを追加したり，削除したりすると，コンバート処理終了時に処理結果を通知
するメッセージダイアログボックスやログファイルに処理結果が正しく出力されない
ことがあります。

• このコマンド実行中は，変換処理中の実行結果ファイルの内容が正しく表示されない
ことがありますが，変換後実行結果ファイルの内容には問題ありません。

• 大量のファイルやサイズの大きいファイルを変換した場合，コマンドの実行が終了し
ても，システムのあと処理に時間が掛かることがあります。

• 円記号（¥）や二重引用符（"）が不当に定義されている R/3ジョブの定義情報が変換
前実行結果ファイルに含まれていた場合，このコマンドを実行しても不当な定義情報
のまま変換されます。変換後の実行結果ファイルでエクスポートするときは，定義情
報を修正してからエクスポートしてください。

• 変換前の実行結果ファイルで，すべてのユニット定義にユニット名の入力があるか確
認してください。ユニット名の入力がない行を定義情報の終わりと判断し，以降の行
は変換後の実行結果ファイルに含めません。

戻り値

なし

使用例 1

「C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS2DA¥backup_old」フォルダに格納されてい

る以前のバージョンの実行結果ファイルを現在のバージョンの形式に変換して，
「C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS2DA¥backup」フォルダに格納します。
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ajsdaconvert -i "C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS2DA¥backup_old"
             -o "C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS2DA¥backup"
 

使用例 2

JP1/AJS3 - Definition Assistantをバージョンアップしたが，以前のバージョンの実行
結果ファイルを現在のバージョンでもエクスポート時に利用する場合があるため，以前
のバージョンの実行結果ファイルをすべて現在のバージョンのファイル形式に変換しま
す。なお，各バージョンの実行結果ファイル格納フォルダは次のとおりとします。

• 07-00の実行結果ファイル格納フォルダ
D:¥BACKUP¥ajsdabackup70

• 07-00-/Bの実行結果ファイル格納フォルダ
D:¥BACKUP¥ajsdabackup70B

• 現在の実行結果ファイル格納フォルダ
C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS2DA¥backup

 
ajsdaconvert -i "D:¥BACKUP¥ajsdabackup70"
             -o "C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS2DA¥backup"
ajsdaconvert -i "D:¥BACKUP¥ajsdabackup70B"
             -o "C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1AJS2DA¥backup"
 

補足事項

全ファイルの変換処理終了時，処理結果を通知するメッセージダイアログボックスが表
示されます。また，処理結果をログファイルに出力します。ただし，コマンドオプショ
ンエラーの場合は出力されません。

ログファイルの形式

格納先

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合
JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ ¥log

Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合
%ALLUSERSPROFILE%¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥log

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」で

す。

ログファイル名

カレントログファイル名：ajsdaconvert.log（今回結果）

保存用ログファイル名：ajsdaconvert0[1-5].log（前回結果が 01，最も古い結果が
05，最大 5世代保存）
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出力形式

注※ 1
年月日時分秒を「YYYY/MM/DD hh:mm:ss」の形式で出力します。

注※ 2
次に示す情報を出力します。

表 7-3　処理結果の出力情報

注※ 3
エラーが発生し，処理が途中で中断された場合，この行以降の情報は出力されませ
ん。

出力情報 意味 備考

OK 成功 変換しないで，コピーしただけの場合も含む。

SKIP（要因コード） 未処理 要因コードの意味
01：定義情報管理テンプレート以外のファイルである
02：日本語版の場合に英語版 JP1/AJS3 - Definition 
Assistantのファイルである，または英語版の場合に日本語
版 JP1/AJS3 - Definition Assistantのファイルである
03：マスターファイル，またはマスターファイルと同名の
ファイルである

NG（要因コード） 失敗 要因コードの意味
10：変換前ファイルの読み込みでエラー（処理続行）
11：変換後ファイルの保存でエラー
12：変換後実行結果ファイル格納フォルダに変換前ファイ
ルと同名のファイルが存在して上書き確認のダイアログ
ボックスが表示されたときに［いいえ］ボタンが押され上
書き更新しなかった（処理続行）
13：変換処理中にエラー
99：その他特定不明のエラー
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出力例

ajsdaconvertコマンドが正常終了した場合の出力例を次に示します。
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8　 メッセージ
この章では，JP1/AJS3 - Definition Assistantが出力するメッ
セージ（KAVZで始まるメッセージ）の形式，およびメッセー
ジの対処方法について説明します。

8.1　メッセージの形式

8.2　メッセージ一覧
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8.1　メッセージの形式
JP1/AJS3 - Definition Assistantが出力するメッセージの
形式と，マニュアルでの記載形式を示します。

8.1.1　メッセージの出力形
式

JP1/AJS3 - Definition Assistantが出力するメッセージの
形式を示します。メッセージは，メッセージ IDとそれに
続くメッセージテキストで構成されます。形式を次に示し
ます。

KAVZnnnn-Z メッセージテキスト
メッセージ IDは，次の内容を示しています。
K

システム識別子を示します。

AVZ
JP1/AJS3 - Definition Assistantのメッセージで
あることを示します。

nnnn
メッセージの通し番号を示します。

Z
メッセージの種類を示します。
• E：エラー
処理は中断されます。

• W：警告
メッセージ出力後，処理は続けられます。

• I：通知
ユーザーに情報を知らせます。

• Q：応答要求
ユーザーに応答を促します。

なお，JP1/AJS3 - Definition Assistantの実行中には，
JP1/AJSのメッセージ（KAVC，KAVS，KAVT，KAVU，
KAVVで始まるメッセージ）が出力されることがありま
す。これらのメッセージについては，次に示す個所を参照
してください。

JP1/AJS3
マニュアル「JP1/Automatic Job Management 
System 3 メッセージ 1」またはマニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 3 メッセージ 2」

JP1/AJS2
マニュアル「JP1/Automatic Job Management 
System 2 メッセージ」

8.1.2　メッセージの記載形
式

このマニュアルでのメッセージの記載形式を示します。ゴ
シックで書かれている部分は，メッセージが表示されるた

びに表示内容が変わる個所を示しています。また，メッ
セージをメッセージ ID順に記載しています。記載形式の
例を次に示します。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID
英語メッセージテキスト
日本語メッセージテキスト

メッセージの説明文

（S）
システムの処置を示します。

（O）
メッセージが出力されたときに，オペレーターの取る
処置を示します。
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KAVZ0001-EKAVZ0001-EKAVZ0001-EKAVZ0001-E    ～～～～    KAVZ0200-EKAVZ0200-EKAVZ0200-EKAVZ0200-E
8.2　メッセージ一覧
KAVZで始まるメッセージ（JP1/AJS3 - Definition 
Assistantに関するメッセージ）の一覧を次に示します。

なお，メッセージの出力先は，メッセージダイアログボッ
クス，または定義情報管理テンプレート内のセルです。

KAVZ0001-EKAVZ0001-EKAVZ0001-EKAVZ0001-E
Processing cannot start because the master file is 
corrupted.
マスターファイルが壊れているため起動することができま
せん。

マスターファイルが壊れているため処理できません。

（S）
マスターファイルの起動を中止します。

（O）
JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールし直
してください。

KAVZ0002-EKAVZ0002-EKAVZ0002-EKAVZ0002-E
Execution is not possible because the installation path of 
JP1/AJS2 - Definition Assistant was not found.
JP1/AJS2 - Definition Assistant のインストールパスが見
つからないため実行できません。

JP1/AJS3 - Definition Assistantがインストールされてい
るフォルダが見つからないため実行できません。各種操作
が実行できるのは，JP1/AJS3 - Definition Assistantがイ
ンストールされているホスト上だけです。

（S）
処理を中止します。

（O）
次に示すどちらかの方法で対処してください。
• JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールす
る。

• JP1/AJS3 - Definition Assistantがインストールさ
れているホスト上で操作を実行する。

JP1/AJS3 - Definition Assistantがすでにインストー
ルされている場合，動作環境が壊れているおそれがあ
ります。JP1/AJS3 - Definition Assistantをインス
トールし直してください。

KAVZ0101-EKAVZ0101-EKAVZ0101-EKAVZ0101-E
An invalid value is specified for the keyword (キーワード
名) in the environment settings. : エラー要因 保守情報
環境設定のキーワード（キーワード名）に指定されている
値に誤りがあります。：エラー要因 保守情報

定義情報管理テンプレートを起動しようとしましたが，環
境設定パラメーターのキーワードに指定されている値に誤
りがあるため起動できませんでした。環境設定パラメー

ターの設定値については「3.2.1 環境設定パラメーターの
定義内容」を参照してください。

（S）
処理を中止します。

（O）
環境設定パラメーターのキーワードに指定した値を修
正したあと，再起動してください。次に示す「エラー
要因」の意味を参考に値を修正してください。
•「バイトサイズ不正」の場合は，キーワードで使用
できるバイトサイズを超えています。

•「数値不正」の場合は，数値を指定するキーワード
に対して数値以外を指定しています。

•「使用範囲不正」の場合は，キーワードで指定でき
る範囲外の値を指定しています。

•「使用値不正」の場合は，キーワードで使用できる
文字以外を指定しています。

•「組み合わせ不正」の場合は，他のキーワードとの
組み合わせで使用できない値を指定しています。

また，エラー要因が「使用値不正」でキーワードに使
用できる文字が指定されていた場合は，現在のバー
ジョンより前のバージョンの実行結果ファイルである
ことが考えられます。実行結果ファイルの［プロパ
ティ］の［概要］で JP1/AJS3 - Definition Assistant
のバージョンを確認の上，実行結果ファイルを
ajsdaconvertコマンドで現在のバージョンに変換

してください。

KAVZ0200-EKAVZ0200-EKAVZ0200-EKAVZ0200-E
The specified value and name are not included in the 
input candidates.
指定した値や名称は入力候補に含まれていません。

ドロップダウンリストに登録されている入力候補に含まれ
ていない値が指定されています。定義項目のタイトルで表
示されるコメントの内容と入力制限の内容が異なる場合
は，環境設定パラメーターの［入力制限に関する設定］で
指定された入力候補が有効になっています。

（S）
定義情報を入力中の場合，入力操作を停止します。
定義情報のチェックを実行中の場合，チェック処理を
中断します。

（O）
入力データを修正してください。
定義情報を入力中の場合，入力データを修正するとき
は［再試行］ボタンをクリックしてください。入力
データをクリアするときは［キャンセル］ボタンをク
リックしてください。
定義情報のチェックを実行中の場合，［OK］ボタン
をクリックしたあと，値をドロップダウンリストから
選択して再入力してください。
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KAVZ0201-EKAVZ0201-EKAVZ0201-EKAVZ0201-E    ～～～～    KAVZ0207-EKAVZ0207-EKAVZ0207-EKAVZ0207-E
KAVZ0201-EKAVZ0201-EKAVZ0201-EKAVZ0201-E
The number of bytes that can be specified is 数値.保守情
報
指定できる値は数値バイトまでです。保守情報

指定した内容が，入力バイト数の制限値を超えています。
定義項目のタイトルで表示されるコメントの内容と制限値
が異なる場合は，環境設定パラメーターの［入力制限に関
する設定］で指定された制限値が有効になっています。
複数行で指定する定義項目の場合，保守情報に「Line=
値」の形式でエラーが発生した行位置が表示されます。

（S）
定義情報を入力中の場合，入力操作を停止します。
定義情報のチェックを実行中の場合，チェック処理を
中断します。

（O）
入力データを修正してください。
定義情報の入力中の場合，入力データを修正するとき
は［再試行］ボタンをクリックしてください。入力
データをクリアするときは［キャンセル］ボタンをク
リックしてください。
定義情報のチェック実行中の場合，［OK］ボタンを
クリックしたあと，制限値以内のバイト数で値を再入
力してください。

KAVZ0202-EKAVZ0202-EKAVZ0202-EKAVZ0202-E
A value from 下限値 to 上限値 can be specified. 保守情報
指定できる値は下限値から上限値です。保守情報

指定した値が，有効範囲外です。定義項目のタイトルで表
示されるコメントの内容と制限値が異なる場合は，環境設
定パラメーターの［入力制限に関する設定］で指定された
制限値が有効になっています。
複数行で指定する定義項目の場合，保守情報に「Line=
値」の形式でエラーが発生した行位置が表示されます。

（S）
定義情報を入力中の場合，入力操作を停止します。
定義情報のチェックを実行中の場合，チェック処理を
中断します。

（O）
入力データを修正してください。
定義情報の入力中の場合，入力データを修正するとき
は［再試行］ボタンをクリックしてください。入力
データをクリアするときは［キャンセル］ボタンをク
リックしてください。
定義情報のチェック実行中の場合，［OK］ボタンを
クリックしたあと，選択されているセルに有効設定範
囲内の値を再入力してください。

KAVZ0203-EKAVZ0203-EKAVZ0203-EKAVZ0203-E
Specify "/" at the beginning of the unit name.
ユニット名の先頭は「/」を指定してください。

ユニット名の先頭に「/」が入力されていません。

（S）
処理を中断します。

（O）
先頭が「/」で始まるユニット完全名を入力してくだ
さい。

KAVZ0204-EKAVZ0204-EKAVZ0204-EKAVZ0204-E
Enter a host name.
ホスト名を入力してください。

ホスト名が入力されていません。

（S）
処理を中断します。

（O）
接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerのホスト名を入力してください。

KAVZ0205-EKAVZ0205-EKAVZ0205-EKAVZ0205-E
Enter a scheduler service name.
スケジューラーサービス名を入力してください。

スケジューラーサービス名が入力されていません。

（S）
処理を中断します。

（O）
接続先のスケジューラーサービス名を入力してくださ
い。

KAVZ0206-EKAVZ0206-EKAVZ0206-EKAVZ0206-E
Enter a character code type.
文字コード種別を入力してください。

文字コード種別が入力されていません。

（S）
処理を中断します。

（O）
接続先のスケジューラーサービスの文字コード種別を
入力してください。

KAVZ0207-EKAVZ0207-EKAVZ0207-EKAVZ0207-E
Enter a unit name.
ユニット名を入力してください。

ユニット名が入力されていません。

（S）
処理を中断します。

（O）
インポートの場合，定義情報を取得するユニット完全
名を入力してください。
エクスポートの場合で一括定義するときは，一括定義
を反映する上位ユニット完全名を入力してください。
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KAVZ0208-EKAVZ0208-EKAVZ0208-EKAVZ0208-E    ～～～～    KAVZ0213-EKAVZ0213-EKAVZ0213-EKAVZ0213-E
KAVZ0208-EKAVZ0208-EKAVZ0208-EKAVZ0208-E
The unit definition information is empty.
ユニット定義情報が1行もありません。

ユニット定義情報が 1行もありません。ユニット定義情
報は，先頭行から「ユニット名」が空欄になるまでの行が
対象になります。

（S）
処理を中止します。

（O）
ユニット定義情報を入力してください。また，先頭行
の「ユニット名」が空欄でないか確認してください。

KAVZ0209-EKAVZ0209-EKAVZ0209-EKAVZ0209-E
An invalid character exists in the unit name.(Row : 行番
号 , Col : 列番号)
ユニット名に不正な文字があります。（行番号：行番号，
列番号：列番号）

ユニット名に不適切な文字を指定しています。次の原因が
考えられます。
• ユニット名に次に示す，JP1/AJS3 - Definition 

Assistantで使用できない文字が指定されています。
" & ' * < > ? [ ¥ ] ^‘ {｜ } ~ ( )

• ユニット名に「/」が指定されている。
• 上位ユニット完全名に「/」だけが指定されている。
• 上位ユニット完全名で，末尾に「/」が指定されている。

JP1/AJS3 - Definition Assistantで使用できない文字を含
むユニットに対しては，変更または削除のエクスポートを
実行できません。また，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - Viewとの連携処理も行えません。

（S）
処理を中止します。

（O）
エラーが発生した定義内容を見直してください。
すでに JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerで定義されているユニット定義の変更また
は削除は JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View
を使用してください。また，このユニットに対して
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動する
ときは，Windowsの［スタート］メニューから JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewを起動してくだ
さい。
ユニットの一括または単独定義を行う場合は，ユニッ
ト名に正しい文字を指定したあと，エクスポートを再
実行してください。

KAVZ0210-EKAVZ0210-EKAVZ0210-EKAVZ0210-E
An invalid character is specified in the unit name.：ユ
ニット名
不正な文字を含むユニット名が指定されています。：ユ
ニット名

ユニット名に不適切な文字を指定しています。次の原因が
考えられます。
• 次に示す文字をユニット完全名に指定してインポートを
実行した。
" & ' < > [ ¥ ] ^ ` { | } ~ ( )

• 次に示す文字を上位ユニット完全名に指定してインポー
トを実行した。
* ?

• 次に示す文字をユニット完全名に指定してエクスポート
を実行した。
" & ' * < > ? [ ¥ ] ^ ` { | } ~ ( )

なお，JP1/AJS3 - Definition Assistantで使用できない文
字を含むユニットに対しては，インポートやエクスポート
を実行できません。

（S）
処理を中止します。

（O）
ユニット完全名に正しい文字を指定したあと，イン
ポートまたはエクスポートを再実行してください。

KAVZ0211-EKAVZ0211-EKAVZ0211-EKAVZ0211-E
The last updated time cannot be changed.
最終更新日時は変更できません。

変更できない最終更新日時に対して変更しようとしまし
た。

（S）
処理を中止します。

（O）
［キャンセル］ボタンをクリックしてください。

KAVZ0212-EKAVZ0212-EKAVZ0212-EKAVZ0212-E
Enter a user name.
ユーザー名を入力してください。

ユーザー名が入力されていません。

（S）
処理を中止します。

（O）
ユーザー名を入力してください。

KAVZ0213-EKAVZ0213-EKAVZ0213-EKAVZ0213-E
The user name or password is invalid. : ホスト名 JP1ユー
ザー名
ユーザー名かパスワードに誤りがあります。：ホスト名　
JP1ユーザー名

JP1ユーザー名かパスワードに誤りがあったため，ユー
ザーを認証できませんでした。

（S）
処理を中止します。

（O）
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KAVZ0250-IKAVZ0250-IKAVZ0250-IKAVZ0250-I    ～～～～    KAVZ0255-EKAVZ0255-EKAVZ0255-EKAVZ0255-E
次のことを確認してください。
• 接続先の認証サーバで登録されている JP1ユー
ザー名とパスワードを入力したか。

• 接続先の JP1/AJS3 - Managerホストまたは JP1/
AJS2 - Managerホストでユーザー情報の設定が正
しいか。

エラー原因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。

KAVZ0250-IKAVZ0250-IKAVZ0250-IKAVZ0250-I
No input errors occurred.
入力エラーはありません。

［CHECK］ボタンがクリックされたため，定義情報を
チェックしましたが，入力情報に誤りはありませんでし
た。

（S）
入力情報のチェック処理を終了します。

（O）
［OK］ボタンをクリックします。

KAVZ0251-EKAVZ0251-EKAVZ0251-EKAVZ0251-E
An invalid definition item is set for the unit type (ユニッ
ト種別).(Row : 行番号 , Col : 列番号)
ユニット種別（ユニット種別）に対して無効な定義項目が
設定されています。（行番号：行番号，列番号：列番号）

指定されたユニット種別に対して無効な定義項目が設定さ
れています。

（S）
エラーが発生したセルにカーソルを移動します。

（O）
定義情報のデータを削除するか，ユニット種別を修正
したあと，定義情報のチェックを再実行してくださ
い。

KAVZ0252-EKAVZ0252-EKAVZ0252-EKAVZ0252-E
The unit type is not specified.(Row : 行番号)
ユニット種別が指定されていません。（行番号：行番号）

ユニット種別が指定されていません。

（S）
エラーが発生したセルにカーソルを移動します。

（O）
ユニット種別を選択したあと，処理を再実行してくだ
さい。

KAVZ0253-EKAVZ0253-EKAVZ0253-EKAVZ0253-E
Specify "/" at the beginning of the unit name.(Row : 行番
号 , Col : 列番号)
ユニット名の先頭は「/」を指定してください。（行番
号：行番号，列番号：列番号）

ユニット名の先頭に「/」が入力されていません。

（S）
エラーが発生したセルにカーソルを移動します。

（O）
先頭が「/」で始まるユニット完全名に変更したあと，
処理を再実行してください。

KAVZ0254-EKAVZ0254-EKAVZ0254-EKAVZ0254-E
A required item is not specified.(Row : 行番号 , Col : 列番
号) 保守情報
必須項目が指定されていません。（行番号：行番号，列番
号：列番号） 保守情報

ユニット定義に必須項目の値が入力されていません。
チェック対象の定義項目は，環境設定パラメーターの
［チェック対象とする必須指定項目］で指定されています
（カスタムジョブ定義情報部の項目についてはユーザー指
定できません）。
複数行で指定する定義項目の場合，保守情報に「Line=
値」の形式でエラーが発生した行位置が表示されます。

（S）
エラーが発生したセルにカーソルを移動します。

（O）
必須項目を指定したあと，チェック処理を再実行して
ください。

KAVZ0255-EKAVZ0255-EKAVZ0255-EKAVZ0255-E
The structure of the unit definition is invalid.(Row : 行番
号)
ユニット定義の構成に不正があります。（行番号：行番
号）

一括定義対象のユニット定義の構成に不正があります。次
の原因が考えられます。
• 上位ユニットが前の行で定義されていない。
• 上位ユニットから下位ユニットの順番に定義されていな
い。

• 一括定義の先頭行で指定されたユニットより上位階層が
指定されている。

（S）
エラーが発生した行を選択します。

（O）
エラー原因を取り除いたあと，再実行してください。
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KAVZ0256-EKAVZ0256-EKAVZ0256-EKAVZ0256-E    ～～～～    KAVZ0304-EKAVZ0304-EKAVZ0304-EKAVZ0304-E
KAVZ0256-EKAVZ0256-EKAVZ0256-EKAVZ0256-E
"Recovery" cannot be specified for the unit type (ユニット
種別).(Row : 行番号)
ユニット種別（ユニット種別）にはリカバリは指定できま
せん。（行番号：行番号）

リカバリーが指定できないユニット種別に対して，ユニッ
ト共通属性情報［種別］に「リカバリ」が指定されていま
す。

（S）
エラーが発生した行にカーソルを設定します。

（O）
次に示すどちらかの対処を行ったあと，再実行してく
ださい。
•［ユニット種別］の値をリカバリー指定できるユ
ニット種別に変更する。

•［種別］を「通常」に変更する。

KAVZ0257-EKAVZ0257-EKAVZ0257-EKAVZ0257-E
Definition items that cannot be specified simultaneously 
are specified. (Row : 行番号 , Col : 列番号1, 列番号2) 保守
情報
同時に指定できない定義項目が指定されています。(行番
号 : 行番号, 列番号：列番号1, 列番号2）保守情報

同時に指定できない項目に値が入力されています。
複数行で指定する定義項目の場合，保守情報に「Line=
値」の形式でエラーが発生した行位置が表示されます。

（S）
処理を中断します。

（O）
列番号に出力されているどれかの項目の値を変更して
から，処理を再実行してください。

KAVZ0258-EKAVZ0258-EKAVZ0258-EKAVZ0258-E
There is an error in the custom job definition information 
specifications. (Row : 行番号 , Col : 列番号) 保守情報
カスタムジョブ定義情報の指定に誤りがあります。(行番
号 : 行番号, 列番号：列番号) 保守情報

カスタムジョブ定義情報を誤って指定しています。次の原
因が考えられます。

R/3ジョブ定義情報の場合
• ジョブステップの定義数が限界値を超えている
• ジョブステップの各定義項目で定義数が一致してい
ない

• 定義項目「プログラム種別」の指定値が誤っている
• 定義項目「プログラム種別」に対して，無効な定義
項目が指定されている

複数行で指定する定義項目の場合，保守情報に「Line=
値」の形式でエラーが発生した行位置が表示されます。

（S）
処理を中断します。

（O）
エラーの原因を取り除いたあと，失敗した処理を再実
行してください。

KAVZ0259-EKAVZ0259-EKAVZ0259-EKAVZ0259-E
There is an error in the passing information 
specifications of the passing information setting job. 
(Row : 行番号 ,Col : 列番号) 保守情報 エラー要因
引き継ぎ情報設定ジョブの引き継ぎ情報の指定に誤りがあ
ります。(行番号：行番号，列番号：列番号) 保守情報 エ
ラー要因

引き継ぎ情報設定ジョブの引き継ぎ情報を誤って指定して
います。
保守情報には「Line=値」の形式でエラーが発生した行位
置が表示されます。
次に示す「エラー要因」の意味を参考に値を修正してくだ
さい。
•「使用値不正」の場合は，改行だけを指定している行が
あります。

•「文字列不正」の場合は，半角スペースまたは全角ス
ペースを含む名称を指定している行があります。

•「重複不正」の場合は，出力マクロ変数の名称が重複し
ています。

•「定義数不正」の場合は，出力マクロ変数と正規表現の
定義数が異なります。

•「最大定義数不正」の場合は，引き継ぎ情報の定義数の
上限値を超えています。

•「バイトサイズ不正」の場合は，指定できる文字数の上
限値を超えています。

•「合計バイトサイズ不正」の場合は，出力マクロ変数の
合計文字数が上限値を超えています。

（S）
処理を中断します。

（O）
エラー原因を取り除いたあと，失敗した処理を再実行
してください。

KAVZ0302-IKAVZ0302-IKAVZ0302-IKAVZ0302-I
The definition information was imported. Unit : 処理数
定義情報をインポートしました。ユニット数：処理数

定義情報のインポートが正常終了しました。インポートし
たユニット数を通知します。

（S）
処理を続行します。

KAVZ0304-EKAVZ0304-EKAVZ0304-EKAVZ0304-E
Import ended abnormally. : 保守情報
インポートが失敗しました。：保守情報

定義情報のインポートに失敗しました。

（S）
インポート処理を中止します。
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KAVZ0305-QKAVZ0305-QKAVZ0305-QKAVZ0305-Q    ～～～～    KAVZ0311-WKAVZ0311-WKAVZ0311-WKAVZ0311-W
（O）
保守情報に出力されている接続先の JP1/AJS3 - 
Managerまたは JP1/AJS2 - Managerのメッセージ
の内容※を調査してください（マニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 3 メッセージ
1」，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 
System 3 メッセージ 2」，またはマニュアル「JP1/
Automatic Job Management System 2 メッセージ」
を参照してください）。
エラー原因を取り除いたあと，再実行してください。

注※
インポート実行時に指定した文字コード種別が接
続先のスケジューラーサービスの文字コード種別
と一致していない場合，メッセージ内容が正しく
表示されないことがあります。

KAVZ0305-QKAVZ0305-QKAVZ0305-QKAVZ0305-Q
Are you sure you want to discard the data being edited?
編集中のデータは破棄されます。よろしいですか？

編集データを破棄してインポート処理を実行するか確認し
ます。

（S）
応答を待ちます。

（O）
編集中のデータを破棄してインポートをする場合は
［はい］ボタンを，取り消す場合は［いいえ］ボタン
をクリックしてください。

KAVZ0306-WKAVZ0306-WKAVZ0306-WKAVZ0306-W
Execute import on a master file.
インポートはマスターファイル上で行ってください。

マスターファイル以外でインポート処理を実行しようとし
たため，実行できませんでした。インポートは，マスター
ファイル上でだけ実行できます。

（S）
インポート処理を中止します。

（O）
マスターファイルを開いて，インポートを再実行して
ください。

KAVZ0307-EKAVZ0307-EKAVZ0307-EKAVZ0307-E
The number of unit definition information items for 
import exceeds the limit. (Unit :ユニット数)
インポート対象のユニット定義情報数が限界値を超えてい
ます。（ユニット数：ユニット数）

インポート対象のユニット定義情報の数が制限値を超えて
いるため，インポートを実行できません。インポートでき
るユニット数の上限値は，環境設定パラメーターで定義さ
れています（「3.2.1 環境設定パラメーターの定義内容」を
参照してください）。

（S）
インポート処理を中止します。

（O）
次に示すどちらかの対処を行ってください。
• インポート対象のユニットを絞り込んで，インポー
トを再実行する。

• 環境設定パラメーターのインポートできるユニット
数の上限値を変更する。環境設定を変更したあと
は，マスターファイルの再起動が必要です。

KAVZ0308-IKAVZ0308-IKAVZ0308-IKAVZ0308-I
A message was output when importing started. : メッ
セージID
インポート実行時にメッセージが出力されました。：メッ
セージID

インポートで定義情報管理テンプレート上にメッセージが
出力された場合に出力します。メッセージ IDには，定義
情報管理テンプレート上で出力されたすべてのメッセージ
IDが表示されます。

（S）
処理を続行します。

（O）
表示されているメッセージ IDの内容を確認してくだ
さい。メッセージの内容によっては，インポートした
定義をそのままエクスポートできない場合があるた
め，注意してください。

KAVZ0310-WKAVZ0310-WKAVZ0310-WKAVZ0310-W
All data could not be output to the cell. (Col : 列番号)
すべてのデータをセルに出力できませんでした。（列番
号：列番号）

インポートで，セルに出力するデータをすべて出力できな
かった場合に出力します。このメッセージが出力されてい
る行の区分に，一括または単独を指定してエクスポートを
実行した場合，定義先のデータの欠落やエクスポートの失
敗が発生します。

（S）
処理を続行します。

（O）
エクスポートに失敗しなかった場合は，定義先のデー
タが欠落していないか確認してください。エクスポー
トに失敗した場合は，列番号のセルの値を変更してか
らエクスポートを再実行してください。

KAVZ0311-WKAVZ0311-WKAVZ0311-WKAVZ0311-W
The unit type (ユニット種別) is not supported by JP1/
AJS2 - Definition Assistant.
ユニット種別（ユニット種別）はJP1/AJS2 - Definition 
Assistantでサポートされていません。

インポートで，JP1/AJS3 - Definition Assistantでサポー
トされていないジョブがあった場合に出力します。この
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KAVZ0312-EKAVZ0312-EKAVZ0312-EKAVZ0312-E    ～～～～    KAVZ0402-IKAVZ0402-IKAVZ0402-IKAVZ0402-I
メッセージが出力されている行に対して一括，単独，変更
のエクスポートを実行できません。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが出力されている行の区分の指定を解
除してから，エクスポートを再実行してください。

KAVZ0312-EKAVZ0312-EKAVZ0312-EKAVZ0312-E
A unit with invalid definition information exists. : ユニッ
ト完全名
定義情報が不正なユニットが存在します。：ユニット完全
名

定義情報の解析処理に失敗した場合に出力されます。この
メッセージが出力された場合は，定義情報が壊れているお
それがあります。

（S）
インポート処理を中止します。

（O）
接続先の JP1/AJSでユニット完全名に出力されてい
るユニットに不正がないかどうかを確認したあと，イ
ンポートを再実行してください。

KAVZ0313-WKAVZ0313-WKAVZ0313-WKAVZ0313-W
Definition information that cannot be parsed exists. : 保
守情報
解析できない定義情報が存在しました。：保守情報

解析できない定義情報があった場合に出力されます。この
メッセージが出力された場合は，次の原因が考えられま
す。

R/3ジョブの場合
1. 接続先の JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsま
たは JP1/AJS2 for Enterprise Applicationsのバー
ジョンが JP1/AJS3 - Definition Assistantのバー
ジョンより上位で，JP1/AJS3 - Definition 
Assistantのバージョンと同じ JP1/AJS3 for 
Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのバージョンにない定義
項目が設定されている。

2. 定義情報が不正になっている。

保守情報に「Info=値」の形式で解析できなかった定義情
報が表示されます。また，値が複数ある場合は，コンマ区
切りで表示されます。

（S）
処理を続行します。

（O）
R/3ジョブの場合
• 原因 1に当てはまり，保守情報に表示されている
すべての値が JP1/AJS3 - Definition Assistantと同
じ JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは

JP1/AJS2 for Enterprise Applicationsのバージョ
ンにない定義項目の場合は，問題ありませんので，
そのまま使用してください。

• 原因 1に当てはまらない場合は，接続先の JP1/
AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerで該
当するジョブの定義情報を確認してください。

KAVZ0314-WKAVZ0314-WKAVZ0314-WKAVZ0314-W
There was an error in the output macro variable 
specifications of the passing information. (Col : 列番号) 保
守情報 保守情報
引き継ぎ情報の出力マクロ変数の指定に誤りがありまし
た。(列番号 : 列番号) 保守情報 保守情報

引き継ぎ情報設定ジョブの引き継ぎ情報で，出力マクロ変
数の指定に誤りが見つかりました。このメッセージが出力
された場合は，次の原因が考えられます。
• パラメーターに定義されている出力マクロ変数が環境変
数にない。

• 環境変数に定義されている出力マクロ変数がパラメー
ターにない。

保守情報には，パラメーターだけにある出力マクロ変数が
「prm=値」の形式で，環境変数だけにある出力マクロ変
数が「env=値」の形式で表示されます。

（S）
引き継ぎ情報の出力マクロ変数に，環境変数に設定さ
れている出力マクロ変数を設定して処理を続行しま
す。

（O）
このメッセージが出力されている行のユニットについ
て，接続先の JP1/AJSで不正がないかどうか確認し
てください。
JP1/AJS3 - Definition Assistantの処理には問題あり
ませんので，そのまま使用してください。

KAVZ0402-IKAVZ0402-IKAVZ0402-IKAVZ0402-I
The definition information was exported.
Batch : 処理数 / 指定数
Individual : 処理数 / 指定数
Change : 処理数 / 指定数
Delete : 処理数 / 指定数
定義情報をエクスポートしました。
一括：処理数 / 指定数
単独：処理数 / 指定数
変更：処理数 / 指定数
削除：処理数 / 指定数

定義情報のエクスポートが終了しました。エクスポートに
成功した定義情報数と区分に指定した行数を処理区分ごと
に表示します。

（S）
処理を続行します。

（O）
エクスポートに失敗した定義情報がある場合，処理区
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KAVZ0403-EKAVZ0403-EKAVZ0403-EKAVZ0403-E    ～～～～    KAVZ0408-WKAVZ0408-WKAVZ0408-WKAVZ0408-W
分セルがカラー表示されています。そのカラー表示さ
れた行の最終セルに表示されたメッセージを参照し，
エラー要因を取り除いてください（「6.4.1 エクスポー
トが正常終了しない場合」を参照してください）。
エクスポートの再実行の方法は，エラー要因によって
異なります。
• 定義内容の不正によるエラーの場合，［区分］で指
定したエクスポート種別によって再実行の対象は次
のようになります。
一括：一括を指定した全行
単独：エラーが発生した行だけ
変更：エラーが発生した定義項目だけ

• その他のエラーの場合，メッセージに表示される処
理数を参考に，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 
- Viewでエクスポート結果を確認して処理が実行
されていないユニット定義から再実行してくださ
い。実行開始位置の判断がつかない場合は，最初か
らエクスポートを再実行してください。

KAVZ0403-EKAVZ0403-EKAVZ0403-EKAVZ0403-E
The specified unit type (ユニット種別) is not supported in 
JP1/AJS2 - Definition Assistant.(Row : 行番号)
JP1/AJS2 - Definition Assistantで未サポートのユニット
種別（ユニット種別）が指定されています。（行番号：行
番号）

JP1/AJS3 - Definition Assistantで未サポートのユニット
種別が指定されています。

（S）
処理を中止します。

（O）
JP1/AJS3 - Definition Assistantをバージョンアップ
するか，ユニット種別が未サポートのユニット定義情
報をエクスポート対象外にしてください。

KAVZ0404-WKAVZ0404-WKAVZ0404-WKAVZ0404-W
Export could not be executed because the definition item 
was invalid for the unit type (ユニット種別).
ユニット種別（ユニット種別）に対して無効な定義項目の
ためエクスポートを実行しませんでした。

ユニット種別に対して無効な定義項目が設定されていま
す。このメッセージに対応する定義項目部分を無視してエ
クスポート処理が実行されます。

（S）
エクスポート処理を続行します。

（O）
このメッセージ対象の定義項目の内容を見直してくだ
さい。再び同じエラーが発生しないように，エクス
ポート実行前の定義情報管理テンプレートを修正して
管理することをお勧めします。

KAVZ0405-WKAVZ0405-WKAVZ0405-WKAVZ0405-W
The definition item did not process by Export because it 
was invalid for the unit type (ユニット種別).
ユニット種別（ユニット種別）に対して無効な定義項目の
ためエクスポートで処理しませんでした。

一括または単独エクスポート実行時にユニット種別に対し
て無効な定義項目が設定されていました。このメッセージ
に対応する定義項目部分を無視してエクスポート処理を実
行しました。
このメッセージが出力された場合は，次の原因が考えられ
ます。
• 環境設定パラメーター「USESET-PASSINGINFO」に
「VIEW」を指定している環境で，引き継ぎ情報設定
ジョブに実行ファイル名，パラメーター，環境変数のど
れかを指定している。

• 環境設定パラメーター「USESET-PASSINGINFO」に
「COM」を指定している環境で，引き継ぎ情報設定ジョ
ブに正規表現，出力マクロ変数のどちらかを指定してい
る。

（S）
エクスポート処理を続行します。

（O）
このメッセージ対象の定義項目の内容を見直してくだ
さい。再び同じエラーが発生しないように，エクス
ポート実行前の定義情報管理テンプレートを修正して
管理することをお勧めします。

KAVZ0407-QKAVZ0407-QKAVZ0407-QKAVZ0407-Q
"Delete" is specified. Do you want to export?
「削除」指定があります。エクスポートしますか？

JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Manager上の定
義情報を削除するかどうかを確認します。

（S）
応答を待ちます。

（O）
削除する場合は［はい］ボタンを，取り消す場合は
［いいえ］ボタンをクリックしてください。

KAVZ0408-WKAVZ0408-WKAVZ0408-WKAVZ0408-W
Export cannot be executed on a master file.
エクスポートはマスターファイル上では実行できません。

マスターファイル上でエクスポート処理を実行しようとし
たため，実行できませんでした。エクスポートは，マス
ターファイル以外でだけ実行できます。

（S）
エクスポート処理を中止します。

（O）
マスターファイルを別名で保存したあと，エクスポー
トを再実行してください。
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KAVZ0409-WKAVZ0409-WKAVZ0409-WKAVZ0409-W    ～～～～    KAVZ0502-EKAVZ0502-EKAVZ0502-EKAVZ0502-E
KAVZ0409-WKAVZ0409-WKAVZ0409-WKAVZ0409-W
Specify the processing section.
処理区分を指定してください。

エクスポート処理が実行されましたが，処理区分が一つも
選択されていませんでした。

（S）
エクスポート処理を中止します。

（O）
定義情報の「区分」に処理区分を入力して，エクス
ポートを再実行してください。

KAVZ0410-WKAVZ0410-WKAVZ0410-WKAVZ0410-W
The specified definition item is not yet supported.
指定された定義項目は未サポートです。

接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerのバージョンでは，定義項目が未サポートのた
め定義情報を変更できませんでした。

（S）
エクスポート処理を続行します。

（O）
このメッセージ対象の定義項目の内容を見直してくだ
さい。定義されないことで，業務設計に影響がないか
確認してください。再び同じエラーが発生しないよう
に，エクスポート実行前の定義情報管理テンプレート
を修正して管理することをお勧めします。

KAVZ0411-EKAVZ0411-EKAVZ0411-EKAVZ0411-E
The number of unit definition information items for 
export exceeds the limit. (Unit :ユニット数)
エクスポート対象のユニット定義情報数が限界値を超えて
います。（ユニット数：ユニット数）

エクスポートに指定されたユニット定義情報の数が限界値
を超えるため，エクスポートを実行できません。エクス
ポートできるユニット数の上限値は，環境設定パラメー
ターで定義されています（「3.2.1 環境設定パラメーターの
定義内容」を参照してください）。

（S）
エクスポート処理を中止します。

（O）
次に示すどちらかの対処を行ってください。
• エクスポート対象のユニット数を減らしてエクス
ポートを再実行する。

• 環境設定パラメーターのエクスポートできるユニッ
ト数の上限値を変更する。
環境設定を変更したあとは，定義情報管理テンプ
レートの再起動が必要です。

KAVZ0501-EKAVZ0501-EKAVZ0501-EKAVZ0501-E
The user could not be authenticated at the specified host. 
: ホスト名 JP1ユーザー名
指定したホスト（ホスト名）でユーザー認証に失敗しまし
た。：JP1ユーザー名

接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerのホストで，ユーザー認証に失敗しました。ま
たは，JP1ユーザー名のユーザーマッピング処理でメモ
リー不足が発生し，ユーザーマッピングによる認証確認が
できませんでした。

（S）
処理を終了します。

（O）
次のことを確認してください。
• 接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 

Managerホストでユーザー情報の設定が正しいか
（「3.1.2 ユーザー情報の設定」を参照してくださ
い）。

• 接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerのホストでメモリー不足が発生してない
か。

エラー原因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。

KAVZ0502-EKAVZ0502-EKAVZ0502-EKAVZ0502-E
The connection destination host or JP1/AJS2 Monitor 
service on the connection destination host cannot be 
connected. : ホスト名
接続先ホスト（ホスト名）または接続先ホストのJP1/
AJS2 Monitorサービスに接続できません。

接続先ホスト，または接続先ホストの JP1/AJS3サービス
もしくは JP1/AJS2 Monitorサービスに接続できません。
次の原因が考えられます。
• 接続先ホストの JP1/AJS3サービスまたは JP1/AJS2 

Monitorサービスが起動していない。
• 接続先と接続元の servicesファイルのポート番号

（jp1ajs2monitor）の定義が，接続先と一致していない。
• 接続先ホストが起動していない。
• 接続先ホストとネットワーク接続できる状態ではない。
• 接続先との間にファイアウォールがある場合，通過でき
るように設定されていない。

（S）
処理を終了します。

（O）
エラーの原因を取り除いたあと，再実行してくださ
い。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。
201



KAVZ0503-EKAVZ0503-EKAVZ0503-EKAVZ0503-E    ～～～～    KAVZ0507-EKAVZ0507-EKAVZ0507-EKAVZ0507-E
KAVZ0503-EKAVZ0503-EKAVZ0503-EKAVZ0503-E
A communication timeout occurred during the 
communication with JP1/AJS2 on the connection 
destination host. : ホスト名
接続先ホスト（ホスト名）のJP1/AJS2との通信処理中に
通信タイムアウトが発生しました。

接続先ホストの JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerホストとの通信処理中に通信タイムアウトが発
生しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
次のことを確認してください。
• 接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 

Managerホストで問題が発生していないか。
• 接続元と接続先の servicesファイルに設定され

ているポート番号（jp1ajs2monitor）の値が一致し
ているか。

エラー要因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0504-EKAVZ0504-EKAVZ0504-EKAVZ0504-E
The connection was reset during the communication with 
JP1/AJS2 on the connection destination host. : ホスト名
接続先ホスト（ホスト名）のJP1/AJS2との通信処理中に
接続が切断されました。

接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerホストとの通信処理中に接続が切断されました。
次の原因が考えられます。
1. 一つのセルに大量のデータを設定して変更した。
2. 接続先ホストとの通信環境で異常が発生した。

（S）
処理を終了します。

（O）
各要因に対して次の対処を行ってください。
1. 区分に一括か単独を指定してからエクスポートを
実行するか，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - 
Viewを使用して変更してください。

2. 指定した JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerホスト名で TCP/IP通信ができることを
確認してください。通信できない場合は，ハード
ウェアを含めたネットワークの設定を見直してく
ださい。エラー要因を取り除いたあと，処理を再
実行してください。

なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合

は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0505-EKAVZ0505-EKAVZ0505-EKAVZ0505-E
An error exists in the data received from JP1/AJS2 on the 
connection destination (ホスト名). : 保守情報
接続先（ホスト名）のJP1/AJS2からの受信データに誤り
があります。：保守情報

接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerホストから不正なデータを受信したため，処理
に失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
接続先と接続元の servicesファイルのポート番号

（jp1ajs2monitor）の定義が一致しているかどうか確
認してください。
エラー要因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。

KAVZ0506-EKAVZ0506-EKAVZ0506-EKAVZ0506-E
The host name cannot be resolved. : ホスト名
ホスト名が解決できません。：ホスト名

接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerのホスト名を解決できませんでした。

（S）
処理を終了します。

（O）
次のことを確認してエラー要因を取り除いたあと，再
実行してください。
• ホスト名が正しく指定されているか。
• hostsファイルなどの設定でホスト名が解決でき

ているか。

KAVZ0507-EKAVZ0507-EKAVZ0507-EKAVZ0507-E
The port number could not be obtained. Confirm whether 
the service name is defined correctly.
ポート番号の取得に失敗しました。サービス名が正しく設
定されているか確認してください。

ポート番号の取得に失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
servicesファイルにポート番号（jp1ajs2monitor）
の定義が設定されているか確認してください。
エラー要因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。
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KAVZ0515-EKAVZ0515-EKAVZ0515-EKAVZ0515-E    ～～～～    KAVZ0520-EKAVZ0520-EKAVZ0520-EKAVZ0520-E
KAVZ0515-EKAVZ0515-EKAVZ0515-EKAVZ0515-E
An error occurred in JP1/AJS2 - Manager on the 
connection destination host. : ホスト名 保守情報1 保守情
報2 保守情報3 保守情報4
接続先（ホスト名）のJP1/AJS2 - Managerでエラーが発
生しました。：保守情報1 保守情報2 保守情報3 保守情報4

接続先（ホスト名）の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerでエラーが発生しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerのログ情報から原因を調査してください。
原因不明の場合は，システム管理者に連絡して資料を
採取してください（「6.2 トラブル発生時に採取が必
要な資料」を参照してください）。
エラー要因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0516-EKAVZ0516-EKAVZ0516-EKAVZ0516-E
The command ended abnormally. : 保守情報1 保守情報2 
保守情報3 保守情報4 保守情報5
コマンドの実行に失敗しました。：保守情報1 保守情報2 
保守情報3 保守情報4 保守情報5

JP1/AJS3 - Definition Assistant内部で実行しているコマ
ンドの実行に失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerのログ情報から原因を調査してください。
原因不明の場合は，システム管理者に連絡して資料を
採取してください（「6.2 トラブル発生時に採取が必
要な資料」を参照してください）。
エラー原因を取り除いたあと，インポートの場合は，
再実行してください。エクスポートの場合は，エラー
が発生した定義項目のエクスポート処理を再実行して
ください。

KAVZ0518-EKAVZ0518-EKAVZ0518-EKAVZ0518-E
A socket communication error occurred. : 保守情報1 保守
情報2
ソケット通信でエラーが発生しました。：保守情報1 保守
情報2

ソケット通信でエラーが発生しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
指定した JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerホスト名で TCP/IP通信ができることを確
認してください。通信できない場合は，ハードウェア
を含めたネットワークの設定を見直してください。エ
ラー要因を取り除いたあと，処理を再実行してくださ
い。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0519-EKAVZ0519-EKAVZ0519-EKAVZ0519-E
An attempt to acquire the character code of the 
connection destination (ホスト名) failed.
接続先（ホスト名）の文字コードの取得に失敗しました。

接続先スケジューラーサービスの文字コード種別で
「AUTO」（文字コード種別の自動判定）を指定しました
が，文字コードの取得に失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
文字コード種別で接続先スケジューラーサービスの文
字コードを選択してから処理を再実行してください。

KAVZ0520-EKAVZ0520-EKAVZ0520-EKAVZ0520-E
Communication access was denied at the connection 
destination. : ホスト名
接続先（ホスト名）から通信アクセスが拒否されました。

接続先の JP1/Baseの設定で，接続ホストで指定したホス
ト名，または IPアドレスに対して通信しない設定になっ
ているため接続できません。

（S）
処理を終了します。

（O）
接続先の JP1/Baseの設定で，物理ホストに対して受
信側バインド方式が IPバインド方式になっているか
どうか確認してください。確認した結果が，IPバイ
ンド方式の場合は，次に示すどちらかを指定してくだ
さい。
• 接続先ホスト名に設定している IPアドレス
• 接続先ホスト名の IPアドレスに対して，ホスト名
解決ができるホスト名
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KAVZ0521-EKAVZ0521-EKAVZ0521-EKAVZ0521-E    ～～～～    KAVZ0609-EKAVZ0609-EKAVZ0609-EKAVZ0609-E
KAVZ0521-EKAVZ0521-EKAVZ0521-EKAVZ0521-E
A scheduler service name is invalid. : サービス名
スケジューラーサービス名の指定に誤りがあります。：
サービス名

スケジューラーサービス名を誤って指定しています。

（S）
処理を終了します。

（O）
スケジューラーサービス名を正しく指定したあと，処
理を再実行してください。

KAVZ0601-EKAVZ0601-EKAVZ0601-EKAVZ0601-E
The specified options are insufficient.
指定されている引数が不足しています。

コマンドの引数が不足しています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
引数を正しく指定して，コマンドを再実行してくださ
い。

KAVZ0602-EKAVZ0602-EKAVZ0602-EKAVZ0602-E
Option (オプション) appears twice or more.
オプション（オプション）が2回以上指定されています。

同じオプションを 2回以上指定しています。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
2回以上指定したオプションを，1回だけ指定し直し
たあと，コマンドを再実行してください。

KAVZ0603-EKAVZ0603-EKAVZ0603-EKAVZ0603-E
Illegal option (オプション) exists.
不正なオプション（オプション）が指定されています。

コマンドに指定できない不正なオプションを指定していま
す。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
正しいオプションを指定したあと，コマンドを再実行
してください。

KAVZ0604-EKAVZ0604-EKAVZ0604-EKAVZ0604-E
Extra argument(s) exist.
余分な引数が指定されています。

不要な引数を指定しています。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
不要な引数を削除したあと，コマンドを再実行してく
ださい。

KAVZ0605-EKAVZ0605-EKAVZ0605-EKAVZ0605-E
Value for option (オプション) is not specified.
オプション（オプション）の値が指定されていません。

値を必要とするオプションに対して，値を指定していませ
ん。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
オプションの値を指定したあと，コマンドを再実行し
てください。

KAVZ0606-EKAVZ0606-EKAVZ0606-EKAVZ0606-E
Option (オプション) value exceeds prescribed length.
オプション（オプション）の値が規定長を超えています。

オプションの値が規定長を超えています。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
オプションの値を修正したあと，コマンドを再実行し
てください。

KAVZ0608-EKAVZ0608-EKAVZ0608-EKAVZ0608-E
The folder specified in option (オプション) does not exist.
オプション（オプション）に指定したフォルダは存在しま
せん。

オプションに指定したフォルダがありません。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
オプションに正しいフォルダ名を指定したあと，コマ
ンドを再実行してください。

KAVZ0609-EKAVZ0609-EKAVZ0609-EKAVZ0609-E
An attempt to start the command failed. : 保守情報
コマンドの起動に失敗しました。：保守情報

コマンドの起動に失敗しました。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
JP1/AJS3 - Definition Assistantがインストールされ
ていることを確認してください。インストールされて
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KAVZ0610-EKAVZ0610-EKAVZ0610-EKAVZ0610-E    ～～～～    KAVZ0615-QKAVZ0615-QKAVZ0615-QKAVZ0615-Q
いない場合，JP1/AJS3 - Definition Assistantをイン
ストールし直してからコマンドを実行してください。
JP1/AJS3 - Definition Assistantがすでにインストー
ルされている場合は，マスターファイルが壊れている
おそれがあります。JP1/AJS3 - Definition Assistant
をインストールし直してください。

KAVZ0610-EKAVZ0610-EKAVZ0610-EKAVZ0610-E
The same value is specified in separate options : (オプ
ション, オプション).
2つのオプション（オプション，オプション）に同じ値が
指定されています。

変換前実行結果ファイル格納フォルダと変換後実行結果
ファイル格納フォルダに同一のフォルダが指定されまし
た。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
変換前実行結果ファイル格納フォルダと変換後実行結
果ファイル格納フォルダに異なるフォルダを指定した
あと，コマンドを再実行してください。

KAVZ0611-IKAVZ0611-IKAVZ0611-IKAVZ0611-I
Conversion terminated.
Processing result : 変換成功ファイル数 / 変換対象ファイ
ル数
変換処理が終了しました。
処理結果：変換成功ファイル数 / 変換対象ファイル数

ajsdaconvertコマンドによる実行結果ファイルの変換

処理が終了しました。処理結果として，変換対象ファイル
数と変換処理で成功したファイル数を表示します。

（S）
処理を続行します。

（O）
変換対象ファイル数と変換成功ファイル数が一致して
いない場合，変換に失敗したファイルがあるおそれが
あります。ajsdaconvertコマンドのログファイル

を参照してエラーになったファイルがないか確認して
ください。
ajsdaconvertコマンドのログファイルの格納先を

次に示します。

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 
2003の場合
インストール先フォルダ
¥log¥ajsdaconvert.log

Windows Vista，Windows Server 2008，および
Windows 7の場合
%ALLUSERSPROFILE%¥Hitachi¥JP1¥JP1_DE

FAULT¥JP1AJS2DA¥log¥ajsdaconvert.log

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「シス

テムドライブ ¥ProgramData」です。

確認後，エラーになった実行結果ファイルだけ再実行
してください。

KAVZ0613-EKAVZ0613-EKAVZ0613-EKAVZ0613-E
The master file was not found.
マスターファイルが見つかりませんでした。

マスターファイルが見つからないため，ajsdaconvert

コマンドを実行できませんでした。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
マスターファイルがあることを確認してから，コマン
ドを再実行してください。マスターファイルがない場
合，JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストール
し直してください。

KAVZ0614-EKAVZ0614-EKAVZ0614-EKAVZ0614-E
The command cannot execute bacause automatic import 
or automatic export is set.
自動インポートまたは自動エクスポートが設定されている
ため，コマンドを実行できません。

環境設定パラメーターに自動インポート
（AUTO-IMPORT）または自動エクスポート
（AUTO-EXPORT）が有効（Y）に設定されているため，
ajsdaconvertコマンドを実行できませんでした。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
環境設定パラメーターに設定されている自動インポー
ト（AUTO-IMPORT）または自動エクスポート
（AUTO-EXPORT）の設定を無効（N）に設定してか
ら，コマンドを再実行してください。

KAVZ0615-QKAVZ0615-QKAVZ0615-QKAVZ0615-Q
Is it OK to update the execution result file (実行結果ファ
イル名) ?
実行結果ファイル（実行結果ファイル名）を更新します
か？

実行結果ファイルを更新するかどうかを確認します。

（S）
［はい］ボタンがクリックされた場合は，ファイルを
更新（上書き保存）します。
［いいえ］ボタンがクリックされた場合は，ファイル
を更新しません。

（O）
ファイルを更新する場合は，［はい］ボタンをクリッ
クしてください。更新しない場合は，［いいえ］ボタ
ンをクリックしてください。
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KAVZ0616-EKAVZ0616-EKAVZ0616-EKAVZ0616-E    ～～～～    KAVZ0702-EKAVZ0702-EKAVZ0702-EKAVZ0702-E
KAVZ0616-EKAVZ0616-EKAVZ0616-EKAVZ0616-E
The command could not be executed. : 保守情報
コマンドの実行に失敗しました。：保守情報

コマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
次に示すどれかの対処を行ってください。
• コマンド実行中に［ESC］キーを押していないか
確認してください。［ESC］キーを押すとコマンド
の実行が中断され，このメッセージを出力してコマ
ンドが異常終了します。

• このメッセージが出力される前に KAVZ0101-Eの
メッセージが出力された場合，KAVZ0101-Eの
メッセージに対する対処を行ってから，コマンドを
再実行してください。

• その他の場合は，システム管理者に連絡して資料を
採取してください（「6.2 トラブル発生時に採取が
必要な資料」を参照してください）。

KAVZ0617-EKAVZ0617-EKAVZ0617-EKAVZ0617-E
Invalid value for option(オプション).
オプション(オプション)の値に誤りがあります。

オプションの値を誤って指定しています。

（S）
コマンドの実行を中止します。

（O）
オプションの値を正しく指定したあと，コマンドを再
実行してください。

KAVZ0618-EKAVZ0618-EKAVZ0618-EKAVZ0618-E
An attempt to save the execution result file after 
conversion failed.
 : 変換後実行結果ファイル名 保守情報1 保守情報2
変換後実行結果ファイルの保存に失敗しました。
：変換後実行結果ファイル名 保守情報1 保守情報2

変換後実行結果ファイルの保存に失敗しました。主な原因
として次のことが考えられます。
• 変換後実行結果ファイル格納フォルダに権限がない。
• 保存先のディスク容量が不足している。

（S）
［OK］ボタンがクリックされたあと，コマンドの実
行を中止します。

（O）
保守情報 2に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー要因を取り除いてください。エラー要因を取り
除かないまま ajsdaconvertコマンドを再実行した

場合，同様のエラーが発生するおそれがあります。

KAVZ0619-EKAVZ0619-EKAVZ0619-EKAVZ0619-E
An error occurred during conversion processing. : 実行結
果ファイル名 保守情報1 保守情報2
変換処理中にエラーが発生しました。：実行結果ファイル
名 保守情報1 保守情報2

変換処理中にエラーが発生しました。

（S）
［OK］ボタンがクリックされたあと，コマンドの実
行を中止します。

（O）
保守情報 2に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー要因を取り除いたあと，ログファイルを参考に
エラーになった実行結果ファイルと変換未処理の実行
結果ファイルに対して ajsdaconvertコマンドを再

実行してください。
原因不明の場合は，システム管理者に連絡して資料を
採取してください（「6.2 トラブル発生時に採取が必
要な資料」を参照してください）。

KAVZ0700-EKAVZ0700-EKAVZ0700-EKAVZ0700-E
Execution is not possible because the installation path of 
JP1/AJS2 - View is not found.
JP1/AJS2 - Viewのインストールパスが見つからないため
実行できません。

JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewをインストール
したフォルダが見つからないため実行できません。JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewと連携できるのは，
JP1/AJS3 - Definition Assistantと同じホストに JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewがインストールされ
ている場合だけです。

（S）
処理を中止します。

（O）
次に示すどちらかの対処を行ってください。
• JP1/AJS3 - Definition Assistantがインストールさ
れているホストに，JP1/AJS3 - View 09-00以降ま
たは JP1/AJS2 - View 08-00以降をインストールし
てください。

• JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewがインス
トールされている場合，JP1/AJS3 - Viewまたは
JP1/AJS2 - Viewのインストール環境に問題がない
か確認してください。

KAVZ0702-EKAVZ0702-EKAVZ0702-EKAVZ0702-E
Choose one definition information item.
定義情報を一つ選択してください。

定義情報が選択されていません。または，複数の定義情報
が選択されています。

（S）
処理を中断します。
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KAVZ0703-EKAVZ0703-EKAVZ0703-EKAVZ0703-E    ～～～～    KAVZ0807-EKAVZ0807-EKAVZ0807-EKAVZ0807-E
（O）
JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewで表示する
定義情報を一つだけ選択してください。選択方法を次
に示します。
• 対象の定義情報の 1行すべてを選択する。
• 対象行の任意のセルを選択する。

KAVZ0703-EKAVZ0703-EKAVZ0703-EKAVZ0703-E
An attempt to start JP1/AJS2 - View failed. : 保守情報
JP1/AJS2 - Viewの起動に失敗しました。：保守情報

ajsコマンドの実行によって JP1/AJS3 - Viewまたは
JP1/AJS2 - Viewを起動しようとしましたが失敗しまし
た。

（S）
処理を中断します。

（O）
次に示すどちらかの対処を行ってください。
• 保守情報に表示された値が 53の場合は，ajsコマ

ンドが見つからなかったことを示します。JP1/
AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewのインストー
ル環境に問題がないか確認してください。

• その他の場合は，システム管理者に連絡して，資料
を採取してください（「6.2 トラブル発生時に採取
が必要な資料」を参照してください）。

KAVZ0803-EKAVZ0803-EKAVZ0803-EKAVZ0803-E
You do not have permission to use the folder (フォルダ名).
フォルダ（フォルダ名）に対する権限がありません。

フォルダに対する権限がありません。

（S）
処理を終了します。

（O）
フォルダのアクセス権限を確認し，アクセス権限を持
つユーザーで処理を再実行してください。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0805-EKAVZ0805-EKAVZ0805-EKAVZ0805-E
A file (ファイル名) is not found.保守情報1 保守情報2 保守
情報3
ファイル（ファイル名）が見つかりません。保守情報1 保
守情報2 保守情報3

ファイルが見つかりません。

（S）
処理を終了します。

（O）
次に示すどちらかの対処を行ったあと，再実行してく
ださい。
• 保守情報 2にエラーメッセージが表示されている
場合は，その内容を参考にエラー原因を取り除いて
ください。

• ファイル，またはフォルダが読み取り専用になって
いる場合は，読み取り専用属性を外してください。

• その他の場合は，ファイルパスの存在，アクセス権
限などを確認してください。

なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0806-EKAVZ0806-EKAVZ0806-EKAVZ0806-E
The folder (フォルダ名) does not exist. 保守情報1 保守情
報2
フォルダ（フォルダ名）が見つかりません。 保守情報1 保
守情報2

フォルダが見つかりません。

（S）
処理を終了します。

（O）
次に示すどちらかの対処を行ったあと，再実行してく
ださい。
• 保守情報 2にエラーメッセージが表示されている
場合，その内容を参考にエラー原因を取り除いてく
ださい。

• その他の場合，フォルダが存在するか確認してくだ
さい。

なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0807-EKAVZ0807-EKAVZ0807-EKAVZ0807-E
An attempt to open the file (ファイル名) failed. : 保守情報
1 (保守情報2)
ファイル（ファイル名）のオープンに失敗しました。：保
守情報1（保守情報2）

ファイルのオープンに失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
保守情報 2に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー原因を取り除いたあと，失敗した処理を再実行
してください。
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KAVZ0808-EKAVZ0808-EKAVZ0808-EKAVZ0808-E    ～～～～    KAVZ0813-EKAVZ0813-EKAVZ0813-EKAVZ0813-E
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0808-EKAVZ0808-EKAVZ0808-EKAVZ0808-E
An attempt to read the file (ファイル名) failed. : 保守情報
1 (保守情報2)
ファイル（ファイル名）の読み込みに失敗しました。：保
守情報1（保守情報2）

ファイルの読み込みに失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
保守情報 2に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー原因を取り除いたあと，失敗した処理を再実行
してください。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0809-EKAVZ0809-EKAVZ0809-EKAVZ0809-E
An attempt to write to the file (ファイル名) failed. : 保守
情報1 (保守情報2)
ファイル（ファイル名）の書き込みに失敗しました。：保
守情報1（保守情報2）

ファイルの書き込みに失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
保守情報 2に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー要因を取り除いたあと，失敗した処理を再実行
してください。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0810-EKAVZ0810-EKAVZ0810-EKAVZ0810-E
The environment settings file (ファイル名) does not exist.
環境設定ファイル（ファイル名）が存在しません。

環境設定ファイルがありません。

（S）
処理を中止します。

（O）
環境設定ファイルがあるかを確認してください。誤っ
てファイルを削除してしまった場合は，「JP1/AJS3 - 
Definition Assistantインストールフォルダ
¥conf¥ajs2da.conf.model」ファイルをコピーし

て ajs2da.confファイルを作成し，必要に応じて

環境設定ファイルを編集してください。

KAVZ0812-EKAVZ0812-EKAVZ0812-EKAVZ0812-E
An attempt to delete a file failed. : 保守情報1 保守情報2 
保守情報3
ファイルの削除に失敗しました。：保守情報1 保守情報2 
保守情報3

ファイルの削除に失敗しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
保守情報 1に表示されるファイルパス名に対して，
次に示すどちらかの対処を行ってください。
• 保守情報 3にエラーメッセージが表示される場合
は，エラーメッセージを参考に原因を調査してくだ
さい。

• 保守情報 3にエラーメッセージが表示されない場
合は，ファイルパスの存在，アクセス権限などを確
認してください。

エラー原因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。
なお，保守情報 1に環境設定パラメーターで指定さ
れているインポート用，またはエクスポート用の「一
時ファイル格納フォルダ名」が出力されている場合
は，不要なファイルが残っていることがあります。一
時ファイル格納フォルダの下に残っているファイル
は，エラー原因の調査が終了後に削除するようにして
ください。一時ファイルを削除するときは，インポー
ト処理またはエクスポート処理を行わないようにして
ください。

KAVZ0813-EKAVZ0813-EKAVZ0813-EKAVZ0813-E
The file (ファイル名) could not be closed. : 保守情報1 保守
情報2
ファイル（ファイル名）のクローズに失敗しました。：保
守情報1 保守情報2

ファイルのクローズに失敗しました。

（S）
処理を中断します。

（O）
保守情報 2に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー要因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。
なお，表示されているファイル名が環境設定パラメー
ターで指定されているインポート用，またはエクス
ポート用の一時ファイル格納フォルダの下に残ってい
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KAVZ0814-EKAVZ0814-EKAVZ0814-EKAVZ0814-E    ～～～～    KAVZ0907-EKAVZ0907-EKAVZ0907-EKAVZ0907-E
るファイルは，エラー原因の調査が終了後に削除する
ようにしてください。一時ファイルを削除するとき
は，インポート処理またはエクスポート処理を行わな
いようにしてください。

KAVZ0814-EKAVZ0814-EKAVZ0814-EKAVZ0814-E
The copying of files failed. : ファイル名 保守情報1 保守情
報2
ファイル（ファイル名）のコピーに失敗しました。：保守
情報1 保守情報2

ファイルのコピーに失敗しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
保守情報 2に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー原因を取り除いたあと，処理を再実行してくだ
さい。
ajsdaconvertコマンドを実行したときにこのエ

ラーが発生した場合は，ajsdaconvertコマンドを

同時に複数実行しているおそれがあります。前に実行
した ajsdaconvertコマンドが終了してから，再実

行してください。

KAVZ0901-EKAVZ0901-EKAVZ0901-EKAVZ0901-E
An I/O error occurred. : 保守情報1 保守情報2 保守情報3 保
守情報4
入出力エラーが発生しました。：保守情報1 保守情報2 保
守情報3 保守情報4

処理中にファイルの入出力などで I/Oエラーが発生しまし
た。

（S）
処理を中断します。

（O）
保守情報 4に表示されるファイル名のアクセス権限
などを確認し，失敗した処理を再実行してください。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0902-EKAVZ0902-EKAVZ0902-EKAVZ0902-E
Insufficient memory occurred. : 保守情報1 保守情報2 保守
情報3 保守情報4
メモリー不足が発生しました。：保守情報1 保守情報2 保
守情報3 保守情報4

メモリー不足が発生しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
メモリー不足の原因を調査し，使用できるメモリーを
増やしてください。または，定義情報管理テンプレー
トを多数開いている場合は，幾つかのファイルを閉じ
てください。

KAVZ0903-EKAVZ0903-EKAVZ0903-EKAVZ0903-E
A system error occurred. : 保守情報1 保守情報2 保守情報
3 保守情報4
システムエラーが発生しました。：保守情報1 保守情報2 
保守情報3 保守情報4

処理中にシステムエラーが発生しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
システム管理者に連絡して資料を採取してください
（「6.2 トラブル発生時に採取が必要な資料」を参照し
てください）。

KAVZ0904-EKAVZ0904-EKAVZ0904-EKAVZ0904-E
An unexpected error occurred in JP1/AJS2 - Definition 
Assistant. : 保守情報1 保守情報2 保守情報3 保守情報4 保
守情報5
JP1/AJS2 - Definition Assistantで予期しないエラーが発
生しました。：保守情報1 保守情報2 保守情報3 保守情報4 
保守情報5

処理中に予期しないエラーが発生しました。

（S）
処理を終了します。

（O）
次に示すどれかの処理を行ったあと，再実行してくだ
さい。
• 保守情報に「関数名が DLLファイル ajdrcmd.dll
内に見つかりません。」と表示された場合は，正し
くインストールされていないおそれがあります（関
数名は，バージョンによって異なります）。定義情
報管理テンプレートをすべて閉じ，JP1/AJS3 - 
Definition Assistantを上書きインストールしたあ
と，再実行してください。
再実行しても改善されない場合，または上記に該当
しない場合は，システム管理者に連絡して資料を採
取してください（「6.2 トラブル発生時に採取が必
要な資料」を参照してください）。

• 保守情報に「BtnImport_Click 5 プロシージャの呼
び出し、または引数が不正です。」と表示された場
合は，ユニット定義情報に改行文字が含まれていま
す。改行文字を取り除いて再実行してください。

KAVZ0907-EKAVZ0907-EKAVZ0907-EKAVZ0907-E
No more space in the file (ファイル名).
ファイル（ファイル名）に空き容量がありません。
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KAVZ0910-EKAVZ0910-EKAVZ0910-EKAVZ0910-E    ～～～～    KAVZ0918-QKAVZ0918-QKAVZ0918-QKAVZ0918-Q
ファイルを書き込もうとしているファイルシステム，また
はデバイスに空き容量がありません。

（S）
処理を終了します。

（O）
次に示すどれかの対処を行ったあと，再実行してくだ
さい。
• 不要なファイルを消去して空き容量を作る。
• ディスク領域の使用が制限されている場合は，制限
値を変更する。

• 環境設定パラメーターでファイルの出力先を変更す
る。

なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0910-EKAVZ0910-EKAVZ0910-EKAVZ0910-E
The file processing count exceeds the limit.
処理できるファイル数の上限を超えました。

処理できるファイル数が制限値を超えました。

（S）
処理を終了します。

（O）
不要なウィンドウやダイアログボックスを閉じたあ
と，再実行してください。
なお，エクスポート処理でこのエラーが発生した場合
は，JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewでエク
スポート結果を確認して処理が実行されていないユ
ニット定義から再実行してください。実行されていな
いユニット定義の判断がつかない場合は，最初からエ
クスポートを再実行してください。

KAVZ0914-EKAVZ0914-EKAVZ0914-EKAVZ0914-E
The number of execution result files that exist in the 
folder (フォルダ名) exceeded the maximum.
フォルダ（フォルダ名）に存在する実行結果ファイル数が
上限を超えました。

実行結果ファイル格納フォルダに格納されている Excel
ファイルの数が，環境設定パラメーターで指定されている
「実行結果ファイル数の上限値」を超えました。

（S）
処理を終了します。

（O）
次に示すどれかの処理を行ったあと，再実行してくだ
さい。
• 実行結果ファイル格納フォルダに格納されている不
要な Excelファイルを削除する。

• 環境設定ファイルで，実行結果ファイル格納フォル

ダ名を別のフォルダに変更したあと，定義情報管理
テンプレートを再起動する。

• 環境設定ファイルで，実行結果ファイルを格納でき
る上限値を変更したあと，定義情報管理テンプレー
トを再起動する。

KAVZ0916-EKAVZ0916-EKAVZ0916-EKAVZ0916-E
An attempt to save the execution result file failed. : フォ
ルダ名 保守情報
Specify the location where the execution result file is 
saved.
実行結果ファイルの保存に失敗しました。：フォルダ名 
保守情報
実行結果ファイルを保存する場所を指定してください。

実行結果ファイルの保存に失敗しました。主な原因として
次のことが考えられます。
• 実行結果ファイル格納フォルダがない。
• 実行結果ファイル格納フォルダに権限がない。
• 実行結果ファイル名を含むパスが長過ぎる。
• 保存先のディスク容量が不足している。

（S）
［OK］ボタンがクリックされたあと，［ファイル名を
付けて保存］ダイアログボックスが出力されます。

（O）
ファイルを保存する場合は，ファイルの保存場所を指
定したあとに［保存］ボタンをクリックしてくださ
い。保存しない場合は［キャンセル］ボタンをクリッ
クしてください。また，保存の処理が終了したあと
に，保守情報に表示されるエラーメッセージを参考に
エラー要因を取り除いてください。エラー要因を取り
除かない場合は，同様のエラーが発生するおそれがあ
ります。

KAVZ0918-QKAVZ0918-QKAVZ0918-QKAVZ0918-Q
Are you sure you want to end JP1/AJS2 - Definition 
Assistant?
JP1/AJS2 - Definition Assistantを終了します。よろしい
ですか？

実行結果ファイルの保存先を問い合わせましたが，キャン
セルが指定されました。JP1/AJS3 - Definition Assistant
を終了するかどうかを確認します。

（S）
［はい］ボタンがクリックされた場合は，処理結果の
メッセージ（KAVZ0302-Iまたは KAVZ0402-I）を出
力して終了します。
［いいえ］ボタンがクリックされた場合は，［ファイル
名を付けて保存］ダイアログボックスが出力されま
す。

（O）
ファイルを保存しない場合は，［はい］ボタンをク
リックしてください。保存する場合は，［いいえ］ボ
タンをクリックして［ファイル名を付けて保存］ダイ
アログボックスで保存する場所を指定してください。
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ
付録 A　ファイルおよびディレクトリ
JP1/AJS3 - Definition Assistantに関するファイルおよびディレクトリについて説明し
ます。

表の見方
• 次の略称を使用します。

DA_Path：JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダ
• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストール先フォルダは，デフォルトでは
「C:¥Program Files¥HITACHI¥JP1AJS2DA」です。

付録 A.1　インストール時に展開されるファイル・フォルダ
インストールすると展開されるファイル・フォルダを示します。

（1） Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合

表 A-1　インストール時に展開されるファイル・フォルダ一覧（Windows XP 
ProfessionalおよびWindows Server 2003の場合）

内容 ファイル名・フォルダ名

実行結果ファイル格納フォルダ※ DA_Path¥backup

実行ファイル格納フォルダ DA_Path¥bin

コマンドリモート実行機能提供ファイル DA_Path¥bin¥ajdrcmd.dll

JP1/AJS3 - Definition Assistant起動用 VBス
クリプト（JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 
- View連携）

DA_Path¥bin¥ajsdastart.vbs

実行結果ファイル変換コマンド DA_Path¥bin¥ajsdaconvert.vbs

定義情報管理テンプレートマスターファイル DA_Path¥bin¥AJS2DAMASTER.xls

環境設定ファイル格納フォルダ DA_Path¥conf

環境設定ファイル DA_Path¥conf¥ajs2da.conf

環境設定ファイル（モデルファイル） DA_Path¥conf¥ajs2da.conf.model

環境設定ファイル（ベースモデルファイル） DA_Path¥conf¥ajs2da.conf.model.model

［IMPORT］，［EXPORT］実行用一時ファイ
ル格納フォルダ

DA_Path¥tmp

インポート結果編集用一時ファイル格納フォ
ルダ※

DA_Path¥tmp¥input

エクスポート実行時一時ファイル格納フォル
ダ※

DA_Path¥tmp¥output

エラー情報ファイル格納フォルダ※ DA_Path¥tmp¥errlog
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ
注※
存在しないとエラーになるため，デフォルト以外に設定する場合はあらかじめ作成
しておく必要があります。

（2） Windows Vista，Windows Server 2008，およびWindows 7の場合

表 A-2　インストール時に展開されるファイル・フォルダ一覧（Windows Vista，
Windows Server 2008，およびWindows 7の場合）

ツール格納フォルダ DA_Path¥tools

資料採取スクリプト DA_Path¥tools¥_04.BAT

履歴ファイル格納フォルダ DA_Path¥log

ajsdaconvertコマンド実行履歴ファイル DA_Path¥log¥ajsdaconvert.log

保存用 ajsdaconvertコマンド実行履歴ファ
イル

DA_Path¥log¥ajsdaconvert0[1-5].log

内容 ファイル名・フォルダ名

実行結果ファイル格納フォルダ※ 1 %ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥backu
p

実行ファイル格納フォルダ DA_Path¥bin

コマンドリモート実行機能提供ファイル DA_Path¥bin¥ajdrcmd.dll

JP1/AJS3 - Definition Assistant起動用 VB
スクリプト（JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/
AJS2 - View連携）

DA_Path¥bin¥ajsdastart.vbs

実行結果ファイル変換コマンド DA_Path¥bin¥ajsdaconvert.vbs

定義情報管理テンプレートマスターファイル DA_Path¥bin¥AJS2DAMASTER.xls

環境設定ファイル格納フォルダ DA_Path¥conf

環境設定ファイル DA_Path¥conf¥ajs2da.conf

環境設定ファイル（モデルファイル） DA_Path¥conf¥ajs2da.conf.model

環境設定ファイル（ベースモデルファイル） DA_Path¥conf¥ajs2da.conf.model.model

［IMPORT］，［EXPORT］実行用一時ファイ
ル格納フォルダ

%ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp

インポート結果編集用一時ファイル格納フォ
ルダ※ 1

%ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp¥i
nput

エクスポート実行時一時ファイル格納フォル
ダ※ 1

%ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp¥o
utput

内容 ファイル名・フォルダ名
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ
注※ 1
存在しないとエラーになるため，デフォルト以外に設定する場合はあらかじめ作成
しておく必要があります。

注※ 2
「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」で

す。

付録 A.2　インポート，またはエクスポート実行時に作成さ
れるファイル
インポート，またはエクスポート実行時に作成されるファイルには，次のファイルがあ
ります。

• 実行結果ファイル
• 一時ファイル
• エラー情報ファイル

それぞれのファイルが作成，または保存されるときに，格納先フォルダがないとエラー
になります。セットアップ時に格納先の設定をデフォルトのフォルダから変更する場合
は，格納フォルダをあらかじめ作成しておいてください。

各ファイルについて説明します。

（1） 実行結果ファイル

インポート，またはエクスポートを実行すると，操作時に使用した定義情報管理テンプ
レートファイルが実行結果ファイルとして別名で保存されます。

エラー情報ファイル格納フォルダ※ 1 %ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥tmp¥e
rrlog

ツール格納フォルダ DA_Path¥tools

資料採取スクリプト DA_Path¥tools¥_04.BAT

履歴ファイル格納フォルダ %ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥log

ajsdaconvertコマンド実行履歴ファイル %ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥log¥a
jsdaconvert.log

保存用 ajsdaconvertコマンド実行履歴ファ
イル

%ALLUSERSPROFILE%※

2¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1AJS2DA¥log¥a
jsdaconvert0[1-5].log

内容 ファイル名・フォルダ名
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ
実行結果ファイルについて次の表に示します。

表 A-3　実行結果ファイル

（凡例）

YY：操作実行日時の年※ 2（西暦の下 2けた）
MM：操作実行日時の月※ 2（2けた表示）
DD：操作実行日時の日※ 2（2けた表示）
hh：操作実行日時の時※ 2（2けた表示）
mm：操作実行日時の分※ 2（2けた表示）
ss：操作実行日時の秒※ 2（2けた表示）
xxx：操作実行日時のミリ秒※ 2（3けた表示）

注※ 1
「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」で

す。

注※ 2
「操作実行日時」とは，正確には次の時間です。
• JP1/AJS2 - Definition Assistantのバージョンが 08-00以前の場合
インポートやエクスポート処理が終了し，実行結果ファイルとして保存される時
間

• JP1/AJS3 - Definition Assistantのバージョンが 09-00以降または JP1/AJS2 - 
Definition Assistantのバージョンが 08-10以降の場合
インポートやエクスポート処理を開始した時間

実行結果ファイルは，環境設定パラメーター「MAX-BACKUP-FILENUM」に指定され
た上限値まで保存されます。ファイルの数が上限値に達していると，インポート，また
はエクスポートができません。この場合，実行結果ファイルを別のフォルダや媒体に保
存，または削除してからインポート，またはエクスポートを実行してください。

（2） 一時ファイル

インポート，またはエクスポートを実行すると，コマンドのリモート実行結果を定義情

内容 ファイル名 格納先フォルダ

インポート実行結果
ファイル

AJS2DA-IMPORT-YYMMDDhh
mmssxxx.XLS

Windows XP ProfessionalおよびWindows 
Server 2003の場合

DA_Path¥backup
Windows Vista，Windows Server 2008，
およびWindows 7の場合

%ALLUSERSPROFILE%※

1¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1
AJS2DA¥backup

エクスポート実行結果
ファイル

AJS2DA-EXPORT-YYMMDDhh
mmssxxx.XLS
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ
報管理テンプレートの表示形式に編集するために一時ファイルが作成されます。コマン
ドのリモート実行開始前に作成され，終了後に削除されます。

一時ファイルについて次の表に示します。

表 A-4　一時ファイル

注※
「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」で

す。

（3） エラー情報ファイル

定義情報の一括，または単独エクスポート実行時に ajsdefineコマンドでエラーが発

生した場合，エラーになったユニット定義パラメーターをエクスポート実行時一時ファ
イル格納フォルダから移動し，エラー解析用にエラー情報ファイルとして別名で保存し
ます。

エラー情報ファイルについて次の表に示します。

表 A-5　エラー情報ファイル

内容 用途 格納先フォルダ

インポート結果編集用一
時ファイル

インポート結果を定義情報管理
テンプレートの表示形式に編集
する過程の情報を格納するファ
イル。

Windows XP Professionalおよび
Windows Server 2003の場合

DA_Path¥tmp¥input
Windows Vista，Windows Server 
2008，およびWindows 7の場合

%ALLUSERSPROFILE%※

¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥J
P1AJS2DA¥tmp¥input

エクスポート実行時一時
ファイル

エクスポート実行時に
ajsdefineコマンドに渡すユ
ニット定義パラメーターや，実
行したコマンドのエラーメッ
セージを格納したファイル。

Windows XP Professionalおよび
Windows Server 2003の場合

DA_Path¥tmp¥output
Windows Vista，Windows Server 
2008，およびWindows 7の場合

%ALLUSERSPROFILE%※

¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥J
P1AJS2DA¥tmp¥output

内容 ファイル名 格納先フォルダ

エラー情報
ファイル

AJS2_UNIT_YYMMDDhhmmssxxx_nnn
n.txt

Windows XP ProfessionalおよびWindows 
Server 2003の場合

DA_Path¥tmp¥errlog
Windows Vista，Windows Server 2008，
およびWindows 7の場合

%ALLUSERSPROFILE%※

¥Hitachi¥JP1¥JP1_DEFAULT¥JP1A
JS2DA¥tmp¥errlog
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ
（凡例）
YY：エクスポート操作実行日時の年（西暦の下 2けた）
MM：エクスポート操作実行日時の月（2けた表示）
DD：エクスポート操作実行日時の日（2けた表示）
hh：エクスポート操作実行日時の時（2けた表示）
mm：エクスポート操作実行日時の分（2けた表示）
ss：エクスポート操作実行日時の秒（2けた表示）
xxx：エクスポート操作実行日時のミリ秒（3けた表示）
nnnn：「単独」複数指定時の分類用の通し番号（0001～ 1000までの 4けた数値）

注※
「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「システムドライブ ¥ProgramData」で

す。

エラー情報ファイルは，環境設定パラメーター「MAX-ERRLOG-FILENUM」に指定さ
れた上限値まで保存されます。ファイルの数が上限値に達している場合，ファイル作成
日付が最も古いファイルが削除され，新しいファイルが格納されます。
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付録 B　制限値
付録 B　制限値

付録 B.1　処理に関する制限値
JP1/AJS3 - Definition Assistantで処理できるユニット数の制限値を次の表に示します。

表 B-1　処理に関する制限値

付録 B.2　文字に関する制限
JP1/AJS3 - Definition Assistantのユニット名に使用できる文字の制限について次の表
に示します。

表 B-2　文字に関する制限

定義内容 制限値

一度に定義情報管理テンプレートに接続できるスケジューラーサービス数 1

定義情報管理テンプレートにインポートできる最大ユニット数 65,000

定義情報管理テンプレートで同時にエクスポートできる最大ユニット数 65,000

使用できる文字 使用できない文字

• 半角英数字
• 全角文字
• 次の記号

! # $ % + @ －（ハイフン） .（ピリオド） _（アン
ダーバー）

次の記号
" & ' * < > ? [ ¥ ] ^‘ { | } ~ ( )
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付録 C　見積もり
付録 C　見積もり
JP1/AJS3 - Definition Assistantの運用に必要な資源の見積もりについて説明します。

付録 C.1　JP1/AJS3 - Definition Assistantの処理性能を見積も
る

JP1/AJS3 - Definition Assistantでの定義情報のインポートやエクスポートの処理性能
を見積もるには，次の点を考慮する必要があります。

• JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールするマシンの処理性能
• 接続先の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerマシンの処理性能や負荷
状態

• JP1/AJS3 - Definition Assistantをインストールするマシンと接続先 JP1/AJSマシン
間のネットワーク性能

• 処理対象のユニット数や定義データ量

定義情報のインポートやエクスポートを実行すると，接続先の JP1/AJSに対して JP1/
AJSのコマンドをリモート実行します。処理対象のユニット数の増加が性能に大きな影
響を与えます。

（1） 推奨構成

JP1/AJS3 - Definition Assistantでは，次の 3点を実行してデータ転送でのネットワー
ク負荷の軽減，定義情報管理テンプレート上での処理性能や実行コマンド性能の低下を
抑止する運用をお勧めします。

• JP1/AJS3 - Definition Assistantのインストールマシンと接続先 JP1/AJS3 - Manager
または JP1/AJS2 - Managerマシンを別にして負荷分散する。

• JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerマシンで業務が実行中でない時間帯
に実行する。

• 一度に処理するユニット数がなるべく少なくなるように処理単位を分割する。

機能上，JP1/AJS3 - Definition Assistantでは一度に 1万を超えるユニット数分の定義
情報を処理できますが，性能面の負担を考慮して，1回の操作で処理するユニット数の目
安を最大 1,000ユニット程度として検討してください。

なお，次の場合は性能的に負荷が掛かるため，このような定義にならないように注意し
てください。

• ジョブネットのスケジュールルールが 10以上定義されている。
• ユニット完全名が長い。
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付録 C　見積もり
（2） インポート処理時間の見積もり

マシンスペックの違いにもよりますが，一般的に定義情報のインポートを実行した場合
の処理時間は，次の式で近似値を算出できます。

インポート処理時間（秒） =
            a + (b＊0.1) + (c＊3.5) + d

（凡例）

a：コマンドのリモート実行時間
15秒程度を見積もってください。ただし，対象ジョブネット直下に大量のユ
ニットがある場合は余裕を持って見積もってください。

b：指定ユニット配下および指定ユニットと同階層にある他のユニット配下すべての
ユニット数

ただし，ルートジョブグループ直下のユニットを指定した場合は，指定ユニッ
ト配下すべてのユニット数

c：追加・変更した定義項目数の平均

d：実行結果ファイルの保存時間
一般的な目安を次の表に示します。

表 C-1　インポート実行結果ファイル保存時間の目安

（3） エクスポート処理時間の見積もり

マシンスペックの違いにもよりますが，一般的に定義情報のエクスポートを実行した場
合の処理時間は，次の式で近似値を算出できます。

エクスポート処理時間（秒） =
            a + (b＊ 0.1) + (c＊0.01) 
            + (d＊0.05) + (e＊1.5) + (f＊1.0) + (g＊0.01)
            + (h＊1.5) + i + 5

（凡例）

a：コマンドのリモート実行時間
15秒程度を見積もってください。ただし，対象ジョブネット直下に大量のユ
ニットがある場合は余裕を持って見積もってください。

b：一括に指定したジョブネットおよびジョブグループ数

c：一括に指定したジョブ数

d：一括に指定した最上位のジョブネット配下ユニット数

実行結果ファイルサイズ（単位：メガバイト） 保存時間（単位：秒）

2 20

10 60

20 90
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付録 C　見積もり
e：単独に指定したユニット数

f：変更に指定した変更項目数

g：変更に指定したユニット数

h：削除に指定したユニット数

i：実行結果ファイルの保存時間
一般的な目安を次の表に示します。

表 C-2　エクスポート実行結果ファイル保存時間の目安

（4） ajsdaconvertコマンド処理時間の見積もり

マシンスペックの違いにもよりますが，ajsdaconvertコマンドの 1ファイル当たりの
一般的な処理時間を次の表に示します。

表 C-3　1ファイル当たりの一般的な処理時間

付録 C.2　システム性能を見積もる
（1） メモリー所要量を見積もる

メモリー所要量については，リリースノートを参照してください。

（2） ディスク占有量を見積もる

ディスク占有量については，リリースノートを参照してください。

実行結果ファイルサイズ（単位：メガバイト） 保存時間（単位：秒）

2 20

10 60

20 90

ファイルサイズ（単位：メガバイト） 処理時間（単位：秒）

2 40

10 230
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付録 D　設定するポート番号
付録 D　設定するポート番号
この節では，設定するポート番号の一覧と，ファイアウォールを通過するための方向に
ついて記載します。

使用するポート番号は，製品の提供時にデフォルトとして設定されています。ユーザー
環境に合わせて任意の番号に変更することもできます。

なお，使用するプロトコルは TCP/IPです。

JP1/AJS3 - Definition Assistantで使用するポート番号を次の表に示します。

表 D-1　JP1/AJS3 - Definition Assistantで使用するポート番号

ファイアウォールの通過方向は，JP1/AJS3 - Definition Assistant → JP1/AJS3 - 
Managerまたは JP1/AJS2 - Managerとなります。ファイアウォールの設定では，
「jp1ajs2monitorのポート」と「jp1ajs2monitorのポート番号に対して確立されたセ
ションへの返信は ANY」を必ず通すようにしてください。

サービス名 ポート番号 用途

jp1ajs2monitor 20244 JP1/AJS3 - Managerまたは
JP1/AJS2 - Managerとの通信
用
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付録 E　バージョン互換
付録 E　バージョン互換
JP1/AJS3 - Definition Assistantと次の製品のバージョン互換について説明します。

• JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Manager
• JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - View

（1） JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerとの互換性

接続する JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerのバージョンの機能範囲内
で使用できます。ただし，JP1/AJS3 - Definition Assistantと JP1/AJS3 - Managerま
たは JP1/AJS2 - Managerのバージョンが異なる場合には，次の注意事項があります。

注意事項

• JP1/AJS3 - Definition Assistantで新たに追加された定義項目を設定した場合は，
JP1/AJS3 - Definition Assistantより古いバージョンの JP1/AJS3 - Managerまたは
JP1/AJS2 - Managerにエクスポートできません。

• 09-50以降の JP1/AJS3 - Managerでユニット属性プロファイルによる上位ユニット
属性継承機能を有効にしている場合は，エクスポートでのユニット作成時に JP1/
AJS3 - Manager側の設定が有効になり，JP1/AJS3 - Definition Assistant上の定義内
容と異なることがあります。JP1/AJS3 - Definition Assistantで定義した内容をその
まま反映させたい場合は，上位ユニット属性継承機能を一時的に無効にすることをお
勧めします。

• インポートとエクスポートで JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerの
バージョンが異なる場合の実行結果は次のようになります。
• エクスポート先がインポート元より新しいバージョンの場合：正常終了
• インポート元がエクスポート先より新しいバージョンの場合：

- 新しいバージョンでの追加定義項目の設定がないとき：正常終了
- 新しいバージョンでの追加定義項目の設定があるとき：エラー

（2） JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewとの互換性

09-10よりも古いバージョンの JP1/AJS3 - Viewまたは JP1/AJS2 - Viewから JP1/AJS3 
- Definition Assistantを起動した場合は，ユーザー認証機能を使用した，JP1/AJS - 
Viewのログイン JP1ユーザー名を引き継いでのインポートはできません。
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付録 F　各バージョンの変更内容
付録 F　各バージョンの変更内容
各バージョンの変更内容を次に示します。

付録 F.1　09-10での変更内容
• Windows 7上で動作する JP1/AJS3 - Definition Assistantをサポートした。
• JP1/AJS3 - Definition Assistantを操作するときに，JP1ユーザーを指定して操作で
きるユーザー認証機能をサポートした。

• KAVZ0212-E，KAVZ0213-Eのメッセージを追加した。
• Excel 2000（Office 2000）をサポート対象外とした。
• 32ビット版の Excel 2010（Office 2010）をサポートした。

付録 F.2　09-00での変更内容
• 製品名称を JP1/Automatic Job Management System 3 - Definition Assistantに変更
した。

• JP1/AJS3 - Manager，および JP1/AJS3 - Viewとの連携をサポートした。
• JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsの詳細定義に関する定義項目をサポートした。
• ユニット共通定義情報部の「実行ホスト」を「実行エージェント」に変更した。

付録 F.3　08-50での変更内容
• Windows Server 2008上で動作する JP1/AJS2 - Definition Assistantをサポートし
た。

• R/3ジョブ定義情報部に「拡張パスワード」を追加した。
• ジョブ共通属性情報部に「実行所要時間」を追加した。
• ユニット共通定義情報部に「接続範囲」，「接続ホスト名」，「接続スケジューラーサー
ビス名」を追加した。

• エラーメッセージ情報部を追加し，Excelのオートフィルター機能によって，エラー
の発生しているユニットを絞り込めるようにした。

付録 F.4　08-10での変更内容
• 定義情報管理テンプレートに「最終更新日時情報部」を追加した。
• 定義情報管理テンプレートに，ジョブネットコネクタに関する次の内容を追加した。
• ユニット定義情報部のユニット種別の項目に「nc」
• ユニット共通定義情報部の「実行順序制御」
• ユニット共通定義情報部の「ジョブネットコネクタ名」
• ユニット共通定義情報部の「実行順序制御方式」
•「ジョブネットコネクタ定義情報部」
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付録 F　各バージョンの変更内容
• KAVZ0211-Eのメッセージを追加した。
• Windows Vista上で動作する JP1/AJS2 - Definition Assistantをサポートした。

付録 F.5　08-00での変更内容
• 標準ジョブ定義情報部の判定条件に変数の条件を追加した。
• ユニット定義情報部のカスタム種別にオペレーションジョブを追加した。
• JP1/AJS2 - Viewアイコンの定義項目との対応に定義項目を追加した。

付録 F.6　07-10での変更内容
• 使用上の注意事項を追加した。
• カスタムジョブ定義情報部の表示機能の説明を追加した。
• R/3ジョブの定義情報で次の機能を追加した。
• R/3ジョブの外部プログラムを定義できるようにした。
• R/3ジョブの複数ジョブステップを定義できるようにした。
• R/3ジョブの未対応定義項目をコマンド引数形式で定義できるようにした。
• R/3ジョブのエラーチェック機能を強化した。

• 実行結果ファイルの移行コマンドをサポートし，以前のバージョンの実行結果ファイ
ルを現在のバージョンの実行結果ファイルに変換できるようにした。

• 定義情報管理テンプレートにその他の定義情報部を追加し，未対応の定義項目をユ
ニット定義パラメーター形式で保存，入力できるようにした。

• 定義情報管理テンプレートの定義情報に次の定義項目を追加した。
• 有効範囲
• リンクするルール番号
• ワークパス
• 標準入力ファイル名
• ジョブ名
• 転送ファイル１～４

• メッセージを追加・変更・削除した。また，メッセージの説明を変更した。
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付録 G　用語解説
付録 G　用語解説

（英字）

JP1/AJS3 for Enterprise Applications，JP1/AJS2 for Enterprise Applications
R/3以外のシステムから R/3システムのジョブを制御するプログラムです。R/3ジョブの投入，削
除，および監視ができます。 
JP1/AJSのジョブネット定義時に JP1/AJS3 for Enterprise Applicationsまたは JP1/AJS2 for 
Enterprise Applicationsのカスタムジョブをジョブネットに登録すると，JP1/AJSから R/3ジョブ
を自動実行できます。 
なお，JP1/AJS2 for Enterprise Applicationsは，JP1/Application Manager for R/3を名称変更した
ものです。

JP1/Base
イベントサービス機能を提供するプログラムです。サービスの起動順序を制御したり，JP1イベン
トを送受信したりできます。また，JP1/Baseは，JP1/IM，JP1/AJS，および JP1/Power Monitor
の前提プログラムです。JP1/IM，および JP1/AJSを使ったシステムを導入する場合，JP1ユー
ザーの操作を制限する機能を提供します。

JP1/OJE for VOS3
JP1/AJSと連携して，Windowsおよび UNIXと，メインフレーム（VOS3）間のバッチジョブを実
行したり監視したりするプログラムです。

JP1ユーザー
JP1/AJSまたは JP1/IMを使用するときのユーザー名です。JP1ユーザーとして認証サーバに登録
すると，管理対象（資源）へのアクセスが制御されます。

（ア行）

アクションジョブ
メールやメッセージキューを送信したり，JP1/IMや JP1/Cm2に状態を知らせるイベントを送信し
たりするジョブです。

イベントジョブ
システム内の特定の事象の発生を監視するジョブです。イベントジョブを開始すると，ファイルの
更新やメッセージの受信などを監視し始めます。

インポート
接続先のマネージャーホストに定義されている，JP1/AJSの定義情報を定義情報管理テンプレート
に取得することです。インポート操作は，マスターファイル（AJS2DAMASTER.XLS），またはマス

ターファイルを別名で保存したファイルから実行できます。インポート終了後，マスターファイル
は別名で自動保存され，操作の出力結果が実行結果ファイルとして出力されます。
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付録 G　用語解説
打ち切り時間
ジョブを実行したとき，ジョブからの応答がなかったり終了しなかったりした場合に，ジョブを強
制的に打ち切るまでの時間です。

運用日
ジョブネットを実行する日です。

エージェントホスト
エージェントホストとは，マネージャーホストから依頼されたジョブを実行するホストです。この
ホストには，JP1/AJS3 - Agentまたは JP1/AJS2 - Agentをインストールします。
なお，JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerも JP1/AJS3 - Agentまたは JP1/AJS2 - 
Agentの機能を持っているため，エージェントホストに JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - 
Managerをインストールすることもできます。
エージェントホストは，マネージャーホストからジョブの依頼を受け，ジョブを実行します。ジョ
ブの実行が終わると，エージェントホストは，実行ファイルの実行結果（戻り値）を受け取り，
ジョブの実行結果をマネージャーホストに転送します。

エクスポート
定義情報管理テンプレートで編集した JP1/AJSの定義情報を，接続先のマネージャーホストに反映
することです。定義情報を一括および単独で定義したり，定義情報を削除，変更したりできます。
エクスポート操作は，マスターファイルを別名で保存したファイル，またはインポートやエクス
ポートの実行結果ファイルから実行できます。エクスポート終了後，定義情報管理テンプレートは
別名で自動保存され，操作の出力結果が実行結果ファイルとして出力されます。

エラー情報ファイル
定義情報を一括または単独定義する場合に，ajsdefineコマンドの実行でエラーが発生したとき，

エラーになったユニット定義パラメーターを格納するファイルです。定義情報にどのようなエラー
があったのかを調査するために使用します。このファイルで表示されたユニット定義パラメーター
の定義を見直してください。

（カ行）

確定実行登録
スケジュール定義に基づいてあらかじめ実行日時を算出しておき，その日時に従ってジョブネット
を起動して処理を開始する場合の実行登録方法です。

確定スケジュール
確定実行登録時に決められた，絶対日時で確定しているスケジュールのことです。

カスタムジョブ
ある特定の機能を持つジョブを実行するように，あらかじめ定義されたジョブです。ファイル転送
やメインフレームへのジョブ依頼など，標準カスタムジョブとして提供しているもののほかに，業
務の中でよく使うジョブをカスタムジョブとして登録しておくこともできます。カスタムジョブと
して登録する場合，専用のアイコンの形，絵，またはジョブ情報入力のためのダイアログボックス
が作成できます。
なお，カスタムジョブを使用する場合は，そのジョブに必要なプログラムをインストールしておく
必要があります。
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付録 G　用語解説
カレンダー情報
業務の運用日と休業日についての情報です。ジョブグループごとに定義できます。この情報によっ
て，ジョブグループ中のジョブネットを実行する日と実行しない日が決定します（ただし，休業日
振り替え実行が定義されている場合は，休業日でもジョブネットを実行します）。
また，運用日に合わせて，基準日と月区分，基準時刻の設定もできます。

起算スケジュール
実行開始日時，処理サイクル，および休業日の振り替えに従って決められた次回実行予定日を起点
日として扱い，新たに次回実行予定日を算出したい場合に定義するスケジュールのことです。

起算猶予日数
起算後の次回実行予定日が休業日の場合に，実行予定日を探す期間を日数で定義したもののことで
す。

基準時刻
JP1/AJSを運用するときの，日付の境となる時刻です。
例えば，基準時刻を「8時」と設定すると，7時 59分までは前日扱いとなります。

基準日
カレンダー情報で，月の開始日として指定した日のことです。

起動条件
特定の事象を契機としてジョブネットを実行させる場合に，どのような条件が成立したときにジョ
ブネットを実行させるか定義したもののことです。

休業日
ジョブネットを実行しない日です。ただし，休業日振り替え実行が定義されている場合はジョブ
ネットを実行します。

計画実行登録
スケジュール定義に基づいてジョブネットを起動し，処理を開始する場合の実行登録方法です。

後続ジョブ
あるジョブ，またはジョブネットの直後に実行するジョブのことです。

後続ジョブネット
あるジョブ，またはジョブネットの直後に実行するジョブネットのことです。

（サ行）

サスペンド
ルートジョブネット，およびルートジョブネットの下位にあるユニットの実行を抑止することです。
実行登録中のルートジョブネットの下位にある定義を変更するときに，定義処理と実行制御処理の
すれ違いなどの誤動作を防止するために，ルートジョブネットをサスペンドする必要があります。
ルートジョブネットをサスペンドすることで，実行制御処理と同期を取って定義を変更できます。
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しきい値
ジョブの終了状態を判断するための値です。ジョブには，異常終了しきい値と警告終了しきい値を
定義できます。

実行結果ファイル
定義情報管理テンプレートからインポート，またはエクスポート操作をすると，定義情報管理テン
プレートは別名で自動保存され，操作の出力結果が出力されます。このファイルを実行結果ファイ
ルといいます。実行結果ファイルのファイル名には，実行した操作および実行日時が記録されます。
また，実行結果ファイルの中には，操作を実行したときの対象情報（操作対象ホスト名，操作対象
サービス名，操作対象ユニット名）が記録されます。実行結果ファイルを利用すると，いつ，どの
対象に，どのような操作を実行したのかがわかり，定義情報の変更履歴を管理することができます。
自動保存されるファイルのデフォルトの格納場所，およびファイル名の形式については，「付録 A 
ファイルおよびディレクトリ」を参照してください。

従属ジョブ
判定ジョブの判定結果が真のときに実行するジョブのことです。

従属ジョブネット
判定ジョブの判定結果が真のときに実行するジョブネットのことです。

ジョブ
コマンド，シェルスクリプト，Windows実行ファイルなどの集まりです。

ジョブグループ
複数の業務を分類して管理するためのフォルダです。

ジョブネット
実行順序を関連づけたジョブの集まりです。ジョブネットを実行すると，ジョブネット中のジョブ
が実行順序に従って自動的に実行されます。

ジョブネットコネクタ
ルートジョブネットの「実行順序制御」を制御するためのユニットです。制御対象のルートジョブ
ネットと接続関係を持ち，その終了や開始を待ち合わせます。

処理サイクル
ジョブネットの実行開始日から，次の実行開始日までの間隔のことです。処理サイクルを定義して
おくと，定期的にジョブネットを実行できます。

スケジューラーサービス
ジョブネットを実行するスケジュールを管理し，スケジュールに従って，処理を実行します。スケ
ジューラーサービスは，スケジューラーサービス名と同じ名称のルートジョブグループ配下のユ
ニットを管理します。
スケジューラーサービスは，一つのマネージャーで複数起動できます。スケジューラーサービスを
複数起動すると，スケジューラーサービスごとにルートジョブグループを管理できるようになりま
す。例えば，スケジューラーサービスを業務ごとに分けて起動すると，それぞれのスケジューラー
サービスが，ほかのスケジューラーサービスの影響を受けることなく，独立して業務（ジョブネッ
トおよびジョブ）を並行実行できます。
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スケジュールルール
ジョブネットの実行開始日時や処理サイクルなどの情報です。一つのジョブネットに 144個までス
ケジュールルールを定義できます。

先行ジョブ
あるジョブ，またはジョブネットの直前に実行されるジョブのことです。

先行ジョブネット
あるジョブ，またはジョブネットの直前に実行されるジョブネットのことです。

即時実行登録
実行登録と同時にジョブネットを起動し，処理を開始する場合の実行登録方法です。

（タ行）

定義情報管理テンプレート
JP1/AJSの定義情報を一覧表形式で管理できる Excelのファイルです。オートフィルやオートフィ
ルターなどの Excelの機能を使って，定義情報の入力や編集を効率良くできます。表示項目に従っ
て JP1/AJSの定義情報を定義することで，ユニットの定義作業を効率的に実施できます。また，こ
のテンプレートにはインポート，エクスポート，エラーチェックなどの機能があり，各機能に対応
するボタンをクリックして操作を実施します。
なお，定義情報管理テンプレートは，マスターファイル（複製も含む）と実行結果ファイルを総称
しています。

（ナ行）

ネストジョブネット
ジョブネット中に定義したジョブネットです。

（ハ行）

判定ジョブ
指定された条件を判定し，判定結果が真であれば，従属ジョブ（ジョブネット）を実行するジョブ
です。
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判定値
ジョブが正常終了したか異常終了したかを判断するための値です。

プランニンググループ
複数のルートジョブネットを計画的に切り替えて実行するためのユニットです。プランニンググ
ループの直下に異なる定義内容のルートジョブネットを複数作成し，それぞれに異なったスケ
ジュールを定義することで，指定したスケジュールに従って自動的にジョブネットを切り替えて実
行できます。

振り替え
スケジュールに従って決められた次回実行予定日が休業日だった場合に，ほかの日にジョブネット
を実行させることです。

振り替え猶予日数
振り替え日が休業日の場合に，振り替え日を探す期間を日数で定義したもののことです。

ホストリンクジョブネット
メインフレームのジョブスケジューラーで管理されているジョブネットを JP1/AJSで監視するため
に，JP1/AJSで定義するジョブネットです。ホストリンクジョブネットは，JP1/AJS2 for 
Mainframeの「ネットグループ」という管理単位を介して，メインフレームのジョブネットと関連
づけられます。

（マ行）

マスターファイル
定義情報などが何も入力されていない定義情報管理テンプレートです。マスターファイルのファイ
ル名は，AJS2DAMASTER.XLSです。マスターファイルは，「JP1/AJS3 - Definition Assistantインス
トール先フォルダ ¥bin」フォルダに格納されています。

スタートメニューから，［JP1_Automatic Job Management System 3 - Definition Assistant］－
［定義情報のインポート］を選択すると表示されます。
なお，エクスプローラ上で AJS2DAMASTER.XLSをダブルクリックしても，マスターファイルを開

くことができます。
マスターファイルからは，インポート操作だけを実行できます。エクスポート操作をしたい場合は，
マスターファイルを複製します（別名で保存します）。複製したマスターファイルからは，インポー
ト操作も実行できます。
マスターファイルには，ワークシートやセルに対してさまざまな設定がしてあります。これらの設
定を変更してしまうと，各機能が正常に動作しなくなるおそれがあります。そのため，このマス
ターファイルの設定を変更したり，マスターファイルを更新したりしないでください。

マネージャージョブグループ
JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerから，別の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerの業務を監視するためのジョブグループです。

マネージャージョブネット
JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/AJS2 - Managerから，別の JP1/AJS3 - Managerまたは JP1/
AJS2 - Managerの業務を監視するためのジョブネットです。
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マネージャーホスト
マネージャーホストは，ジョブネットの定義情報やスケジュール情報をデータベースで管理し，
ジョブの実行をエージェントホストに依頼して実行させます。マネージャーホストには，JP1/AJS3 
- Managerまたは JP1/AJS2 - Managerをインストールします。
マネージャーホストでは，定義されたスケジュール情報を基に，ジョブネットの実行予定が作成さ
れます。実行開始時刻になると，マネージャーホストは，ジョブとして定義された実行ファイルを
起動して，ジョブ定義情報をエージェントホストに転送し，エージェントホストでジョブを実行さ
せます。実行が終わると，エージェントホストでのジョブの実行結果を受け取り，データベースに
反映します。その反映された情報を基に，後続ジョブを実行したり，次回の実行予定を作成したり
します。

（ヤ行）

ユニット
JP1/AJSで自動化する業務を構成する一つ一つの要素（ジョブグループ，ジョブネット，ジョブな
ど）です。

ユニット定義パラメーターファイル
ユニット定義パラメーターを格納したテキストファイルです。コマンドでユニットを定義する場合
の入力情報になります。

予定情報ファイル
予定情報パラメーターを格納したテキストファイルです。コマンドでジョブネットを確定実行登録
する場合の入力情報になります。

（ラ行）

リカバリージョブ
先行するジョブ，またはジョブネットが異常終了したときに実行されるジョブです。

リカバリージョブネット
先行するジョブ，またはジョブネットが異常終了したときに実行されるジョブネットです。
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